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彼方カナタニ至イタル『道ミチ』ヲ求モトメテ




虚空ウツロノ御ミ座ザニ神カミト出デ会アイテ




　あとがき暗黒企画会議



















　獣けものたちが月夜を駆かける。

　草木を夜気をかき分けて。

　ゆくうちにも獣たちの輪りん郭かくは、徐じよ々じよに人の形を取りはじめて──

　──ぎいッ！

　響ひびいたのは、怪け鳥ちようの悲鳴にも似にた警けい告こくの声。

　草を鳴らして獣が──いや、人々が足を止める。

　警けい戒かいに歪ゆがむその口もとに、鋭するどく白い牙きばが覗のぞく。

　一同が見上げる夜空には、この大地、クロスカディアを巡めぐる月。

　神の在処ありかと語られる輝かがやく円を背に負って、夜空に在る翼つばさの影かげは四つ。

「争う気はない」

　翼の一つが声を漏もらす。高みより彼らを睥へい睨げいしたまま。

「人を捜さがしている」

「人を、だと？　悪あく魔まが、か？」

　地上にある影の揶や揄ゆにも、空にある影は平然と、

「ふむ。人、というのとは少し違ちがうか。

　ヒュームの姿すがたをした赤い髪かみの女。黒髪のヒュームの男。金色の狼おおかみに変ずるリワーダーの女と……」

「金色の狼!?」

　地上の影が声を上げる。半ば獣、半ば人の姿のままで。

「心当たりが？」

　翼の問いにしばしの間があり、

「狼、ではなく、犬ではないのか？」

「さて。当人に聞いたわけではないからな」

「つまりは、金の犬の味方ではない、ということか」

　問いに翼は答えない。半はん獣じゆうはかまわず、

「ならば教えてもいいが──聞かせてもらおう。

　なぜ、金の犬を追う？」

「我われ々われの目的は赤い髪の女だ」

　どうやら敵てきではないらしいと悟さとったか、翼の声から警戒の色が薄うすらぐ。

「ヒュームの姿はしているが、それはおそらく──」

　影は見る。夜空に照る月を。

「あの光の中にいるものの血を引いている」

「──!?」

　地上の影が空をふりあおぐ。その口から漏れるは愕がく然ぜんたるつぶやき。

「……神の……だと……？」

「違う」

　魔と揶揄されてさえ動じなかった翼の声には、しかし今度は、かすかではあるがはっきりと、憎にくしみの色が混まじっていた。

「私は──あれを神とは認みとめん」



















　シンはその日も不ふ機き嫌げんだった。

　というかここしばらく、機嫌のいい日などなかったかもしれない。

　夕ゆう暮ぐれの森には陽気な喧けん噪そうがあった。

　あたりには、ムラのある緑色に染そめられた布ぬのが木から木へと渡わたし張はられて、天てん幕まくのようになっている。

　その下に集つどうのは、男女とり混まぜておおよそ三十人ばかり。

　天幕の中心では、大おお鍋なべでスープを作っている者もいれば、固かたくなったパンをさっと水にくぐらせてから串くしに刺さし、火で炙あぶっている者、野菜を焼いている者もいる。

　皆みなで陽気に夕ゆう餉げの支度したく。これが学校のキャンプか何かなら、シンもはしゃいで参加するところなのだが──

　状じよう況きようが状況で、なおかつ体は全身だるいわあちこち痛いたいわ。これで陽気にふるまえるほどの気力はなかった。

「よう。がんばってるらしいね」

　気さく、というより伝でん法ぽうな口調。

　それが自分にかけられた声だと気がついて、シンは地に向けていた視し線せんを上げる。

　まず最初、視界に入ってきたのは編あみ上げの靴くつ。次に、布を何なん枚まいも重ねたゆったりとした服に長い黒髪。

　幾いく度ど目にしてもその姿すがた、顔立ちは、二十歳はたち前後にしか見えない。

　他ほかの者たちの態度からしても、彼女──ネネス・トトルがここの長老だということは間違いないのだが、コワくて本当の年ねん齢れいはいまだ聞けない。

「……まだまだだよ……」

　シンは小さく首を振って自じ嘲ちようした。

　ネネス・トトルの光を失った黒こく瞳どうが、その動作を捉とらえることはないのだが。

　シンは最近、まわりの者に模も擬ぎ戦せんの相手を頼たのんでいるのだが──負けた。

　それはもう、完かん膚ぷ無なきまでに負け続けた。

　男たちに勝てないことは、ある程てい度ど予想はしていた。

　しかし、女にも負けて自分より頭一つ小さい子こ供どもにも負けたとなると、さすがに落ち込こまずにはいられない。自分の無力さがほとほと嫌いやになる。

　前に暮らしていた場所では、彼も腕うでが立つ部類だったのだが、ここではさすがに勝手が違う。

　今日も模擬戦で十回ばかり負けまくったあと、一人でいろいろ訓練をして──その訓練がやや過ぎたのか、疲つかれて不機嫌に座すわり込み、こうして夕餉の支度を眺ながめている。

「いくら戦っても誰だれにも勝てねえ」

　視線をキャンプの方に向け、つぶやくシンに、ネネス・トトルはあきれ顔で、

「そりゃあシンドレッドは、模擬戦の時には武ぶ器きを使っていないだろ？　それじゃあ勝てるわけがないさ」

「相手だって武器は持ってねえ」

「こっちは肉体そのものが武器だからねぇ。

　ともかく、スジは悪くないよ」

　ネネス・トトルは言う。

「みんな言ってるよ。見込みがある、って」

　離はなれた場所で男の一人が、たき火を踏ふみ消しその下を掘ほり、地面から、緑色の大きな塊かたまりを取り出した。

　その緑の皮──大きな木の葉をひろげると、中から大きな肉の塊が現あらわれる。

　今日、誰だれかが狩かってきた、イノシシの親しん戚せきか何かの包み蒸むし焼きである。

　ひろがる香かおりと湯気とに、まわりから歓かん声せいが上がる。

　そんな光景を眺めつつ、シンは苦く笑しようして言った。

「……買ってくれるのは悪い気分じゃねえけど、それって、頭に『人間ヒユームにしては』って断ことわり書きが付くんだろ？

　なら意味ねえよ……」

　そう。

　このキャンプにいる者のほとんどは人間ヒユームではない。ここ東の大陸イースタンガイアに住む、憑霊族リワーダーと呼ばれる者たちなのだ。

　常つねは人と同じ姿すがたをしているが、ひとたび戦いとなると半はん獣じゆうと化し、圧あつ倒とう的な格かく闘とう能のう力りよくを発はつ揮きする。

　シンはひょんなことから、この集しゆう団だんに身を寄よせることになったのだが──

「うわあああああああ。肉ぅぅ」

　その原因ひよんなことは、妙みようちきりんな声を上げると、かぶりつかんばかりのいきおいで、できあがったばかりの肉の木の葉蒸し焼きを凝ぎよう視ししていた。

　よだれでも垂たれかけたのか、アホみたいに開いていた口を閉とじ、こくんと喉のどを鳴らす音が、離れた所にいるシンの耳まで届とどいて来る。その拍ひよう子しに、二本の赤い髪かみ飾かざりが、頭の上でひょこんと揺ゆれる。

　……まあ確たしかにここしばらく、保ほ存ぞん食しよくや野菜ばかりの食事が続いたが、ひさしぶりの肉とはいえ、そこまで興こう奮ふんしなくても、と思うのだが。

　いかにも脳のうミソのシワが不足していそうな十三、四の女の子。そうとしか見えない彼女──メイこそが、すべてのはじまりだった。

　ヒュームの大地、南の大陸サウザンガイアに住んでいたシンのもとを、ある日突とつ然ぜん、記き憶おくを失なくした彼女が訪おとずれて──なんのかんのといろいろあって、結局彼らは今こうして、海を隔へだてたこの土地にいる。

　だがここも、安住の地とはなってはいない。なり得ない。

「──いつか──戦いになる」

　シンは言う。ぼんやりとメイの方を眺めたまま。隣となりに佇たたずむネネス・トトルの耳にだけ届くように。

「今夜か。明日か。

　ひょっとしたら十日後かもしれねえし、ひと月後かもしれねえ」

　肉を切り分けはじめた男に、葉っぱの皿を片かた手てにメイが何かを言っている。時折シンの方を指さしながら。

「いつかはわからねえけど、必ず戦いになる。

　そうなった時。どう転んでも相手はヒュームじゃねえはずだ。

『ヒュームにしては見込みがある』なんてぇのは気休めにもならねえ」

　今現げん在ざいも、シンたちは、ネネス・トトルのやり方に否ひ定てい的な、別の氏族のリワーダーたちから追われている。確か──皓コウ月ゲツの氏族とかいったか。

　いつ襲しゆう撃げきがあっても不思議ではないのだ。

「だからって、思い詰つめたり無茶な特訓をして、それで体でも壊こわしちまったら意味がない。あんた、模も擬ぎ戦せんとは別に、武器を使った訓練もしてるんだろ？」

「まあな……」

　腰こしの後ろに吊つるした短剣ダガーの重さを感じつつ、シンはあいまいなあいづちをうつ。

「けどなんつうのか……今、俺おれが持ってる得え物もの、武器としちゃあ悪くはねえんだけどよ、決定力に欠けるっつうかイマイチ心細いっつうか……

　この近場で、なんかこう、適てき当とうな武器を手に入れられる所とかねえのか？　武器屋とか鍛冶かじ屋とか。岩に剣けんが刺ささってるとか」

「そうだねぇ──」

　ネネス・トトルは首をひねる。

　このキャンプは現在、町や村を離れて、ある場所を目ざして移い動どうしている。

　とはいえ孤こ立りつ無む援えんというわけでもなく、同じ翠月スイゲツの氏族の村や町で、必要最さい低てい限げんのものを仕入れてくることもある。

　ならばひょっとして、手て頃ごろな武器も手に入るのではないか──シンはそう思って聞いてみたのだが……

「さっきも言ったけど、リワーダーは、自分の肉体そのものが武器だからねえ」

　返ってきたのは否定的な答え。

「半獣化してなおかつ武器を持つのは卑ひ怯きようっていうか臆おく病びようっていうか、そういう意い識しきがあるんだよ。

　つまり、誰かと戦うための武器っていうのはないんだよ。

　けどまあ、道具として使ってるものはいくらでもあるさ。狩かりの時には弓矢も使うし。

　で、どんなものがいいんだい？」

「……そうだな……」

　飛び道具は便利なのだが、このリワーダーの地は緑が多い。木々を盾たてに接せつ近きんされればどうしようもなくなる。

　それにシンは弓矢になじみがない。今から練習を重ねている余よ裕ゆうはないだろう。

　やはり手になじんだ得物がいいのだが……

「剣っぽいのがいいな。そこそこリーチがあって頑がん丈じような奴やつ」

「ふむ」

　ネネス・トトルは一いつ瞬しゆん考え、

「じゃあナタかな？

　これ持ってぶん回してりゃあ、大たい抵ていのリワーダーだって引くぞ」

「…………引く……って……」

　ナタを振ふり回す自分を想そう像ぞうして、シンは憮ぶ然ぜんとつぶやいた。

　確かに条じよう件けんには当てはまるし見た目もコワい。だがそれはさすがに、人としていかがなものか。

「……そりゃあ……そうだろうけど……

　まあ、やっぱり今の武器でがんばってみようと思う」

「そうかい？

　けどまあなんにしろ、殴なぐる蹴けるの強さばかりが強さでもなし。

　シンドレッドはシンドレッドとして強くなればいいのさ」

「俺が俺として強くなる……どういう意味だ？」

　問う彼に、ネネス・トトルはさらりと、

「そこまでは知らないさ」
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「……………………あの。」

「誰かに教えてもらえるもんじゃない。

　それを自分で見つけることが、シンドレッドとして強くなる、ってことさ。

　たとえばメイ、な──」

　言われてシンは、再ふたたび少女の方に目をやる。

　彼女は手にした木の葉の皿に、男から山やま盛もりの肉をもらうと、ちらりとシンの方を見てから場所を移動し、がふがふ肉をがっつきはじめる。

「話を聞く限かぎり、シンドレッドがもしもメイを放り出してたら、メイがここに来ることはたぶんなかった。

　メイはとっくに死んでいたかもしれないし、シンドレッドが他ほかの皆みなと出会うことさえなかったかもしれない。

　シンドレッドが一つの道を選んで、動いたから今がある」

「まあな。

　……それが、いいことだったのかどうかはいまだにわかんねーけど」

「この道を選んだことを後こう悔かいしている、と？」

　シンは一瞬考えて──吐と息いきとともに肩かたの力を抜ぬくと、

「いいや」

　もし自分が本気で後悔していたのなら、とっととメイを見限って逃にげていただろう。いつでもそうできたはずなのだから。

　返事に、ネネス・トトルは小さくうなずいて、

「道を選び、後悔せず、進む。

　それだって一つの強さの形だろう？」

「……そういうもんか？」

「そういうもんさ。たぶん」

　陽ひは傾かたむき、天てん幕まくの隙すき間まから覗のぞく藍あいの空には、この大地、クロスカディアを巡めぐる月のうち一つが姿を見せている。

「……よくわかんねえけど……ま、いろいろ考えてみるさ」

「それがいい。

　さ。ともあれメシでも食おうか」

「おう」

　シンは答えて立ち上がる。ネネス・トトルの話にすべて納なつ得とくがいった、というわけではないのだが、心は不思議と軽くなっていた。

　現金なもので、とたんに腹はらの虫が騒さわぎはじめる。

　用意された木の葉の皿を取り──しばし迷まよってから、まず最初に肉へと向かった。

　食事で好きな物は最後に取っておくタイプではあるのだが、大人数の食事で一番肝かん心じんなのは、まずは自分の取り分を確かく保ほしておくことである。

「大盛りで頼たのむぜ」

　軽口とともに皿をさし出す。

　肉を切り分けているのは、熊くまを想おもわせる、ゴツい体たい格かくの中年男だった。もちろん当然リワーダー。

　シンの訓練につき合ってくれたこともあり、まんざら知らない仲ではない。半獣化したら絶対熊になる、と確信していたのだが、聞けばこの外見で、半獣化形態がリスという、なかなかイメージが摑つかみにくいおっさんである。

　リスおやじは苦く笑しようして、

「おいおい。シンドレッドの分は、さっき、メイにいっしょに渡し──」

　言いかけて。

　リスおやじとシンは思い出す。メイの性せい格かくという奴やつを。

　二人は視線をメイへと送り、彼女の視線がそれを迎むかえる。

　彼女は──口から肉の端はしを垂たらしたままで硬こう直ちよくした。

「……ほほぉう」

　つぶやいてシンは歩き出す。メイの方へと。右手に葉の皿。額ひたいに青スジ。

　止まっていたメイの時間が動きはじめる。じたばた足あし踏ぶみしながら肉を口の中へ。手にした皿に残る肉はあと三切れ。

「ほほほぉぉぉぉぉぉう」

　シンの歩調が加速した。

　メイの頰ほおは、ハムスターもかくやという神速の動きを見せて口中の肉を咀そ嚼しやくし──

　シンが地を蹴る。彼が今までくぐり抜けて来た、どの戦いの時より速く。

　だが風かぜ裂さき伸のびた彼の右手が、相手の皿に届とどくよりも刹せつ那な先に。

　メイは木の葉の皿を持ち上げて、残った肉のことごとくを、むりやり自分の口の中へと押おし込こんだ！

「のぉおああああああああああああああっ！」

　断だん末まつ魔まにも似にたシンの絶ぜつ叫きようが、リワーダーたちのキャンプに響ひびき渡る。

「な・ん・で・お・ま・え・は・そぉいうことをするのかぁぁっ!?　この口かこの口が肉を食いたいからかお前のよぉな奴やつがいるから世の中から戦争はなくならないんだっ！」

　三切れ分の肉の端を口から垂らした少女の両頰を、左右の手でつねり上げ、前に後ろにゆさぶり倒たおす。どこをどう切り取ったところで絵にならぬ、げにあさましき畜ちく生しよう図ず。

　場の全員があきれ果てるその中を、一つの影かげが駆かけ抜ぬける！

「シンドレッド！」

　ガシィィィッ！

　叱しつ咤たとともに来た一撃を、シンは右腕で迎げい撃げきした！

　左手では依い然ぜん、メイの片頰つねったままで。

　すぐ目の前に相手の顔。黄金こがね色をした前まえ髪がみの向こうに、強い光をたたえた瞳ひとみ。

「メイに、何、する！」

　ま近でシンをにらみつけ、リワーダーの少女、ラフラ・リフラは言葉を放つ。

　シン、というか、メイのもとを訪おとずれて、ここまでともにやって来た、旅の仲間の一人である。

　このラフラ・リフラが、ネネス・トトルと同じ翠月スイゲツの氏族だった縁えんで、こうしてシンたちはこのキャンプに身を寄よせているのだ。

　半はん獣じゆう化かした時には金色の犬となり、そのせいか、言動がどうにも犬っぽい。

　その脳のう内ないヒエラルキーでは、メイが主人でその下にラフラ・リフラ。さらに下にシンがいる、ということになっているらしい。──もちろんシンは認みとめないが。
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「何をする、ってのはこっちのセリフだボケェ！

　こいつがひとの食い物横からかっさらいやがったのが原げん因いんだろーがっ！」

　言ってちらりと視し線せんをメイの方に向ける。

　メイは片かた頰ほおをつねり上げられたまま、自由なもう一方の頰で、いまだにもむもむ肉を嚙かんでいる。

　食うなぁぁぁぁぁぁっ！　とツッコミを入れたいところだったが、それではと、一いつ旦たん口に含ふくんだ肉を返されても嫌いやだ。

　ラフラ・リフラはシンをにらみつけ、

「メイが食べたがった！　仕方ない！」

「そう思うならお前のぶんの肉やれよ！」

「嫌！　減へる！」

「うわてめぇ。」

　視線で火花を散らし合う二人。

　そのすぐそばから。

「ままっまままっま」

　聞こえてきたのは珍ちん獣じゆうの呻うめき。

　目をやれば、メイは口をもみもみさせながら、

「もまみみ」じゅるっ。「むままーみま」

「いや何言ってるかわからん」

　途と中ちゆうで垂れそうになったよだれをすすり上げ、なおももむもむしゃべろうとするのにツッコミ入れて、シンはとりあえず手を離はなす。

　これを機とばかりに、メイはかむかむ口を動かして──一回ノドに肉を詰つめて悶もん絶ぜつしながらも──

「ぴはぁ。」

　食べ終えて満足の吐と息いきを一つ。

「思うに」

　と、シンを見上げて、

「部下その三の怒おこりようからすると、ひょっとしたら反省した方が、あたしは人間的に成長できるのかなぁ、と」

「そりゃあもうどしどし反省しろ」

　シンは冷たく言い放つ。できればその調子で反省しまくって、シンのことを部下三呼よばわりするのもやめてほしいものなのだが、そこまで多くを望むのは酷こくというものかもしれない。

「というわけで、反省のしるしとして、あたしが食べるはずだったものを部下三にわけてあげたりしようかという案も」

「メイ、すごい反省ぶり！」

　少女の言葉に、ラフラ・リフラは瞳ひとみをきらきらさせて喜ぶ。

　それを眺ながめるシンの脳のう裏りに、ふと、親バカという言葉が浮うかんだりもするが──まあ何も反省しないよりはマシだという、ちょっと後ろ向きな前向き思考ポジテイブ・シンキングで、ツッコミたいのをぐっとこらえる。

「それじゃあ、ええっと」

　メイはあたりをぐるりと見回し、いろいろな野菜料理に目をやってから、

「おわびに、あたしが食べるはずだった焼きネギの中にある、ねちゃぁっとした汁しるを進しん呈ていしようかと」

「お前実はちっとも反省してねーだろ」

「シンドレッド！　失礼な！」

　シンのツッコミに、ラフラ・リフラは叱しつ責せきの声を上げ、

「メイのまごころ、わからないか!?」

「いやむしろ、真心とやらがよーっくわかったからこそ言ってるんだが」

「うわそんなネギじるに人じん権けんがないみたいに」

「あるかそんなもんっ！　てめえ結局自分の嫌きらいなもんを人さまに押しつけようとしてるだけじゃねーかっ！」

　毎度毎度のアホなやりとり。

　正直言って、シンにはいまだに信じられなかった。

　この、人じん格かく形成に完全失敗している少女が、半ば『神』の血を引いているなどと──




　天てん幕まくを出ると緑のにおいが満ちている。

　そのせいか、調理のにおいはあまり感じない。

　とはいえ不用心な話だ。

　夕ゆう暮ぐれの中に佇たたずみ、彼女は背せ中なかの翼つばさをひろげた。

　大気をひと薙なぎ。同時に脚あしで地を蹴けって、彼女はそばにある木の梢こずえ近くに飛び上がる。

　うねりひろがる緑の大地は陽光ひかりの残ざん滓しと夜の間でさまざまな彩いろに染そまっていた。

　藍あいの空には皓しろい月。

　昼のものから夜のものへと移うつろいゆく風の中に、不ふ穏おんなにおいは感じない。

　見み張はり番を押しつけられたわけではないが、自分の目で肌はだで直じかに安全を確たしかめておかないと、どうにも不安で仕方ない。

「──何か見えるかい──」

　呼びかけに、彼女は眼がん下かに視し線せんを移す。

　天幕から出て来てこちらを見上げ──いや。こちらに顔を向けているのは、長老のネネス・トトルだった。

　彼女は翼をはためかせ、ネネス・トトルのそばへと降おりる。

「とりあえず異い常じようはないようだ」

「心しん配ぱい性しようだねぇ。ギソウル。魔妖族デイーヴアってのはみんなそうなのかい？」

　彼女は──

　ヒュームでもなければリワーダーでもなかった。

　ブラウンの髪かみを裂さき割わって、右の額ひたいからは一本の角が伸のびている。その背中には蝙蝠こうもりを想おもわせる黒こく翼よく。

　魔妖族デイーヴア。

　時には悪魔セイタンと揶や揄ゆされることもある、西の大陸ウエスタンガイアに住む者たちのうち一人。

　彼女はとある理由から、メイとともにこの地へとやって来た。

　この任にんについてから今までに、ギソウルはさまざまなことを知った。

　クロネオンの月に座ざする『神』、ルファードリオンが他の神々に封ふうじられたこと。それがメイの親であること。

　クロスカディアを巡めぐる五つの月。それぞれに『神』がいて、それぞれに、奉ほうずるリワーダーの氏族がいるということ。

　ヴァータの月に座するリュキュートを奉ずるは赤シヤク月ゲツの氏族。

　レンの月、イシュハルトを崇あがめるは空クウ月ゲツ。

　アガーのカッヅァには銀ギン月ゲツがかしずき、テラーの月を司つかさどるマーレイアには、皓コウ月ゲツの氏族が従したがう。

　そして、クロネオンの月に在あるルファードリオンを崇めるのが、ネネス・トトルを長老とする、翠月スイゲツの氏族。

　ネネス・トトルはルファードリオンが封じられた現げん状じようを打開しようと動いているが、異ことなる氏族──皓コウ月ゲツのリワーダーの一いつ派ぱが、それを神々の総そう意いに対する反はん逆ぎやくとみなし、このキャンプを追っていることもまた、聞き知った。

　そう。ギソウルたちは今、追われる立場なのである。

　だというのに──

　彼女は吐と息いきを嚙み殺し、

「そちらが無む警けい戒かい過すぎるのだ。追われている自覚はあるのか？」

　言って天幕に視線を向ける。

　その中からは肉がどうだのネギがこうだのとはしゃぐ声が聞こえている。

「声が追っ手たちの耳に届とどくかもしれん。調理の匂においを風が運ぶかもしれん。キャンプの跡あとなど、いつ何人がここに滞たい在ざいしたと、目印をつけて回っているようなものだ」

　ギソウルは知っている。このキャンプは移い動どうを続けながら、女や子こ供どもや老人を、その知り合いがいる村や町へと送っていることを。あるいは時折、同じ翠月スイゲツの氏族が住む町に人をやり、必要なものを調達していることを。

　戦力にならぬ者を切り離はなすことは、そう間ま違ちがってはいない。物ぶつ資しの補ほ給きゆうも必要だろう。

　だがこれでは、足あし跡あとをつけて回っているようなものである。

　リワーダーにはリワーダー流のやりかたというものもあるのだろうが──ギソウルの目には不用心としか映うつらなかった。

　必要以上に追っ手を恐おそれるのは臆おく病びようだが、警戒を怠おこたり、避さけ得たはずの戦いで消しよう耗もうするのは愚ぐ行こうでしかない。

「ここの森は、ギソウルが考えているよりずっと深い」

　対するネネス・トトルは言う。

「緑がにおいを隠かくし木この葉は擦ずれが音を消す」

　確たしかにこの大陸は、ギソウルが知る土地の中で、どこよりも緑が濃こい。見知らぬ草葉が生み出すそのにおいの強さに辟へき易えきすることもある。

　実じつ際さい、天幕を隔へだてて少し距きよ離りを置いただけで、調理のにおいは風にまぎれてしまう。

「それに。あっちこっちの村や町の連中が、意味もなく森の中とかでキャンプをしてくれているはずなんでね。

　キャンプの跡なんていくらでもあるさ。

　そんな中から、このキャンプの跡だけを探さがし出すのは、結けつ構こう骨ほねだと思うよ」

「そういうことか」

　ギソウルはひとりごちる。

　ただ考えもなく、あちこちに人を送っていたわけではないらしい。その際に村や町の長と連れん絡らくを取り、大人数にキャンプをさせているようである。

　キャンプの跡を消そうとしても、それには限げん界かいがある。熟じゆく練れんの追つい跡せき者しやなら、草の折れ具合地面の乾かわき、そんな些さ細さいなものからも相手の存そん在ざいを察知する。

　だがその跡が無数にあれば？

　それが村人の残したものなのか、逃とう亡ぼう者しやたちが残したものなのか、判はん別べつするのは難むずかしいだろう。

　こんな手が成立するということは、リワーダーの同じ氏族同士のつながりというのは、ギソウルが思っていたよりずっと強いようである。

　とはいえ。

「一いち応おう手は打っているということか。

　しかしそれでも、万ばん全ぜんを期するに越こしたことはないはずだが」

「ずいぶん慎しん重ちようだね」

「そちらが楽観的すぎるのだ」

「楽しく生きなきゃソンだろ」

　ネネス・トトルは小さく微笑ほほえみ、ギソウルは鼻はな白じろむ。

　彼女には、どうにもこのリワーダーという連中の性こ格とは摑つかめなかった。

　掟おきてがあり全員が戦士としての気き概がいを持ち、そのくせやたら大ざっぱ。

　楽しく生きなければ損そん、などと言われても。

「そう言やメシは食ったのかい？」

「済すませた」

　配給された食事を、消化に支し障しようがない程てい度どに咀そ嚼しやくし嚥えん下かした。これで栄養補ほ給きゆうは十分である。他の者たちはなぜ、食事そんなものに時間をかけているのかよくわからない。

「うまかったか？」

「悪くはなかった」

　彼女の答えにネネス・トトルは苦く笑しようして、

「ギソウルもさ、もうちょっと人生楽しんでみな。かたすぎる木は折れやすい、って言うだろ」

　きびすを返してひらひら手を振ふり、ネネス・トトルは天てん幕まくへと戻もどってゆく。

「……ディーヴァにそんな諺ことわざはないのだがな」

　ネネス・トトルが姿すがたを消した天幕を眺ながめたままで、ギソウルは小さくつぶやいた。

　何なのだ。あの緊きん張ちよう感のなさは。

　自分たちがやろうとしていることの無む茶ちやさを考えれば、あんなふうに振る舞まえるはずはないのだが。

　──いや──と、ギソウルは思う。

　あるいは。無茶を知っているからこそ、ああいうふうに振る舞っているのか。

　逆ぎやくに、ああ大ざっぱだからこそ、無茶な計画ができるのか。

　そこまでは彼女にもわからない。

　なんとはなしに天を見上げる。

　星がまたたきはじめた夜空から、月が世界を見下ろしていた。




　待つことには慣なれている。

　だが別に、待つのが好きなわけではない。

　先ほどから部下の一人が落ち着きなくあたりを歩き回っていた。視し界かいの中をちょろちょろされるのは鬱うつ陶とうしいが、ここで注意すれば鬱陶しい会話がはじまって、さらに鬱陶しくなることはわかっていた。

　ゆえに──

　ディーヴァの外がい務む卿きよう、ブルジオラスは、ただ黙もくしたままに佇たたずんでいた。

　緑のにおいが濃い。

　彼らディーヴァの故こ郷きよう、西の大陸ウエスタンガイアも緑豊ゆたかな地ではあるが、ここにはそれより一いつ層そう濃のう厚こうな草葉のにおいが風に溶とけている。

　木々の間に布ぬのが張はられて天幕となっており、今その中にいるのは、彼とその部下三名のみ。

　下はむき出しの地面である。腰こしを下ろすべき椅い子すがあるわけでもなく、仕方なくブルジオラスは立ったまま。軽い扱あつかいをされたものだとは思うが、ケモノに礼れい儀ぎを求めたところで仕方あるまい。

「──遅おせぇなオイ」

　不ふ機き嫌げんな声を上げたのは、歩き回っている一人だった。意い識しきしてのことか否いなか、天幕の外まで響ひびく、聞こえよがしな声である。

　全身に金きん属ぞく環かんを纏まとった、同じディーヴァから見ても異い様ような風ふう体ていだった。

「大体オレたちをココに呼よびつけたのってケモノどもの方だろうが。それでこっちが待たされるってのはどういうコトだよ？　ケモノは礼儀も知らねーのか？」

「……礼儀……」

　瑠る璃り色いろの鎧よろいをつけた別のディーヴァが思わずつぶやく。こちらは天幕の端はしで、まるで衛えい兵へいのように直立不動。

「あ？　言いたいことがあンならはっきり言えよソルディマ」

　それを聞きとがめ、呪じゆ紋もんを刻きざんだ金属環──呪環キヤストリングを纏うディーヴァは、瑠璃鎧を睨にらみつけ──

「お前が礼儀を語るな、ということだ。ベラール」

　返したのは瑠璃鎧ではない。はだけた上半身に刺青いれずみを施ほどこしたその男は、ブルジオラスから見て右手、むき出しの地面に、脚を組んで座ざしていた。

「オイオイ。ざけンなよグィツ。それじゃあまるでオレが礼儀知らずみてぇに聞こえるじゃねエか」

　自覚皆かい無むの言いように、刺青ディーヴァは困こまったように口の両端を下げ──

「来たようだ」

　ブルジオラスの低い声に、部下たち三人もじゃれあいをやめ、グィツと呼ばれた刺青ディーヴァは立ち上がる。草を踏ふむ足音が近づいて──

「待たせたな」

　入り口に下がった布をかき上げて入って来たのは、小麦色の肌はだをした男だった。

　ディーヴァの目からは、リワーダーの年ねん齢れいというのはよくわからないのだが、青年なのは間ま違ちがいない。

　浅黒い肌に銀色の髪かみ。やや細身に見えるのは上うわ背ぜいがあるためだろう。

　名は確たしか……ルア・キ・ギアスとかいったか。この一いち団だん──追つい跡せき部隊を率ひきいている、白びやつ狐このリワーダーである。

「して、用とは何ですかな？　ルア殿どの」

　ブルジオラスの問いかけに、青年はやや不ふ快かいげに、

「ルア・キ・ギアスと呼よんでもらいたい、と言ったはずだが」

「──そうであったな。失礼」

　漏もれそうになったため息を押おし殺し、ブルジオラスは言った。

　どうにも、彼らリワーダーの習しゆう慣かんにはなじめない部分がある。

　名前に誇ほこりを持つのはかまわないが、フルネームで呼ばないと不機嫌になる、というのはどうにかならないものか。あなたとか彼とか彼女というのも駄だ目めだというのだから、面めん倒どうなことこの上ない。

　とはいえ、面倒だからというだけの理由で仲なか違たがいするわけにはいかないが。

　なにしろ彼らは、貴き重ちような協力者兼けん情じよう報ほう源げんなのだから。

　慣れぬ地で彼らと出会えたことは、ブルジオラスたちにとっては僥ぎよう倖こうだった。

　このリワーダーたちは、彼らの掟おきてだか何だかに則のつとって、別の氏族の長老とその取り巻まきたちを追っているらしいのだが──どうやらその長老たちと、ブルジオラスの追う相手とが、共に行動をしているようなのだ。

　ならば手を組まぬ法はない。

　かくて双そう方ほうは協力を約束し、もっぱらの捜そう索さくはリワーダーたちがやっているのだが、何か収しゆう穫かくでもあったのか。

「長老とともに逃にげていた者、そのうち一人を捕つかまえた」

　前置きなしに切り出した、ルア・キ・ギアスの言葉に、さすがにブルジオラスたちも色めき立つ。

「それで──？」

「聞けば、向こうは老人や女おんな子こ供どもを縁えん者じやのいる村や町に預あずけ、人数を減へらしているらしい。

　捕とらえたのはそんな中の一人だ。

　縁者を頼たよれと長老に命じられてキャンプを離はなれた。長老たちが今、どこにいるかは知らないと言っていた」

「ハッ！　しッらじらしい！」

　不機嫌にベラールが吠ほえた拍ひよう子しに、纏まとう呪環リングが触ふれ合い、音を立てる。

　ブルジオラスはかまわずに、

「それで？」

　話の先を促うながすが、ルア・キ・ギアスは眉まゆをひそめて、

「それで、とは？」

「その話をどう見ているのか、ということだ」

「本当だろう」

　と、ルア・キ・ギアス。

「だから噓うそだッて」

　横からベラールが混まぜっ返す。

「オレをソイツの所に連れてけよ。半日もしねェうちに、本当のコトを全ッ部しゃべらせてやるぜ。

　──ま、その時にはそいつも、腕うでか脚の一本二本くらいはなくなッちまってるかもしれねェけどな」

　口の端はしを笑えみの形に吊つり上げるのに、しかしルア・キ・ギアスはさめたまなざしを送り、

「必要ない。噓ではないはずだ」

「ナゼ言い切れる？」

「ルファードリオンに──翠月スイゲツの民たみが奉ほうずる神に誓ちかってから語ったからだ」

「ハッ！　あのなァ、そんなモンに──」

「まあ待て」

　嚙かみつくベラールをブルジオラスは制せいして、

「それは、貴き公こうらリワーダーにとっては裏うら切ぎることのできぬ誓い、と解かい釈しやくしてかまわぬのかな？」

「その通り」

　ルア・キ・ギアスはうなずいて、

「その者はキャンプから村に送り出される時、我われらが追っている長老、ネネス・トトルに、こう言われたらしい。

　もしも捕らえられれば全部話してよい。だから、今からネネス・トトルたちがどこへ行くのかを教えておくことはできない、と。

　ゆえにその者は、知らぬのだ」

「なるほど。機き密みつ保ほ持じのためにしばしば使われる手だな」

　ブルジオラスはうなずいて、

「だが、その者が長老とどこで別れたかはわかっているのだろう」

「ああ。

　これからそこに向かおうという話になった。

　だがその前に、言っておかねばならないことがある。

　捕らえた者の話によれば、しばらく前、キャンプに四人ほどが加わったという。

　これは、そちらが言っていた通りだ。

　リワーダーが一人。ヒュームらしき者が二人。

　しかしあとの一人はやはり、鱗王族ドラグノではなくディーヴァだと言っていた」

「……そうか」

　ブルジオラスはつぶやいた。

　彼らが追っていたのは、赤い髪かみのターゲット、黒髪のヒューム、リワーダーの女にドラグノ、という四人組のはずだった。

　だが最初、ブルジオラスたちがルア・キ・ギアスたちと出会った時から、四人目に関する食い違ちがいがあった。

　四人目はドラグノではなくディーヴァだったと、リワーダーたちは言ったのだ。

　ドラグノというのは北の大陸ノーザンガイアに住まう種族で、かなり特とく徴ちよう的な外見をしている。ディーヴァと見間違うことはまずないはずなのだが。

　かといって、たまたまやって来ていた別の四人組──と考えるのは無理がある。他国からの観光ツアーが組まれるような場所ではないのだ。

　戦いの中でルア・キ・ギアスたちが見間違えた、という可か能のう性せいも無くはなかったのだが、捕らえた者までが同じ話をしているとなると、見間違いはありえない。

「なるほど──納なつ得とくいった」

「と、いうと？」

　ルア・キ・ギアスに問われてブルジオラスは、

「四人目はディーヴァだ。

　以前、我々の前に姿すがたを見せた時には、変身律崩術メタモクランブルでドラグノの姿をしていたのだろう。

　それで情じよう報ほうが食い違った」

「ドラグノの姿をする？　ディーヴァにはそんなこともできるのか」

　ルア・キ・ギアスは驚きよう嘆たんのつぶやきを漏もらす。

　律崩術クランブル。それは世界の因いん果が律りつを崩ほう壊かいさせ、さまざまな現げん象しようを引き起こす技ぎ術じゆつである。

　人間ヒユームがそれを使うには、呪じゆ紋もんと呼よばれるパターンを記した呪環や呪帯などの道具を介かいする必要があった。

　しかしディーヴァとドラグノは、そういった道具を用いずとも、己おのが身一つで律崩術クランブルを使うことができる。

　そして、ディーヴァの使う律崩術クランブルの中には、自らの姿を変える変身律崩術メタモクランブルというものも存そん在ざいするのだ。

　ブルジオラスはうなずいて、

「ドラグノも似にた術は使うらしいが、この地についてから、ドラグノがディーヴァの姿になっても意味はない。

　我々の追う四人は、ドラグノの大地、北の大陸ノーザンガイアを横切り、この地にやって来た。

　その間都つ合ごうがいいように、ディーヴァがドラグノの姿を借りていた、と考えるのが妥だ当とうだろうな」

「ディーヴァも一いち枚まい岩いわではない、か」

　ルア・キ・ギアスのつぶやきを、ブルジオラスはとりあえず無む視しした。

　ターゲット──赤い髪の少女の抹まつ殺さつは、彼らディーヴァの王から出た命令だった。

　そのことを知っているのは、この中ではブルジオラスだけなのだが、部下たちも薄うす々うす気づいてはいるだろう。

　しかしディーヴァたちの中には、ターゲットを生かし、利用して、『神』と呼よばれるものどもに一いつ矢し報むくいることはできぬかと考える者もいる。そのことはブルジオラスも知っていたのだが──行動を起こしているとは思わなかった。

　これは、反はん逆ぎやく──とまでは言わぬものの、明らかに王意に逆さからう行こう為いである。

　身内デイーヴアの内部分ぶん裂れつを余所者リワーダーに知られるのは面おも白しろくなかったが、隠かくし立てしても仕方あるまい。

「四人目が何者であろうと問題はない」

　ブルジオラスは平然を装よそおって淡たん々たんと、

「我らとは異ことなる考えの者が手を貸かしているのだろうが、ならばディーヴァであろうとなかろうと、立ちはだかる以上は倒たおすべき敵てきに過すぎぬ。

　それより問題は、その敵がどこにいるかだ。

　捕とらえた者が最後にいた場所に行ったところで、もはや一同は去った後のはず。

　むしろあるいは、我々に見当違いの追つい跡せきをさせるために、目指す場所とは全く異ことなる場所でその者を解かい放ほうしたとも考えられる。

　それよりも。

　逃にげ行く者たちがどこを目指しているのか、見当はつかぬか？」

「────」

　問いにルア・キ・ギアスの視し線せんが揺ゆれる。

　──ブルジオラスは彼らリワーダーが嫌きらいではない。

　噓うそのつけないところや腹はら芸げいのできないところが特に。つき合っていて、こんなに読みやすい連中は他ほかにいない。

「知らないな」

「心当たりすらないと？　信じる神の名に誓ちかって？」

　神の名という言葉を持ち出され、リワーダーの青年は苦い表ひよう情じようで、

「我われ々われの信じる神を神とは認みとめぬ……ブルジオラスはそう言わなかったか」

「それが『神』なのかそうでないのか、今ここで議ぎ論ろんする気はない。

　当の『神』とやらを見たことすらない者同士が、思う思わぬを語ったところで、平行線に終わるだけだからな。

　しかし考え方は違ちがえども、我々は、協力し合える関係にある。

　何より大事なのはそちらの方だ。

　貴き殿でん……失礼。ルア・キ・ギアス殿どのは、リワーダーとしての分ぶんを越こえた、そのネネス・トトルとかいう長老に罰ばつを与あたえるため、戦士たちを連れ、相手を追っている。

　最初の話によると、確たしかそういうことであったな。

　我々は共通の相手を追うため、手を組んだ。

　とはいえ他種族の者に対して、あまり語りたくないことというのもあるだろう。

　だが、語りづらいことと戦士としての使命、いずれの方を優ゆう先せんすべきなのか。それはよく考えて頂いただきたい。

　相手の長老も馬ば鹿かではあるまい。どうにかこちらの裏うらをかこうとするはず。

　そういった駆かけ引きに関しては私も得え手てとするところ。知ち恵えをお貸しすることはできるだろう。

　無論──語るべきことを語っていただければ、の話だが」

「……語りたくないわけではない。

　知らないが……心当たりはなくはない。そういうことだ」

　ルア・キ・ギアスは口を開く。

「ただあくまでも、心当たりでしかないのだがな。

　翠月スイゲツの長老……ネネス・トトルとその一行は、凍こおった翠月スイゲツへの道を再ふたたび開こうとしているのだろう。

　それは間違いないはずだ」

「コーッタスイ……？　なんだそりゃ？」

　眉まゆをひそめるベラールに、ルア・キ・ギアスは、

「翠月スイゲツへと続く道が使えなくなった。そういうことだ」

「『神』の御み許もとに至いたる道──というわけか」

　ブルジオラスのつぶやきに、リワーダーの青年はうなずいて、

「ただ、どうやればそんなことができるのか──ネネス・トトルたちが何をどうするつもりなのか。

　そこまではわからん。

　しかしいずれにしろ、ネネス・トトルたちは『道』があった場所へと向かうはずだ。

　もっとも──今言ったように、その『道』は使えないはずだが」

「道が無けりゃあ別の道から行きゃあイイだけの話だろうガ」

「そういう問題ではあるまい」

　ちゃかしているのかよくわかっていないのか、横から口をはさむベラールを、ルア・キ・ギアスは吐と息いき混まじりにたしなめて──

「──いや──」

　ブルジオラスは真しん剣けんなまなざしで言った。

「案外、そういう問題なのかもしれんぞ。

　いずれにしろその話、詳くわしく聞かせてもらおうか──」




　茜あかねの色が空に混じって世界を染そめ変えはじめる頃ころ。

　小さな丘おかを行くシンの視し界かいに、それは飛び込こんできた。

「……あれかよオイ……」

　思わず道ゆく歩みを止めると、彼はかすかに震ふるえる声でつぶやいた。

　緑の大地に、巨きよ大だいな夜が口を開けていた。

　大だい裂れつ溝こう帯たい。東の大陸イースタンガイアに刻きざまれた大地の亀き裂れつ。

　陽ひざしの加か減げんで断だん崖がいの部分は黒い影かげになり、この距きよ離りで見ると、視し界かいの少なくない部分が闇やみ色いろに埋うまる。じっと見ていると距離感すらも怪あやしくなってくる。

　幅はばだけでも、ちょっとした町──いや、大きめの都市が丸ごと入るほどあるのではないだろうか。緑を蝕むしばむその虚きよ無むは、遥はるか遥か彼方かなたの地平まで続いていた。

　吹ふき来る風に冷気が混ざりはじめたのも──本当はただ単に、夜が近づいたせいだとわかっていても──あの奈な落らくから風が吹き来るせいなのだ、というおかしな妄もう想そうが頭のどこか片かた隅すみに居い座すわる。

　もちろんシンは大裂溝帯これのことを、知ち識しきとしては知っていた。地図で見たこともある。

　──最初に世界地図で見た時は、それを印刷の汚よごれだと信じて疑うたがわなかったが──

　だが。木々の間を縫ぬい進み、はじめて現げん物ぶつを目まの当たりにして──

　シンの脳のう裏りに、誰だれだったかの言葉が蘇よみがえる。

　曰いわく『大自然を前にすると、人間の小ささがよくわかる』と。

　その名前も思い出せない誰かに向かって、シンは胸むねの中でつぶやいていた。

　──人間が小さい？　寝ね言ごとぬかすな。これの前じゃあ人なんざ、小さいどころかまるっきり無意味だ──

　その圧あつ倒とう的な虚無こそが──

　シンたちが、今から向かうべき場所だった。

　ネネス・トトル率ひきいる一行は、子こ供どもや老人など、無理のきかぬ者たちをあちらの村やこちらの町へと預あずけ、その数を今では二十人ほどに減へらしながらも進み行く。

　シンはその行進の、後ろのあたりにいた。

「翠月スイゲツの道、もっと、遠く」

　横から急にそう言われ、彼はそちらに目をやった。

　一体いつの間に近づいて来たのか。ラフラ・リフラはそのまなざしを、彼方の大地へと向けていた。

　リボンでまとめた長い髪かみが、光を受けて黄金の色にかがやく。

　荷物の上から羽は織おった外套マントのような布ぬのが、風をはらんでたなびいている。

　もっともその外套マントはラフラ・リフラだけのいでたちではなく、全員が同じような旅たび装しよう束ぞくをしているのだが。

「まだ、見えない」

「けどこれ、近くで見たらさすがにちょっと引くし。本当にあんな計画でいーのかどうかという説も」

　メイの声は、ラフラ・リフラの後ろから。

　赤い髪かみ飾かざりがひょこんと揺ゆれる。

　少女は不安げな視し線せんを、亀き裂れつの方へと向けていた。

　最初の頃は頼たよりなかったその足取りも、さすがに山歩きにももう慣なれたのか、ずいぶんと危あぶなげないものになっていた。

　こちらも当然、洒落しやれっ気とはほど遠い外套マント姿すがた。とはいえこれが、こういう旅には一番便利なのだから仕方ない。

「ま、今さら言っても仕方ねーだろ。

　他ほかに何かいいテがあるってわけでもねーんだし」

　自身の怖おじ気けをふりはらうように、シンはつき放した口調で言った。

　そもそも──他の『神々』に封じられた『神』の解かい放ほう、などという目的自体がすでにムチャな話なのである。

　そのために彼らが立てた、計画とも呼よべないような計画が、やはりムチャなものになるのは当然といえば当然だろう。

　シンは気を取り直し、再ふたたび歩みを進めつつ、

「心配するなって。

　俺おれが今まで読んだ本の中にも──ま、作り話ではあるんだが……今の俺たちと似にたようなことをやろうとする奴やつってのはちょくちょく出てくる。

　でもってまあ、大たい抵てい成功するわけだ。

　そんなもんだ。心配すんな」

　その『似たようなことをやろうとする奴』が、冒ぼう険けん譚たんの中では悪役として出てくることや、復ふつ活かつさせる相手が神ではないことなど諸もろ々もろは伏ふせたまま、シンはなるべく軽い口調で言う。

　もちろんそういった連中の末路がどうなるかは、思い出さないように努力しつつ。

「助けるさ。お前のおやじさんとおふくろさんも」

「とーさんと……かーさんかぁ……」

　足もとに視線を落として、メイはぽつりとこぼす。

「よく、わかんないし」

　メイの父と母が月の中で封ふうじられた時、彼女自身も記き憶おくと知ち識しきの大半を封印されたあげく、ヒュームの姿に変えられて、地上へと放ほう逐ちくされたらしい。

　それゆえの、この答えなのだが──

「わかんねーか」

　シンは汗あせを手の甲こうでぬぐい、

「普ふ段だんは記憶のほとんどを封じられているせいで、親がいることすら覚えていない……って、前に封印が解とけた時、お前が言ってたけど」

　メイは時折、何かの理由で、封じられていた記憶や力をしばし取り戻もどすことがある。その時にシンはそう聞いたのだ。他ほかでもないメイ自身の口から。

「──けどな。俺はそうは思わねえ。

　実は今だって、心のどこかでわかってるんじゃねえか？　親のこと。

　お前時々、そういう態たい度ど見せるからな」

「……そーかなー……？」

「ま。自覚はねーかもしれねえけどな」

「きっと、平気」

　無む根こん拠きよにラフラ・リフラが断だん言げんして──

「何でもいいが遅おくれているぞ」

　叱しつ咤たは三人の後ろから聞こえた。

　飛ぶと目立つという理由から、ずっと歩いているギソウルの表情かおは、いつもと全く変わらぬはずなのに、なぜだか妙みように不ふ機き嫌げんそうに見えた。

　彼女の後ろにはもう一人、リスに半はん獣じゆう化かするリワーダーのおやじがいて、そこが殿しんがりになっている。そちらは不機嫌な表情を隠かくそうともしていない。

　言われて先の方に目をやれば、いろいろしゃべっているうちに、列の前方と少し距きよ離りが開いていた。

「やべっ」

　つぶやいて歩調を速めるシン。さすがに今回ばかりは遅れるわけにはいかなかった。

　まだ空は明るいが、東の空には、この大地、クロスカディアを巡めぐる五つの月のうち一つがすでに顔を見せている。

　空に五つの月が揃そろうまでに大だい裂れつ溝こう帯たいまでたどり着かなければならないのだ。のんびりとはしていられなかった。

　ネネス・トトルの話によれば、大裂溝帯に『道』が開くのは数か月に一度。それも、空に五つの月が揃っている間だけだという。

　そして今夜がその夜なのだと。

　機を逃のがせば次はずいぶん先になる。その間中追っ手から逃にげ続けるのが嫌いやなら、なんとか今日に間に合わせるしかなかった。

　時間的にはややゆとりがあるはずだが、それをあてにして遅れたりした日には目も当てられない。

　足もとの悪い中を急いでいたシンの動きが──

　ひたり、と止まった。

　自分を追い越こすメイとラフラ・リフラの背せ中なかを見送る。

「どうした？」

「──今──」

　後ろから問いかけるギソウルをふり向きもせず、シンはあたりを見回して、

「何かが見えた」

　つい今しがた、木々の狭はざ間まから見えた影かげ。気のせいだと言われても反はん論ろんしようのないほど刹せつ那な、視し界かいをよぎったその何かに、シンの心が警けい鐘しようを鳴らす。

　ギソウルはまなざしを鋭するどくして、

「……わかった。急ぐぞ」

「……ああ」

　二人はうなずきあい、足を速める。メイとラフラ・リフラ、二人の背中に追いつこうとしたその時。

　今度は、メイが突とつ然ぜん足を止め、頭上を見上げる。

　最悪の予感がシンの背を駆かけ──




　夕ゆう暮ぐれ近い緑の森に。

　炎ほのおの塊かたまりが降ふり来てはじけた。




「やりすぎだ」

　その全身を白びやつ狐こへと変じさせつつ、ルア・キ・ギアスは吐はき捨すてた。

　彼のまわりにいる仲間たちも、次々に半獣の姿すがたに──戦うための姿に変わりゆき──

　皓コウ月ゲツのリワーダーたちは地を蹴けり、駆け出す。




「加か減げんが過すぎたか」

　緑を眼がん下かに睥へい睨げいし、ブルジオラスはひとりごちる。

　とはいえ彼が放った今の一いち撃げき、もしあと少し温度が高いか、もう少し持続時間が長いかすれば、森に大だい規き模ぼな火か災さいを起こす危き険けんがあった。

　彼は三人の部下とともに、高みから地上へと降こう下かを開始した。




　鳥たちの飛び立つ音も獣けものたちの騒さわぎ駆ける音も、すべては爆ばく音おんの余よ韻いんに吞のみ込こまれた。

　炎は一いつ瞬しゆんはじけてひろがり木の草の大地の表面を焙あぶり──消えた。

　そのあとには。

　天を見上げて佇たたずむシンと、そばで尻しり餅もちをつくリワーダーのリスおやじ。そして、律崩術クランブルの盾たてを展てん開かいしたメイとギソウルの姿。

　ギソウルが最さい後こう尾びにいたリワーダーを引きずり、シンのそばへと放り出し、メイとともに盾を展開して炎の流れを防ふせいだのだ。

　息を吸すい、シンは叫さけんだ。

「来たぞ！」

　その声で、そばで呆ほうけていた仲間のリワーダーが正気を取り戻もどす。起き上がりふりあおぎざま、落ちていた石をひっ摑つかみ、上空に影を確かく認にんするや否いなや投とう擲てきする！

　途と切ぎれることなく一連の動作でそこまで終えた時にはすでに、その全身が獣じゆう化かをはじめていた。

　投げ放たれた石を、しかし上空の影たちはあっさり回かい避ひする。

「行けぃ！」

　そのままの姿し勢せいでリワーダーが叫ぶ。それが自分たちにかけられたものだと理り解かいして。

「おう！」

　シンは駆ける。メイとラフラ・リフラ、ギソウルとともに。

　はたから見ると殿しんがりのリワーダーを時間稼かせぎに残したように見えるだろうし、当のリスおやじもそのつもりだろう。

　だが、そうではない。

　空に影を見た時には、鳥のリワーダーか何かだと思った。しかし律崩術クランブルの攻こう撃げきが、相手の正体を物語っていた。

　リワーダーは攻撃型の律崩術クランブルを使わない。ならば──

　ディーヴァ。

　シンたちが北の大陸ノーザンガイアをうろついていた時から狙ねらって来ていたのと同じ連中だろう。彼らのターゲットはあくまでメイ。

　他の皆みなといっしょにいれば、彼らを巻まき込むことになるだけ。

　それに相手は空にある。ならば一いつ旦たん逃にげてみせ、地上近くに引きずり降おろしてやるのがセオリー。

　メイやラフラ・リフラ、ギソウルも、当然そのことはわかっているはずである。

「連中、こんなところまで追って来やがって！」

　斜しや面めんを駆け下りながらシンは毒づく。

「そろそろ諦あきらめてくれてもよさそうなものだが」

　と、ひとごとのようにギソウル。

「ともあれ地上に引きずり降ろせば数の差で──」

　彼女の言葉も終わらぬうちに。

　はるか前方でわき起こったのは戦いの喧けん噪そう。

「なんだ!?」

　慄りつ然ぜんとシンは声を漏もらす。

　この状じよう況きようは──

　いつ襲しゆう撃げきがあってもおかしくはない。その覚かく悟ごは常つねにしてきたつもりだ。が。

「どういうこと!?」

　うろたえるラフラ・リフラに、シンは、考えられる唯ゆい一いつの答えを示しめす。

「追っ手同士が手を組みやがった！　ディーヴァと、ナントカの氏族って奴やつらが！」

「そんな！」

「そんなもこんなもねえっ！　とにかくっ！」

　シンは吠ほえて視し線せんを上げる。木々の向こうに見えるのは、大地に開いた黒い口。

「行くしかねえだろ！」

　夕ゆう暮ぐれが濃こさを増ましている。夜が近づいていた。

　緑満ちる大地の空には、二つ目の月が昇のぼりつつあった──




　草を鳴らして獣たちが駆かける。

　ルア・キ・ギアス率ひきいる皓コウ月ゲツのリワーダーたちは、自らこそが神々の代だい弁べん者しやだと疑うたがわぬまま、罰ばつすべき反はん逆ぎや者くしやたちに攻撃を仕し掛かけた。

　この場所にネネス・トトルの一いち団だんが来る。そう読んだのは、ディーヴァの客人。それが見事に当たったわけである。

　こちらはディーヴァを除のぞいても三十。相手はよそものを勘かん定じように入れても二十。後おくれを取るはずがなかった。

　数の差を卑ひ怯きようとは思わなかった。なぜならこれは、皓コウ月ゲツのリワーダーたちにとっては正せい義ぎを為なすことなのだから。

　戦せん術じゆつも陣じん形けいも何もない。ただ己おのれの正義と力を信じて戦うのみ。

　先陣の一団が駆け向かう先に影かげがさす。

　それは女の姿すがたをしていた。

　半獣化せぬヒトの姿のまま、長い黒くろ髪かみを風に揺ゆらして。

　知る者は警けい戒かいに足を止める。だが知らぬ者たちは、相手をいまだ戦いの準じゆん備びもできておらぬ者とはき違ちがえ。

　ルア・キ・ギアスが制せい止しの声を上げる間もなく、突つっ込んだ四人が大地に這はい伏ふした。

　あるいはバランスを崩くずされて、あるいは自身の勢いきおいを利用されて。

　倒たおされた者たちにさしたるダメージはなかったが、そのスキに、女の後ろ、茂しげみやら木こ陰かげから現あらわれた別のリワーダーたちに一撃されれば、さすがにひとたまりもなく。

「……ネネス・トトル」

「あいよ」

　ルア・キ・ギアスの呻うめきに、女は黒い瞳ひとみを向けた。

「瞳に光無かろうと、獣けものの力を借りられずとも、侮あなどる気はない。その体質からだでなくば、伝説の戦士と列せられたであろうと聞く」

「買いかぶりさ」

「……ゆくぞ」
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　ルア・キ・ギアスが地を蹴けった。それを合図に、皓コウ月ゲツのリワーダーたちが殺さつ到とうする。

　白びやつ狐こと化したルア・キ・ギアスを待ち受けて、ネネス・トトルが動きを見せようとした──その瞬しゆん間かん。

　風が乱みだれた。

　白狐の手が足が肘ひじが膝ひざがくり出され、一合二合三合四合、ネネス・トトルがそれを凌しのいで──

　二人は離はなれる。

　そのまわりでは、皓コウ月ゲツと翠月スイゲツ、獣たちの戦いがはじまっていた。

「やはりか」

　ルア・キ・ギアスの声を風が乱す。

　頭上を舞まう、鳥のリワーダーの羽ばたきが生む風が。

「光無くば何を読む？　風しかあるまい。

　ならその風乱れれば何を頼たよる？」

「……まいったね。こりゃどうも……」

　頰ほおに受けた傷きずから流れ出る血を手の甲こうでぬぐい、ネネス・トトルは苦く笑しようを浮うかべた。




　四つの翼つばさが空を滑すべる。

　狙ねらう姿を捜さがし求めて。

　さきほどまでターゲットたちのいた場所には、今はリワーダーが一人だけ。彼らに向かって石を投げてきたり何やらわめいたりしているが、無む論ろんそんなものにかまっている暇ひまはない。

　森は迫せまる夜に翳かげりつつある。ターゲットたちが逃にげを打てば、高空からその動きを捉とらえ続けるのは不ふ可か能のうだった。

　ディーヴァ四人は仕方なく高度を下げてゆく。

「まわりが森だということを忘わすれるな。迂う闊かつに火か炎えん系けいの攻こう撃げき型がた律崩術クランブルを使えば火災を引き起こすぞ。

　皓コウ月ゲツのリワーダーを攻撃の巻まき添ぞえにはするな」

「面めん倒どくせェなァ。つうかケモノどもの見分けなんてつきませんゼ」

　ブルジオラスの言葉にベラールがこぼす。

「面倒は仕方あるまい。見分けがつかぬのなら、仕し掛かけてきた者だけを敵てきと判はんじろ。

　散れ。ターゲットを見つけたら合図を」

　言われて部下たちが散開する。

　ベラールのグチももっともだとは思うのだが、無む茶ちやをやって、リワーダーたち全員を敵に回すわけにもいかない。

　梢こずえの上を擦するようにブルジオラスは空をゆく。

　時折、地上を這うリワーダーたちが散発的に投石などをしてくるが、基き本ほん的には相手にしない。投石から身をかわし、牽けん制せいに攻撃型律崩術クランブルを放って──それが命中したかどうかもかまわず、ターゲットの捜そう索さくを続ける。

　ターゲット──赤い髪かみの少女を見つけ、仕し留とめるのは、自分たちディーヴァがやらねばならぬことだった。

　そもそも皓コウ月ゲツのリワーダーたちに、ターゲットを仕留めることができるのかどうか、はなはだ疑うたがわしい。

　彼らは対立するリワーダーたちとは戦うだろうが、もしターゲットが逃げることに徹てつしたならば、果たしてそれを追って仕留めようとするか？

　リワーダーたちの気き質しつを考えれば、答えは明らかに否いな、である。

　ターゲットの方から積せつ極きよく的に攻撃を仕掛けてくれば話も違ちがうだろうが、そんな展てん開かいをあてにはできない。

　下の戦せん況きようがどうなっているのかはわからないが──リワーダーたちの戦いがどう転んだとしても、ターゲットさえ仕留めてしまえば、ディーヴァたちにとっては勝利……

　──本当にそうなのか──？

　ブルジオラスの脳のう裏りをかすかな疑ぎ念ねんがよぎる。

　彼らディーヴァの王、ギルガゾードはターゲットを危き険けん視しし、その暗殺を命令した。

　だが、本当に危険なのは──

　ドンっ！

　突とつ如じよ起こった爆ばく音おんが、思考に埋うまったブルジオラスの意い識しきを現げん実じつに引き戻もどす。

　律崩術クランブルの攻撃だろう。森の一部が煙けむりに霞かすみ、その上空でベラールが──

「見つけたゾ！」

　今さらながらに声をはり上げた。

「仕留めたのか？」

　まず最初に合流したグィツの問いかけが、ブルジオラスの耳にも届とどく。ベラールは一瞬沈ちん黙もくして、

「……いや。わからねェ……」

「後先考えずに攻撃して、また逃がしてどうする」

「うるッせぇナ！　とにかくこの近くにいることは確たしかなんだ！　捜さがすアタリがついただけでも有り難がてェと……うわっ!?」

　ブルジオラスが来たことに、今さらながら気がついて、ベラールは、びくっ！　と小さく身を震ふるわせて、

「……あー。その……」

「このあたりだな。次は注意しろ。──散開」

　いろいろ言いたいことはあるが、小言を並ならべている暇はない。

　ブルジオラスの言葉にベラールは安あん堵どの表ひよう情じようを浮かべ、再ふたたびターゲットの姿すがたを求めて飛んでゆく。

　陽ひはすでに半ば以上没ぼつしている。空を染そめる闇やみの濃こさは増ましゆくのみ。樹じゆ下かの相手を捜さがし出すのはどんどん難むずかしくなってゆく。

　目を凝こらしあたりを見回し──

「──？」

　ブルジオラスは視界の隅すみにあるものを認みとめ、高度を取った。

　それは夕日の残ざん滓しを照り返し、目前で停てい止しする。

　ブルジオラスの表情に、困こん惑わくの色が浮うかんだ。




「……くそっ……！」

　影かげに沈しずむ森の奥おくを行きながら、シンは毒づく。

　メイたちと木々の奥を駆かけていた時、律崩術クランブルによる二度目の攻こう撃げきが来た。

　メイとギソウルが再び律崩術クランブルの盾たてを展開したのだが──

　気がつくと、シンは草の上に倒れていた。

　爆風に圧おされて足を滑すべらせ、斜しや面めんを転がり落ちたのだと自覚した時には、あたりに他ほかの皆みなの姿はなかった。

　どうやらはぐれたようである。

　ざっとあたりを回ってみたのだが、すぐには誰だれも見つからない。

　かといって、まさか大声で呼よびかけるわけにもいかないだろう。味方は気づいてくれるかもしれないが、同時に敵てきを呼び込こむことにもなる。

　あたりには戦いの気配が満ちていた。時折聞こえる破は裂れつ音おんのようなものは、おそらくディーヴァが放つ攻撃型の律崩術クランブル。

　おそらくここで、メイたちを捜してやみくもに動いても、偶ぐう然ぜん出会える可か能のう性せいは低いだろう。

　なら、どうする──

　自問に、答えは一つしか思いつかなかった。

　木々の葉は影かげが天を覆おおい、その合間から覗のぞく空は、藍あいから玄くろへとうつろいつつある。

　星がまたたきをはじめ、空の端はしには巡めぐる月。

　と、いうことは──

　──こっちか──

　おおまかな方向を見定めて、シンは進みはじめる。

　当面の目的地──大だい裂れつ溝こう帯たいの方へと。

　他の皆も、必ずそこを目ざすはずだと信じて。

　草葉をかきわけ下生えを踏ふみしだき──しかしいくらも行かぬうち。

　気配と、一いつ瞬しゆん遅おくれて風を叩たたく音。

　さして距きよ離りを置かぬ場所に、見たことのある姿すがたが出しゆつ現げんしていた。

　纏まとう黒こく翼よく、頭とうに角。シンにはディーヴァの顔を見分ける自信はあまりなかったが、はだけた上半身に刺青いれずみを刻きざんだディーヴァがそうそういるとも思えない。

　刺青ディーヴァはシンに一いち瞥べつだけを送ると、羽ばたいて身をひるがえ──そうとして。「──貴き様さま──」

　あらためてシンへと向き直る。

「赤い髪かみの女とともにいたヒューム」

　どうやら、思い出したようである。

　かつてシンはこのディーヴァと、北の大陸ノーザンガイアで一度刃やいばを交えたことがあった。その時は水入りに終わったのだが──

　正直、まともに戦って勝てる相手とは思わない。だが、シンが対たい応おうの仕方を決めるより先に。

「ずっと疑ぎ問もんだった。なぜヒュームのお前がこんなことに首を突つっ込む」

　刺青ディーヴァが問いかけてくる。

　確たしかに──

　はたから見れば理り解かい不能だろう。

「他の種もの族たちに比くらべれば、圧あつ倒とう的に非ひ力りきなヒュームが、なぜ故こ郷きようを捨すててまであの女を守ろうとする？」

　シンは一瞬相手の真意を測はかりかね──

「故く郷にを捨てた覚えはねえ。迷まい子ごにつき合って、ちっと離はなれてるだけだ」

「命をかけてまでか？……そうか」

「オイそこ待て。まさかとは思うけど、今、惚ほれたはれたとかそういうこと勝手に妄もう想そうして納なつ得とくしたんじゃねえだろうな？

　そういうんじゃねえからな」

　家族という言葉に弱いのだ──などとは、恥はずかしくて言えたものではなく。

「あんただって、別に憎にくくもねえメイを……あいつを殺そうとしてっだろ。

　そういう命令だから。

　あんたは命令を守ると自分で決めた。

　俺おれはあいつを守ると自分で決めた。お互たがい、他に理由はねえ。同じことだ」

「──成る程ほど」

　うなずいて、刺青ディーヴァは半身に構かまえる。

「ならば後の禍か根こんを絶つためにも、ここで白黒をつける──と言っても、よもや異い論ろんはあるまいな」

「まあ……文もん句くを言えた義ぎ理りじゃねえのは確かだな」

　シンは戦いの邪じや魔まになる外套マントと荷物を投げ捨すてて、腰こしの後ろから、ギソウルにもらった大ぶりの短剣ダガーを抜ぬき放つ。

　気がつけば。

　陽ひは完全に沈しずみ去り、木々の間から漏もれ来る月光が二人を朧おぼろに照らしていた。




　空に三つ目の月が昇のぼりはじめる。

　低空飛行を続けていたベラールは、その時、木々の間を駆かけ行く小さな影かげを見つけた。

　反はん射しや的に、身に纏まとう呪環リングに指を這はわせようとして──やめる。

　本来彼らディーヴァは、呪環リングなどの道具による補ほ助じよがなくとも、律崩術クランブルを使うことができる。

　ベラールがその身に呪環を纏うのは、本来の力に呪環の補助を加えることにより、普ふ通つうより迅じん速そくかつ正せい確かくに、より大きな力の律崩術クランブルを操あやつるためである。

　他のディーヴァの中には、それを邪道と謗そしる者もいたが、知ったことではない。

　ただ……呪環による補助は便利なのだが、逆ぎやくに便利すぎるため、ふと気がつくとさきほどのように、考えるより先に律崩術クランブルを放ってしまうようなこともままある。

　もう一度同じ馬ば鹿かをやって、またまたターゲットを見失うようなことになれば、いくらなんでもまずいだろう。

　いや、そもそも今見つけた影がターゲットかどうか、まだ確かめてもいないのだ。

　世界はもはや夜に支し配はいされている。木の葉の間からさし込む月光のおかげで、目が慣なれてしまえばものの形を見て取る程てい度どのことはできるが、色やら細かい部分まではわからない。

　だが少なくとも今の影が、ヒュームの姿すがたをしていたことだけは間ま違ちがいない。

　必要なのはまず確かく認にん。

　翼つばさをすぼめてさらに高度を低くして、ベラールはその影を追った。

　木々の間を縫ぬい翼を畳たたみ地を蹴けって、飛行を走行に切り替かえる。

　彼の気配に気づいてか、駆け行く影は肩かた越ごしに視し線せんを送り──

　その口から漏れたのは、おびえた女の小さな声。

　ベラールは加速する。少女に向かって。

　彼に、ヒュームの顔の見分けはつかない。だが頭の上で揺ゆれる角のような髪かみ飾かざりには見覚えがあった。

　罠わな、という言葉が脳のう裏りをよぎるが、少女の他に誰かが潜ひそんでいる気配はない。さきほどの律崩術クランブルによる攻こう撃げきで、仲間とはぐれたのだろう。

　注意すべきはただ二点。まず、ターゲットが発作的に使う強力な律崩術クランブル。だがこれはいつでも使えるわけではないようである。今使えるなら、とうに使っているはずである。よってこれは問題外。

　もう一点は、こちらからの律崩術クランブル攻撃に対する防ぼう御ぎよ能のう力りよくの高さだが──これは律崩術クランブルを使わねば済すむだけの話である。

　ターゲットの格かく闘とう能力はからっきしだったはず。動きを押さえてしまえば、縊くびり殺すなり殴なぐり殺すなり、どうとでもできる。

　間合いが詰つまる。腕うでを伸のばす。至し近きん距きよ離りから律崩術クランブルで一撃してもいいし、このまま力ずくで──

　思った瞬しゆん間かん。

　声が聞こえた。

　少女と自分の間に光が生まれ出る！

　──攻撃型律崩術クランブル！

　少女が放ったものである。ベラールが横に跳とんだ瞬間、光が炎ほのおとなってはじける！

「……このッ……」

　一瞬目が眩くらみ、毒づいたその時には。

　とんっ。と軽い衝しよう撃げきとともに。

　寝ねかされた鋼はがねの刃やいばが、ベラールの呪環と呪環、肋骨あばらと肋骨あばらの隙すき間まを縫って、心しん臓ぞうにまで届とどいていた。

「………………ッ……!?」

　驚きよう愕がくのまなざしを、ベラールは少女に向けた。

　自分を見上げる藍あい色いろの瞳ひとみに、丸い月が映うつっている。

　おびえる獲え物ものの目ではない。命を奪うばうのも任にん務むと割わり切る、冷れい徹てつな兵士のまなざし。

　逃にげるそぶりでこちらを引きつけ、律崩術クランブルで攻撃を兼かねた目め眩くらまし。それで生まれたわずか一瞬に、横手から近づき、急所を一撃。

　素人しろうとにできる真似まねではない。

　ベラールは最後の力を振ふり絞しぼり、指を呪環の一つに這わせ──

　だが、刻きざまれた呪じゆ紋もんを指がなぞるより早く。

　少女は鋼はがねを引き抜ぬき翻ひるがえし、ベラールの指を切り落とす。

　そこで──

　ベラールは終わった。

　ディーヴァの軀からだがくずおれて、触ふれた呪環が稟りんと鳴る。

　緑濃こい風の中に、鉄てつ錆さびの臭においが混まじる。

　返り血に塗まみれた少女は、静かな瞳でベラールの骸むくろを見下ろした。

「油ゆ断だんを誘さそえばこんなものか。──さて──」

　少女──いや。変身律崩術メタモクランブルでメイの姿を借りたギソウルは、同族の骸にはもはや一いち瞥べつさえくれず、木々が連なる闇やみの奥おくへと消えてゆく──




　二人は闇を駆かけてゆく。

　道無き道を行く、片かた方ほうの足取りはなお確たしか。

　もう一方は、足取りも息も乱みだれてはいるものの、いまだ弱音を吐はいてはいない。

　トレードマークの髪飾りは現げん在ざい貸かし出し中だが、それはまぎれもなくメイだった。

　少し以前の彼女なら、とうにぐちをこぼしていただろう。もう歩けぬと膝ひざを折っていたかもしれない。

　だが今のメイは。汗あせを浮うかべて肩で息をしながらも、ただがむしゃらに前へと進む。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　並ならぶラフラ・リフラは言う。

「大丈夫。シンも。ギソウルも。ネネス・トトルも」

　メイに言い聞かせるように。自分に言い聞かせるように。

「みんな、来る。きっと、無事」

　目指すは大だい裂れつ溝こう帯たい。

　空には四つ目の月が顔を見せはじめている。




　よくまあ凌しのいでいるものだ。

　シンは頭の片かた隅すみで、ちょっと自分に感心していた。

　服のあちこちは裂さけ浅い傷きずを負い、それでもなんとかこれまでのところ、刺青いれずみディーヴァからの攻こう撃げきを、かわし、受け、流し続け、なんとか致ち命めい的てきな痛いた手でを受けずにいる。

　とはいえ反撃の機も見あたらず、防ぼう戦せん一方ではあるのだが。

　以前に比くらべて自分の技ぎ量りようが上がっているという自覚はあった。だがそれでも、相手に届かなければ意味はない。

　幾いく度ど目めかももはやわからぬ攻防の後、両者は距離を取り──

「どうした。防戦一方か」

「反撃されてぇのならちょっとそこで寝ててくれ」

　刺青ディーヴァの挑ちよう発はつに軽口を返す。

　以前二人が対たい峙じした時、シンが手にしていたのは、ディーヴァのみを傷つける光の刃やいばだった。対して今、彼の得物は大ぶりのダガー。

　おそらく相手が一気に押おして来ないのは、シンが光の刃を切り札として温おん存ぞんしている可か能のう性せいを警けい戒かいしてのことなのだろう。
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　今がそうであるように、シンの空いている方の手が死角になると、刺青ディーヴァの方から距きよ離りを取る、という場面が幾度かあった。

　実のところ──あの武ぶ器きはもはや、シンの手元にはないのだが。

「こちらも、あまり長くつき合ってはいられんのだがな」

　刺青ディーヴァの足が地を摺する。

　対するシンが身み構がまえた瞬しゆん間かん。

　空が光った。

　爆ばく音おんとともにそばに降ふり来た塊かたまりは、地上に激げき突とつする直前羽ばたいて勢いきおいを殺し──だが殺し切れずに、背せ中なかから地面に激突した。

「……ぐっ……！」

　呆ぼう然ぜんと見やるシンと刺青ディーヴァとの前で、それは落下のダメージを無む理り矢や理り無む視しして身を起こし──

　シンと目が合う。

　双そう方ほう一瞬絶ぜつ句くして──

　声をかけあうより早く。

　天から律崩術クランブルの攻撃が来た。




「仕し留とめたと思いますか？」

「まだ、だな」

　瑠る璃り鎧よろい──ソルディマの問いに、ブルジオラスは即そく答とうした。

　手て応ごたえはあった。だが、追撃として放った攻撃は当たっていない。無む駄だに大地を穿うがったのみ。

　世界は夜に支し配はいされている。空から木々の下を見通すことは不ふ可か能のうに近く、律崩術クランブルの攻撃でわき上がった塵ちりや煙けむりがさらに視界を悪くしている。

　だが。その場所で気配が動いたのを、ブルジオラスとソルディマの二人は確かに感じ取った。

　ゆおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……

　二人は同時に喉のどを鳴らす。圧あつ縮しゆく詠えい唱しようされた呪しゆは世界の因いんと果を歪ゆがめ、律崩術クランブルという名を冠かんした破は壊かいの力を──

「──待て！」

　聞き覚えのある制せい止しの声に、二人は顔を見合わせる。

「……グィツ……？」

「応おう」

　ソルディマの呼よびかけに答えたのは、刺青ディーヴァの声だった。

　二人はゆっくり降こう下かする。あたりの気配を探さぐりつつ。

「何がどうなっている？」

「こちらの科白せりふだ」

　ソルディマの問いかけに、刺青ディーヴァは不ふ機き嫌げんに、

「ヒュームの男と戦っていたら、いきなりあれが降ふってきた。

　続いて律崩術クランブルの攻撃だ」

「偶ぐう然ぜん……に、しては出来すぎですね。とはいえ、ここで戦っていることがわかっていてそこに落ちた、というのも考えにくい」

　つぶやくソルディマにグィツは嘆たん息そくし、

「ともあれ。

　お互たがいどうやら相手には逃にげられたようだ」

　もはやこの場にはディーヴァ三人の気配しかない。

　その気になれば、今ならまだ追えるだろうが──

「ターゲットでない者にこだわっても仕方あるまい」

　ブルジオラスは夜空を見上げる。

　追えばターゲットのところに導みちびいてくれるかもしれないが──逆ぎやくに、見けん当とう違ちがいの場所へ連れて行かれるおそれもあった。

「何にしろ、いずれ行く場所は決まっている」

　今夜は月が妙みように大きく見えた。




「なんでっ！」

　並んで森を駆かけながら、シンは隣となりの相手に問いかける。

「こんなところにいるんだっ！　レゼルドっ！」

　そう。そこにいるのは間違いなく、かつての旅の仲間だった。

　整った顔立ちに金色の鱗うろこ。駆けるに応じて尻尾しつぽが揺ゆれる。木立の中をゆくのには、背中の翼つばさがやや邪じや魔まそうだ。

　見ての通り、ヒュームではない。北の大陸ノーザンガイアに住まうドラグノの一人である。

　ヒュームの地にやって来ていたレゼルドは、当初、シンやメイに力を貸かし、ともにディーヴァの刺し客かくと戦っていた。

　彼の誘さそいでシンとメイ、ラフラ・リフラは、一いつ旦たん北の大陸ノーザンガイアに渡わたったものの──そこでドラグノの首しゆ脳のう部ぶが決定したのは、メイを見捨てることだった。

　彼とは北の大陸ノーザンガイアを去る時点で別れたのだが──

「助けに来ました！」

　並んで走る青年は、おくめんもなく言い放つ。

「……そうは見えなかったんだが……あのやられっぷりは……」

「見えるよう努力してください！」

「いや無理！」

　じゃれあいにしか聞こえぬ会話を交かわしつつ、二人はそれでもなおかつ背はい後ごに気を配り、追つい撃げきの有う無むを確たしかめている。

「とりあえず……追って来るつもりはないようですね……」

　つぶやいてレゼルドは歩調をゆるめる。

　後ろにも──上空にも、もはやディーヴァたちの気配はない。

「……ま、連中の本命はメイだからな」

　シンも歩調をレゼルドに合わせ、

「……それで？　なんで来た？」

　ぶっきらぼうに問うシンに、レゼルドは苦く笑しようして、

「寝ね覚ざめが悪かったから、ですかね」

「……なんだそりゃ」

「そのままの意味ですよ。

　正直に言うと──

　何が正しくて何が間違っているのか、いまだに僕ぼくにはわかりません。

　メイさんの力を危き険けん視しする竜りゆう翁おうの考えが全面的に間違っているとは思いません。

　けれど、だから見み捨すてるというのが正しいとも思えません。

　シンドレッドはそのあたりのことも知った上で、メイさんを助けると決心した。

　けど僕は、迷まよってたんです。

　北の大陸あつちでシンドレッドに別れを告げられた時も。いっしょに行くと言うべきなのか、別れを受け入れるべきなのか。僕はずっと迷っていて。

　迷って答えの出せないうちに──別れて。

　海辺で別れたあのあと、しばらくうじうじしていたんですけどね。どうにもこうにもすっきりしなくて。

　都にも戻もどらず、海辺の町にとどまって。海を眺ながめてたり浜辺で貝とか掘ほってみたり。

　で。ある時。

　答えが出ないままつき合うのと、答えが出ないまま別れるのと。

　一見いっしょに見えるけれど、つき合っていればひょっとして、いつか答えが見えることだってあるかもしれない、って。

　ふとそう思って、つい発ほつ作さ的に来ちゃいました」

「つい、ってお前。発作で海うみ越ごえかよオイ」

「いきおいって怖こわいですよね」

「ひとごとかっ!?」

　もちろん──

　シンにもわかっている。

　レゼルドはふざけた調子で言ってはいるが、ヒュームより身体能のう力りよくに優まさるドラグノとはいえ、自力で海を渡るのが決して楽なわけはないと。

「皆みなさんがどこにいるかはわかりませんでしたが、ラフラ・リフラさんから聞いた話を考えると、大だい裂れつ溝こう帯たいに向かうだろうとは思っていましたから」

「で、やって来たところで、たまたま戦せん闘とうに出くわした、ってわけか」

　おそらくディーヴァの放った攻こう撃げき型がた律崩術クランブルが目印になったのだろう──と思って問うシンに、しかしレゼルドはややきまり悪げに、
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「というか……実は二日ほど前に着いちゃってまして……やることもアテもないんで、少し離はなれたところで野宿してたんですけどね」

「……そりゃあなんつーか……ご苦労さん」

「それで、メイさんは？」

「途と中ちゆうではぐれちまってな。無事だとは思いたいけどな……

　こんな森の中をやみくもに捜さがし回っても仕方ねえだろ。

　だからさ。まずは──」

　シンの言葉を遮さえぎって。

　光が世界に噴ふき出した。

　いつの間にか。

　空には五つ目の月が昇のぼっていた。




　地平の端はしに五つ目の月がさしかかる頃ころ。

　大地を引き裂さく溝みぞの底、無む明みようの奈な落らくに光が灯ともる。

　最初は、幽かすかな幽かな、明かりとも呼よべぬ遠い揺ゆらめき。

　地の底深くどこまで続くかもわからぬ亀き裂れつの奥おくの奥。生まれたそれは、少しずつ少しずつ強さを増まし──

　やがてそれは、地平の彼方かなたへと続く亀裂の底いちめんにひろがるあえかな光と知れる。

　月が昇る。

　光が昇る。

　光は溝を満たすように、少しずつ湧わき続け溜たまり続け。

　その正体は、輝かがやく実体なき呪じゆ紋もん。紋は列を成し呪帯となり、帯おびは谷を渡りあるいは折れあるいは曲線カーブし陣じんを描えがく。

　光の多重呪紋陣。

　一つの陣が完成するのを待たずに、次の陣がその上に形成されはじめる。無数の光は裂溝帯の底から上へと無数の帯無数の陣を組み上げて──

　溢あふれる。

　光の帯が夜空を切り裂く。星のまたたきを圧あつ倒とうし。

　その上に、かがやく五つの月がある。

「……これが……」

　思わずつぶやくブルジオラスの声はかすれている。

　空から、彼らはすべてを見ていた。

「……『道』……なのか……」

　ブルジオラスは自覚する。体が小さく震ふるえていることを。

　月に住まう暴ぼう君くんを、『神』だなどとは認みとめない。それはブルジオラスならずとも、五十年前を知るディーヴァなら、誰だれしも思うところだろう。

　確たしかに──

　あの戦いを起こしたのは、他ほかでもないディーヴァたちだった。

『神』の存そん在ざいを知った時の王、ゴルガジルドは、それに戦いを挑いどもうとしたのだ。

　このクロスカディアの覇は者しやたる存も在のは、自分たちディーヴァでなければならぬのだと信じて。

　それがどういう流れで、ディーヴァとドラグノとヒュームの三つ巴どもえになったのか。ブルジオラスはそれを知らない。おそらく、今の王とて知らぬだろう。

　詳しよう細さいを知る者も記した書も、すべては当時の王おう城じようとともに消えた。

『神』が放った光に吞のまれて。

　戦いは終わった。

　そんな形での終戦を是ぜとするか非ひとするのかは語る者によって異ことなるが、ディーヴァたちの間に、『神』を僭せん称しようする者への遺い恨こんが根付いたことは確かだった。

　ディーヴァの元高官たちの中には、ターゲット──赤い髪かみの少女を利用して、『神』に一いつ矢し報むくいることはできぬかと考える者もいる。

　ブルジオラス自身も以前、ターゲットの力を目まの当たりにして、あるいはそれも可か能のうなことなのではないか、と思ったことがあった。

　だが──

　この『道』を創そう造ぞうし得る力を持つ者の前で、その力はいかほどの役に立つのか。

　しかし怖おぞ気けを部下たちに気け取どられるわけにはいかない。ブルジオラスはソルディマとグィツを交こう互ごに見やり、

「おそらくいずれ崖がけの端はしに、ターゲットたちが姿すがたを現あらわす」

　微み塵じんの動どう揺ようも含ふくまぬ、いつも通りの声で言う。

「だが勝手に攻撃は仕し掛かけるな。私の指し示じ通りに動いてもらう」

　無言でうなずく部下二人。

　あと一人の部下、ベラールの姿を先ほどから全く見かけないのが気になるが、それを口にしたとて詮せん無ないこと。ともにいた二人が知るはずもない。

　倒たおされた──とは考えたくないが、希望と事実とは違ちがう。いずれにしろ、このまま姿を現さなければそれまでの話。彼のことを捜さがす時間も人手もない。

　ブルジオラスたちは亀き裂れつのそば、崖の上に降おり立ち──待った。

　ターゲットたちが姿を見せるのを。




　木々の向こうに光が溢れる。

　シンとレゼルド、二人の歩調は自然と速くなっていた。

　夜空を染そめる光を目にすればわかる。『道』が出しゆつ現げんしたのだと。

「──けどシンドレッド──」

　ふと思い出したようにレゼルドは問う。

「ラフラ・リフラは確か、道が凍こおった、と言っていませんでしたか？」

「おう。メイの親が封ふう印いんされてる、クロネオンの月に通じる『道』は封じられてるらしい。それがあるのはずっと遠くってことらしいけどな」

「……………………」

　レゼルドはしばし眉まゆをひそめて、

「じゃあ、僕たちが今行こうとしているのは……」

「おう」

　シンは気軽に言い放つ。

「別の『神サマ』のところ」

　………………………………

　草踏ふむ音だけがしばし続いて──

「ちょっと待ってくださぁぁぁぁぁいっ！」

「そんな時間はねえ」

　レゼルド渾こん身しんのツッコミを、シンはあっさり却きやつ下かして、なぜか視し線せんをそらせつつ、

「別の『神サマ』たちが封じた『道』を、俺たちだけでなんとか開通する、なんてできっこねえ。

　月まで飛んでく、ってのも無理だ。

　じゃあまわり道するしかねえだろ。

　目の前にある『道』ってのは……確か、ヴァータの月に続くんだ、ってなことを聞いたけどな」

「無む茶ちやですっ！」

「言われなくても知ってるよ」

「別の『神』のいる所って、メイさんのご両親を封じた相手、いわば敵てきのまっただ中じゃないですか！」

「それも知ってる」

「そこからご両親のもとに道が通じてるとは限かぎらないんですよ！」

「以下同文」

「じゃあなんで──！」

　問いに、シンはレゼルドへと視線を向けて、

「それしか道がねえからだ」

　木々の向こうに光が揺ゆれる。

「本人の前じゃあ言えねーけど、地べたの上にとどまってれば、たぶんいつか、メイは誰かに殺される。

　隠かくれ続けて逃れ続けて生きるなら、ひょっとしたら殺されずに済すむかもしれねーけど、それはつまり、一生そんな暮くらしってこった。

　それがイヤなら、なるべく早いうちに、根本的なところでどうにかするしかねえ。

　進むもムチャ、とどまるもムチャ。

　進めばどう転がるにしても、たぶんそう長くはかからねえ。

　とどまれば、メイの一生が終わるまで、悪く転がる一方だろうな。

　逃にげてるうちに、『神サマ』たちとやらが、いきなりコロッと意見を変えて、メイとその親をかんべんしてくれる、なんて期待もできねーだろうし。

　なら進んだ方がまだマシだろ？」

「……死ぬ気ですか……メイさんにつき合って……」

「なぁに。どうにもダメになって気持ちがヘタレりゃ、両手上げて相手に命いのち乞ごいでもするさ」

　あきれ顔のレゼルドに、シンはいたずらっぽい笑えみを浮うかべて、

「でさ。お前今、俺おれたちを助けに来たの、後こう悔かいしてるだろ」

「してます。」

　レゼルドの即そく答とうにシンは爆ばく笑しようし、

「で、どうする？」

「どうするもこうするも。つき合える所までつき合いますよ。

　もちろん僕も、いざとなったら命乞いの方向で」

　顔を見合わせ苦く笑しようして。木立を抜ぬけたその先で。

「おあ金色のもいる」

　二人を出で迎むかえた声はメイのものだった。




　邂かい逅こうは、裂れつ溝こう帯たいのすぐそばだった。

　ひとかたまりの木々の向こうに、光を吐はき出し続ける亀き裂れつが見える。

　メイの頭にはなぜかいつもの髪かみ飾かざりがないが──まあそれはそれとして。

「無事だったか。お前ら」

　シンの呼よびかけに、メイとラフラ・リフラは同時にうなずき、

「けどシンドレッド、笑い声、遠くからも聞こえた」

「あ」

　ラフラ・リフラに注意され、シンは思わず小さく呻うめく。

　そういえば先ほど気がゆるみ、つい爆笑したりしてしまったが……さすがにあれはまずかったか。

「それで──」

　メイとラフラ・リフラは、視線をシンの隣となりにいるレゼルドに向けて──

「トカゲが今いま更さら何をしに来た」

　メイの声は、メイたちのさらに後ろから聞こえた。

　離はなれた木こ陰かげから、草を踏ふみ分け現あらわれたのは──

　血にまみれたもう一人のメイ。

『増ふえたーッ！』

　シンとレゼルドは声をハモらせ、

「声、大きい！」

　またラフラ・リフラに叱しつ咤たされる。

「私だ」

　新たに出てきた方の『メイ』は、頰ほおに固まった血を、不ふ快かいげに指先でこりこりと搔かき落としながら言う。こちらの頭には、いつものツノのような髪飾り。

　メイの姿すがたと声をしてはいるが、この言動は──

　ようやくシンは悟さとった。

「ギソウルか！

　……おどかすなよ。俺はまたてっきりメイの奴やつが、細さい胞ぼう分ぶん裂れつしたか株かぶ分わかれしたのかとばっかり……」

「うわ。部下三のくせに、ひとを変な生き物みたいに」

　シンとメイとのじゃれあいはよそに。

「なるほど……変身律崩術メタモクランブルですか」

　言って『メイ』──いや、ギソウルに向けたレゼルドの視し線せんは冷たい。

　ギソウルも、劣おとらず冷たいまなざしをレゼルドに向けたまま、

「で？　何で来た？」

「あなたに語る義ぎ理りはないんですけれどね。そもそもあなたも、自分の目的を明かしていないんですから。

　とはいえ──」

　と、視線を移うつし、

「メイさんとラフラ・リフラさんには説明しておく必要はあるでしょう。

　あのまま別れたんじゃあ寝ね覚ざめが悪いものですから。

　ちょっとつき合わせてもらいに来た。それだけです。

　で、先ほどたまたま、シンドレッドが苦戦している場面に出合いまして、同行させてもらいました」

「…………………………」

　シンとしては、いろいろツッコミたいことがあったのだが、とりあえず黙だまっておくことにする。

　その一方で。

「結局は自じ己こ満まん足ぞくか」

　一言のもとに切り捨すてるギソウルに、レゼルドはきっぱりと、

「否ひ定ていはしません。

　自分の生き方に満足できない人生なんてまっぴらですから」

「ほう。気き紛まぐれの優ゆう柔じゆう不ふ断だんも、そう言えば立りつ派ぱに聞こえるものだな」

「少なくとも、腹はらに一物秘ひめたままの方に非ひ難なんされる謂いわれはありません」

「はいストップ」

　ほうっておくといつまでも言い合いが続く気がして、シンは横から割わって入り、

「そういう話はあとでやってくれ。

　で、他ほかのリワーダーみんなは？」

　問いかけに、ラフラ・リフラが視線を揺ゆらす。

　つまりは──自分たちだけということか。

　……はぁ……

　シンは重いため息をつき、

「……じゃ、行くか」

　問いかけに、レゼルドを除のぞく全員が小さくうなずき、歩き出す。

「他のみんな？」

　ついて行きながら問うレゼルドに、シンは、

「こっちでリワーダーの仲間ができてな。

　けど──

　もしも戦いになったら、誰だれが倒たおれてもかまうな。できる者が、メイを親のところに連れて行ってやれ、って。

　そういうことになってた」

　言い出したのはネネス・トトルだった。

　シンにはなんとなくわかっていた。ネネス・トトルがいざという時、追っ手のリワーダーたちを引きつける、囮おとりになろうとしていることを。メイを連れてゆく役を、シンたちに任まかせようとしていることを。

　囮となる者。全く勝手もわからぬ『神』の領りよう域いきに赴おもむく者。どちらがよりマシかを語るのはナンセンスだろう。脱落ドロツプアウトが最も賢かしこく安全な選せん択たくだとはわかっているが、シンにそれを選ぶ気はなかった。

　ならば行く。ただそれだけのことである。

「待ってください！」

　レゼルドが声を上げた。

「どうした？　やはり怖おじ気づいたか？」

　ギソウルの揶や揄ゆを無視して彼は続けた。

「ここにディーヴァの刺し客かくがいるなら、崖がけのそばで僕ぼくたちを待っているはずです。そこでなら見通しがききますから。

　出て行ったところで必ず攻こう撃げきされるでしょう。

　それをなんとかかわして『道』に飛び込こんだとしても、当然ついて来られるでしょう」

「かといって、ここでとどまっていても意味はあるまい」

　と、ギソウル。

「なんか、いい案でもあるのか？」

「いい案、というほどのものでもありません。ただ──」

　シンの問いに、レゼルドは空を見上げた。

　天にかかるは五つの月。

「何もしないよりマシだとは思います。

　少し待ちましょう。タイミングさえ良ければ、連中を振り切れます」




　月はゆるりと夜空を渡わたる。

　裂さけた大地に光は溢あふれ続けている。

　ターゲットたちはいまだ姿すがたを現あらわさない。

　崖の端はし、木々の生む影かげに、三人のディーヴァはじっと身をひそめていた。

　どれほどの時間、沈ちん黙もくは続いたのか。

「『神』とは──」

　ぽつり、とつぶやいたのはブルジオラスだった。

「リワーダーたちの言う『神』とはどんなものなのだと思う」

　いぶかしむ部下二人に背せを向けたまま、彼は続ける。

「私もはっきりそうと聞かされたわけではない。が、あの力と、リワーダーたちから聞いた話からすれば、もはや間ま違ちがいもあるまい。

　ターゲットは、『神』そのものか、あるいはその血族だ。

　思えば──ターゲットのことが表面化したのは、クロネオンの月にわずかな変調が見られた直後。

　ターゲット自身がクロネオンの『神』なのか、あるいは別の形で関係しているのか、そこまではわからんが……

　ターゲットは何かの理由で放ほう逐ちくされ、今、何かの理由で還かえろうとしている。

　だが──

　そもそも『神』が一体どういうものなのか、我われ々われは、具体的には全く知らぬ。

　あの見た目すら、かりそめのものでしかないのかもしれぬ。

　ならば一体、どのようなものだと思う」

　問いに、ソルディマとグィツはとまどいの色を見せた。

　二人にわかるわけはない。

　だがそのことは、ブルジオラスとてわかっているはず。

　承しよう知ちの上で尋たずねているのだ。

「──わかりません」

　しばしの沈黙を置いて、素す直なおにそう返したのはソルディマだった。

「私は以前の戦争の時には、生まれてもいませんでした。

　そういうものがいて、前の王おう城じようを潰つぶした、ということは知っていますが……

　不思議ですね。そういえば、そのことをあまり深く考えたことはありませんでした」

　──おそらくそれは、あのできごとを直ちよく接せつ知らないディーヴァにとっては普ふ通つうの反はん応のうなのだろう。

　自分たちの手が届とどかぬ場所に、圧あつ倒とう的な力を持つものがいる。もしそれだけの話であれば、ディーヴァたちもそれを神として崇あがめることもできたかもしれない。

　そんなものに戦いを挑いどもうとした当時の王が、傲ごう慢まんであったことも否いなめない。

　だがその存そん在ざいが、王の傲慢を理由にその力を揮ふるったならば。

　決してディーヴァの味方ではないとわかったならば。

　ディーヴァたちにとってその存在は、神、どころか悪あく魔までしかない。

　高みから、常に自分たちを睥へい睨げいしている悪魔。気が向けばいつであろうと自分たちに、避さけられぬ死を与えることのできる存も在の。

　それが空想ではなく実在するなら。そのことを常つねに考え続けてなどいたら。正気ではいられなくなるだろう。

　忘わすれる。考えぬ。それが一番だ。

　だが──そうできぬ者は？

　ブルジオラスはあの戦いを経けい験けんした。

　遠くからではあったが、『神』──いや、悪魔が降ふらせた光を見た。

　王城の跡あと、えぐれた大地の端はしにも立った。

　完全に忘れることなどできるはずもない。

　普ふ段だんは忘れたつもりでいる。いつもは考えぬふりをする。しかし現げん実じつは泥どろ沼ぬまに湧わくあぶくのように、時折前まえ触ぶれもなく姿を見せる。

　考えぬよう、思い出さぬよう、背中のどこかに張はり付く薄うすい怖おぞ気けを無む視しして過すごす日々。

　ソルディマは『彼ら』の為なしたことを知らない。ゆえに、忘れて生きることができるのだろう。ある意味それは幸せなことなのかもしれない。

「しかし確たしかなのは」

　ソルディマは続ける。

「『神』の正体がどうであれ、今までにターゲットは傷きずつきもすれば血を流しもしました。

　それはつまり、殺すのは可か能のうだ、ということです」

「ふむ。──ではグィツ、お前は？」

「当時、父は兵として王城にいました」

「……初耳だな」

　それはすなわち、当時の王城とともに、『神』によって消されたということに他ほかならない。

「私は生まれていましたが、物心もつかぬ赤子。

　そのことは後に母より聞きました」

「『神』に恨うらみがある、ということか」

「全く無い、と言えば噓うそになります。

　だが私が直じかに知っているのは母の語りと、王城の跡だと言われる地に開いた穴あなだけ。実感が湧かぬのも事実──でした。

　ターゲットの力を見て、今、この光の道を見るまでは。

　されど──」

　そこでグィツは口を閉とざし、視線を巡めぐらせた。

　ブルジオラスとソルディマもそちらを見やる。

　並ぶ五つの月のうち、最初に昇のぼった一つはすでに大きく傾かたむいている。月が沈しずみ、『道』が消えるまで、さほどの時間はないだろう。

　その『道』の端──崖がけの上に、小さな影かげが現あらわれていた。

　外套マントを纏まとった一人のヒューム。

　あふれる光の中で、その髪かみが赤いことはわかった。

　特とく徴ちよう的な二つの髪飾かざりは見当たらなかったが、別人と判はんじる理由にはならない。

　ソルディマとグィツが身じろぎ──

「慌あわてるな」

　それをブルジオラスが押しとどめる。

「向こうには変身律崩術メタモ・クランブルを使うディーヴァがいる。あれが本物との保ほ証しようはない。

　ソルディマ。

　あれはお前が叩たたけ。正体がディーヴァである可か能のう性せい、伏ふく兵へいの可能性も忘れるな」

「了りよう解かいしました」

　ソルディマは答えて地を駆かけ──ブルジオラスたちとやや距きよ離りを置いてから羽ばたき、赤い髪の影へと迫せまる！

　赤い髪はそれに気がついて──

　森に逃にげるべきか、それとも『道』にゆくべきか。一いつ瞬しゆん迷まよいを見せてから、木々の奥おくへと駆けてゆく。

　行動がいかにも囮おとりくさいが、そう見せかけて実は──ということもままある。ソルディマは影を追ってゆく。

　それを見送り──

「よいのですか？　ソルディマ一人で」

「心配はいらん」

　問うグィツに、ブルジオラスは、

「あれは慎しん重ちような男だ。やや慎重すぎるきらいもあるが。もし罠わなであるとわかれば即そく座ざに撤てつ退たいして来よう。

　………………いや。

　案ずる必要はなくなった」

　言ってブルジオラスが目で指したのは、先ほど赤い髪が出てきた場所よりやや手前。

　木こ陰かげから同じ姿すがたが現れて、きょろきょろとあたりを見回している。

　こちらの頭には、ツノのような髪飾り。

　ブルジオラスとグィツは、顔を見合わせうなずいて──

　二つの翼つばさが空に羽ばたく。




「──行ったか？」

「行った」

　シンのつぶやきにラフラ・リフラが答え──

「なら、今のうちだ」

　三人は木立を抜ぬけて、道のそばへと佇たたずんだ。崖がけの端から底を覗のぞき込み──

『うっわ。』

　シンとメイとは声をそろえた。

　無数の呪じゆ紋もんが連なって、輝かがやく光の陣じんとなり、どれほどの深さとも知れぬ亀き裂れつの奥まで続いている。

　それはまさしく光の奈な落らく。

　吹ふく風が妙みように寒々しく感じるのは気のせいか、それとも三人ともに外套マントを失っているせいか。

「……なんかこう、さすがに……近くで見たら引くな……」

「ここ……飛び降おりるんだぁ……」

　シンとメイとはいやそうにつぶやき、

「そう。早く」

　後ろでラフラ・リフラが決然とうなずく。

「ちょっと……心の準じゆん備び欲ほしいよな……」

「できれば二、三日」

「時間、無い」

　ラフラ・リフラの声にいらだちの色。

　最初に昇のぼった月は、もうすぐ西の地平にたどり着く。

　ラフラ・リフラは二人に歩み寄より、やおら右みぎ腕うででメイを抱かかえ上げ、左手でシンの手を取ると、まっすぐずんずん進んでゆく。

　崖の方に向かって。

「──おい──」

「え。あの」

　二人の声を無む視しして、リワーダーの少女はいとも無む造ぞう作さに崖を蹴けった。

「────」

　シンは言葉を失った。

　浮ふ遊ゆう感。

　視界を埋うめる光の乱らん舞ぶ。

　全身が落下しはじめるのがわかった。

　風が耳もとを唸うなり流れる。

　不思議と、さきほどまであった恐きよう怖ふ感はきれいに消えていた。

　体が──一つ目の光の陣を──抜ける。

　メイはラフラ・リフラにしがみつき、ぎゅっと両目を閉とじている。

　ラフラ・リフラと目があった。まっすぐにシンの目を見つめ、小さくうなずく。シンも小さくうなずき返した。──なんとなく、だが。

[image: ]

　体が二つ目の陣を抜ける。

　──もしも傍はたから彼らを見る者がいたならば、シンたちが光を一つ抜けるたび、その位置が陣の中心へ中心へと引かれているのがわかっただろう。

　気がつけば光の欠片かけらが、体のあちらこちらにはりついている。

　シンはなぜか理り解かいした。

　それが、小さな小さな呪紋の集合体なのだと。

　三つ目の四つ目の陣を抜け光はさらに体にまとわりつき落下の速度は増まし。やがて全身を視界の全すべてを光が満たし──

　白が。

　はじけた。




　夜の森を駆かけながら、ギソウルは内心焦あせっていた。

　メイの姿を借りたまま、ディーヴァ二人を引きつける。それはいい。が。

　月の一つはもはや西の地平に近い。『道』はもうすぐ閉ざされる。

　それまでに追っ手を倒たおすなり振り切るなりして、『道』の先へと行かねばならない。

　だが──追っ手はディーヴァが二人。たとえ相手の油ゆ断だんを誘さそったとしても、たやすくあしらえるとは思えない。

　いざ戦いになった時も、メイの姿すがたのままではリーチも違ちがう。空も飛べない。

　刺し客かくたちをおびき出すのに成功した以上、もとの姿に戻もどってもいいのだが、それにはほんの少し時間がかかる。追っ手がその時間を与あたえてくれるかどうかは、はなはだ期き待たい薄うすだった。

　追っ手との距きよ離りを気配で測はかる。音からして──

　────!?

　気配にギソウルは違い和わ感を覚える。これは──

　一人しかいない!?

　思った時には。

　前方の木こ陰かげから、ゆらりっ、と影かげがにじみ出た。

　──ちっ！

　思わず足を止め、身み構がまえる。

　立ちふさがったのは、儀ぎ礼れい服ふくを着たディーヴァ。おそらく空を飛んで先回りして来たのだろうが……気づかなかった自分の迂う闊かつさを、今いまさら嘆なげいても遅おそい。

　ほどなく近づいて来た足音が、後ろで距離を置き、止まる。

　ちらりとそちらに目をやれば、いたのは予想通り──刺青いれずみのディーヴァ。

「グィツ」

　儀礼服が刺青に呼よびかける。

「お前は戻って『道』へと入れ。こちらは囮おとり──ディーヴァだ。私が引き受ける」

　──見み抜ぬかれた!?　いや、カマをかけられているだけか？

　ギソウルは、おびえたように、じりっ、と退さがってみせる。

　だが儀礼服が命令を撤てつ回かいするそぶりはなく。どころか、

「何をしている。早く行け」

「──は」

　答えて刺青ディーヴァは翼つばさをひろげ、木々の屋根を抜けて空へと駆け上がる。

　──なぜ、わかった？

　ギソウルの胸きよう中ちゆうに疑ぎ念ねんが湧わく。

　もちろん、呪環のディーヴァを仕し留とめた時の返り血をそのままにしておくようなヘマはしていない。顔の返り血もぬぐったし、外套マントもメイが身につけていたものをあらためて借りた。

　ならばどうして──？

「私が姿を見せた時──」

　儀礼服は淡たん々たんと、

「お前が一いつ瞬しゆん見せた構え、あれは我われ々われの治安隊の基き本ほんの型だ」

　指し摘てきされて、ギソウルはようやく自分のミスに思い当たった。

　確たしかに彼女はかつて、ディーヴァの治安隊にいたことがある。その訓練で体に染しみついた癖くせが、とっさに出てしまったようである。

　翼あるものと翼なきものとでは身の構え方が当然異ことなる。偶ぐう然ぜん似にた型だった──という言い訳わけが通るはずもない。

　こうなれば、シラを切っても仕方ない。ギソウルは無言のままで、儀礼服のディーヴァと対たい峙じした。




　時が流れる。月が動く。

　草蹴けり駆ける足音を、翼が風切る音が追い──

　二つの影は、光の『道』の端はしに出る。

　一つは外套マントを纏った赤い髪の少女。

　一つは瑠る璃り鎧よろいのディーヴァ。

　瑠璃鎧──ソルディマの放った攻こう撃げき型がた律崩術クランブルから、少女は大きく跳とんで身をかわし──

　その先に、地面はなかった。

　踏ふみ外したわけではない。身をかわしざま、『道』へと飛び込こんだのだ。

　させじと追いすがるソルディマに、少女は攻撃型の律崩術クランブルを放ち、動きを牽けん制せいする。

　そのまま少女は一つ目の光の陣じんを──

　──今宵こよい最初に昇のぼった月が、西の地平にさしかかる。

　ふ、と。

　闇やみは突とつ然ぜん訪おとずれた。

　少女が、ソルディマが息を吞のむ。

『道』は消えていた。

　まるで灯あかりを誰だれかが吹ふき消したかのように。唐とう突とつに。

　空には他の月があり星があるが、『道』の光に慣なれていた目には、世界は無む明みようにすら映うつった。

　ソルディマはあわてて羽ばたき、制せい動どうをかけ、翼無き少女はそのまま大地の亀き裂れつへと落ちてゆき──

　しばしの後。

「!?」

　ソルディマが眉まゆをひそめる。

　光が生まれていた。

　たった今、すべての光を失ったばかりの奈な落らくに。先ほどとは比くらべようもない、小さな小さな光が。

　虚こ空くうに浮ういた光はやがて、ゆがみふくらみ、散り消えて──その中から金色の欠片かけらを生み出した。

「──あれは──！」

　ソルディマの目が大きく開かれる。

　金色は邪魔な外套マントを自らはぎ取り風に流し、羽ばたき上じよう昇しようすると、裂さけた大地の上、虚空のソルディマへと迫せまる！

　その姿すがたは──

「ドラグノ!?」

　ソルディマの声には驚きよう愕がくの色。

　そう。レゼルドは、ギソウルからディーヴァ流の変身律崩術メタモクランブルを即そく席せきで教わり、メイの姿すがたと外套マントを借りたのだ。

　ソルディマもそのことを瞬しゆん時じに悟さとる。

　るおぉぉおォうッ！

　吠ほえたのは二人全く同時。律崩術クランブルで生み出された光の槍やりは、間はざまの虚空で激げき突とつし──

　ばぢっ！

　音を立ててはじけ散る！

　ソルディマが鉤かぎ爪づめの籠こ手てをがぢゃりと鳴らす。嚙かみしめた奥おく歯ばが、きり、と小さな音を立てた。

　レゼルドは金きん属ぞく筒とうをその手に握にぎる。律崩術剣クランブレード。発動させればディーヴァのみを傷きずつける、二ふり一対ついの光の刃やいば。

　レゼルドの指先が、金属筒に刻きざまれた呪じゆ紋もんの帯を──

「──いや……よそう──」

　吐と息いきとともに構かまえを解といたのは、ソルディマの方だった。

　静かな──諦てい念ねんの混まじった声で語りかける。

「いずれにしろ、もはや『道』は閉とざされた。

　ターゲットがすでにそこを通ったのなら、ここで殺し合うのはお互たがい無意味だ」

　レゼルドも構えを解いて、息を吐はく。
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「──ですね。

　どうやら僕ぼくたちは──間に合わなかったようだ」

　レゼルドは、天の月をふりあおぐ。

　シンたちは──あそこに届とどいたのだろうか。

　結局のところ、自分は答えを出せないままだった。

　また出せぬまま、また取り残されて。

　それなのに、なぜだろう。前と違ちがって、胸むねの奥にわだかまるものがないのは。

　前と違い、迷まよって動けずそうなったのではなく、自分で決めて動いたからか。……ギソウルあたりは、やはりそれを自じ己こ満まん足ぞくと責せめるだろうが。

　──ご無事を──

　月に向かってレゼルドは祈いのる──




「道が──消えた」

　闇色に戻もどった空を眺ながめて、ルア・キ・ギアスはつぶやいた。

「──そうかい──」

　あいづちの声は近くから。

　目をやれば、女はあおむけになったまま、空に目をやっていた。

　黒こく瞳どうに映うつる空の月。

「……気がついていたのか？」

「気がついたのさ。つい今し方、ね。

　いやー。負けた負けた」

　両手足を縛いましめられ、大地に転がされながらも、ネネス・トトルはさばさばと言う。

　白びやつ狐こは、大きな石の上に腰こしを下ろしたまま苦く笑しようして、

「口ではそう言うが、負けたとは思っておらぬのだろう？」

　少なくとも──

　ネネス・トトルを捕とらえ、ともにいた翠月スイゲツのリワーダーたちも沈ちん黙もくさせたものの、ルア・キ・ギアスの胸に勝利の昂こう揚ようはない。

　あたりには、敵てき味方とりまぜ累るい々るいと横たわるリワーダーたち。そのほとんどが気を失っている。

　重じゆう傷しよう軽傷よりどりみどり。ひょっとしたら命を落としている者もいるかもしれない。

　今ここで、なんとかまともに動けるのは、ルア・キ・ギアスくらいのものだろう。

　……とはいえ、戦いの中で左ひだり腕うでは動かなくなってしまっているが。

　数では完全に勝まさっていたはずなのに、結果はこの有様。これで、勝ったとうそぶくのはルア・キ・ギアスの誇ほこりが許ゆるさない。

　──そういえば──

　と、ルア・キ・ギアスは今さらながらに気づく。

　ディーヴァたちと、彼らが追っていた赤い髪かみの女の一行とやらが見当たらぬことに。

　だが──もう、どうでもいい気分だ。

　ルア・キ・ギアスは月を眺める。

「──聞かんのか？」

　眺めたままで問いかける。

「何をだい？」

　と、瞳ひとみに月を映してネネス・トトル。

「自分がどう処しよ断だんされるのか」

「なぁに……ずいぶん長く生きたんだ。命は……惜おしくない、とは言わないけど、それほどの未練はないさ」

「こちらから一つだけ、聞かせてくれ」

「ああ。なんでも聞きな」

「本当の歳としはいくつだ？」

「……それは聞くなって」

　ネネス・トトルの小さな苦笑に、ルア・キ・ギアスも苦笑する。

　月は静かに世界を照らしていた──



















「で、だ」

　シンはつぶやく。不ふ機き嫌げんに。

「これはどーいう冗じよう談だんなんだ」

　あたりは木々に覆おおわれて、夜風に溶とける緑のにおい。前には巨きよ大だいな大地の亀き裂れつ。空に輝かがやく五つの月。

　光に吞のまれて気がつけば──

　シンたちは、飛び込こむ前の場所にいた。

　東の大陸イースタンガイア、リワーダーの大地──としか見えぬ場所に。

　地形に見覚えもある。ただ、違ちがうのは──

　ぽっかりと口を開けた亀裂には、『道』どころか、もはや一すじの光すら見えないこと。

　確たしかに『道』に飛び込んだはずだ。なのに。

「においも、同じ」

　シンのそばに佇たたずんで、風の中で小さく鼻をひくつかせて、ラフラ・リフラ。

「けど──違う」

　小さな──しかしはっきりとした声に、シンとラフラ・リフラ、二人はふり向く。

　そこには赤い髪かみの少女。夜空を見上げる瞳ひとみに月が映うつっている。

　その姿すがたが、シンには刹せつ那な、知らない誰だれかのように見えて。

「……メイ？」

「を？」

　呼よびかけに、少女は視し線せんをシンへと向ける。その時には、彼女はいつもの彼女へと戻もどっていた。

「なんか、思い出したのか？」

「いや。思い出したっていうか」

　メイは考え込むかのように、指先でこめかみのあたりを押おさえ、

「なんでか知らないけど知ってるっていうか。

　まあともかく。ここ、リュキュートの領りよう域いきだから」

「……りゅきゅ……？」

　シンは眉まゆをひそめ──ラフラ・リフラが身を乗り出す。

「ヴァータの、月!?」

「そうとも言う」

　こともなげにうなずくメイ。

　それでシンも理り解かいする。

　リュキュート。ヴァータの月に座ざする『神』。

　つまり──ここは『神』の領域なのだと。

　だがこの風景は一体？

「……本当……なのか……？」

「噓うそついても仕方ないし」

「まあ……そりゃあそうなんだが……」

　あらためてシンはあたりを見回し、つぶやく。

「けど、なんでまた同じ景色なんだ？

　月の中……『神サマ』とやらがいる場所なんだろ？　もうちょっとこう……神こう々ごうしいというか神しん秘ぴ的というか……そーいうのを想そう像ぞうしてたんだが……」

「神々しい？　どんなふうに？」

　ラフラ・リフラに問われてシンは言葉に詰つまる。

　別に、明めい確かくなイメージがあったわけではない。ただ、今のコレはないだろう、と感じただけで。

　とはいえ素す直なおにそう言えば、メイやラフラ・リフラにからかわれそうな気がして、しばし考えてから──

「……なんか光ってるとか」

「うわ。」

「貧ひん困こん。」

　やっぱりからかわれた。

「どやかましいっ！……何にしろ、なんでよりによってこんな景色なんだよ」

「だってほら」

　シンの質しつ問もん──というよりグチに、メイは一本指を立て、

「周囲状じよう況きようができるだけ相そう似じの方が存そん在ざいの位置を誤ご解かいさせるのに便利で」

「いや説明せんでいい。わけがわからんってことはわかってるから。

　それよりこれ……どこ行きゃいいんだ？」

「こっち」

　シンのつぶやきに無む造ぞう作さに答えて、メイはきびすを返して歩き出す。大地の亀裂──に見えるものから離はなれる方へと。

「──わかるのか？」

「たぶん」

「………………」

　メイの答えに若じやつ干かんの不安をおぼえつつも、シンはとりあえずついてゆく。他ほかに手がかりがあるわけでもないのだ。

　木々の間に踏ふみ込めば、葉の間を縫ぬって降ふり来る月光ひかりは細い。足もとは悪くなってくるが、メイの歩みは、まるであたりが見えてでもいるかのようにしっかりとしていた。

　風にはさまざまな緑のにおい。

　先ほどいた所と、本当に何の違ちがいも──

「──あ。」

　シンは思わず小さく声を漏もらす。

「どう、した？」

　問うラフラ・リフラに、

「いや。ここ、本当にさっきの場所とは違うんだな、って思ってな。

　虫とかの声が全然聞こえねえ」

　一いつ瞬しゆん耳をすまし──

「そう、言われてみれば……」

　ラフラ・リフラはつぶやいた。

　先ほどいた場所では、戦いの気配から離れれば、夜の獣けものや鳥や虫たちの声が聞こえた。

　ところがここには、それがない。

　──まさかこれ全部、地上に似にせたつくりものか──

　ふとそんなことを思い、シンは草木の葉にそっと指を這はわせてみる。

　わずかにひんやりとして、葉の表と裏うらで異ことなる手ざわり。触ふれた限かぎりでは本物としか思えないが。

　たださすがに、この『夜空』にかかる『月』は本物ではないのだろう。でなければ、何が何だか本当にわけがわからなくなる。

「……けど……」

　先頭を行きながら、メイはふり向かぬままぽつりと漏らす。

「ここに来れたのって、三人だけなのかなぁ」

　──大だい丈じよう夫ぶだ。きっとみんな来る──

　そう答えることができればきっと楽なのだろう。たとえ気休めとわかっても。が。

「かもな」

　あえてシンはそう言った。

「けど、たどり着いたのが俺おれたちだけだったとしても──やる。やってみせる。それしかないだろ？」

「──うん」

　メイは背せ中なかのままでうなずく。

「あたしも、なんとかがんばってみるし」

　珍めずらしく真面目まじめな彼女の言葉を、シンがからかおうとした、その時。

「待つ！」

　押し殺した叱しつ咤たとともに、ラフラ・リフラは左手でメイの後ろえり首を、右手でシンの腕うでを摑つかんでおしとどめた。

　森の先、闇やみの奥おくを見み透すかして──

「とりあえず無事に着いたようだな」

　その先から響ひびいたのは聞き覚えのある声だった。

「ギソウル！」

　シンの呼よびかけに、木々の間から現あらわれた影かげは、女ディーヴァのものだった。

　変身律崩術メタモクランブルは解といたらしく、今はメイではなく、本来の姿すがたをしており、捨すてたのかなくしたのか、外套も身につけてはいない。

　彼女は一同の方に歩み寄より──

「──っと待て！」

　制せい止しの声とともに、メイとギソウルの間に割わり込んだのはシンだった。

　正面から彼女に視し線せんを送ると、

「……他のディーヴァが変身律崩術メタモクランブルでギソウルの姿になってる、って可か能のう性せいもあることはあるからな。

　一いち応おう、本人だってことを何かで確たしかめたいんだけどな」

「なるほど。そうすると、お前達がキャンプ中、肉の取り合いでもめていたことでも話せばいいのか」

　表ひよう情じよう一つ変えずにからかわれ、シンの方が思わず視線をそらして、

「……どーやら本人みてえだな……悪わりィ」

「いや。的てき確かくな対応だ」

　答えて女ディーヴァは一同に歩み寄る。

「とりあえずこちらは追っ手を振ふり切った。

　それで、お前達はどこに向かうつもりだったのだ？」

「メイが、なんとなくこっちじゃないか、って言い出してな。

　他にアテがあるわけでもねえし、まあ行ってみようか、ってことになった」

「なるほど。確かに立ち止まっていてもはじまらんだろう。

　それとメイ、忘わすれんうちに返しておく」

「をを」

　ギソウルに返された赤い髪かみ飾かざりを受け取ると、メイはそれを自分の頭に取り付け──ようとして。

「……いや。あとでいいだろ。それは」

　シンのツッコミにも、しかし手を休めることもなく、

「でもほら。これがないと、歩く時に安定が悪いし」

「触しよつ角かくなのか。むしろ」

　ツッコミというよりもはやあきれたつぶやきをこぼしてから、シンはギソウルの方に目をやり、

「ところで、レゼルドの奴やつはどうなったか知らねえか」

「さあな。見かけていれば合流している」

「……そうか。そうだな」

　彼はあいまいにつぶやいた。

　レゼルドとギソウルが変身律崩術メタモクランブルでメイの姿を借り、ディーヴァたちを引きつける。タイミングさえ合えば、自分たちだけが『道』を通り、追っ手たちを地上にとり残すことができる。

　そう提てい案あんしたのはレゼルドだった。

　ギソウルは『道』が閉とじる前になんとかやって来たようだったが、レゼルドの方は間に合ったのかどうか。

　間に合わなかったにしても、せめて無事であってくれればいいのだが。

　しかしともあれ、だだっ広く視界も悪いこの中を、捜し回るわけにもいかない。

　レゼルドが来ているという保ほ証しようもないし──同時に、敵てきが来ていないという保証もないのだから。

「まあともかく、行くしか」

　話の流れがわかっているのかいないのか、髪飾りをつけ終えたメイが先を促うながして──一行は再ふたたび歩き出す。

　静せい寂じやくの森に、四人の足音だけがしばし響く。

　自分がどこを、どちらに向かって進んでいるのか。わからぬままに夜の中を歩いていると、時間の感覚さえおかしくなってくる。

　時は流れ、空には月があり。

　森は、唐とう突とつに途と切ぎれた。

　全員が思わず足を止める。

　森が途切れたその先に、芝しば生ふの緑がひろがっていた。

　もちろん、リワーダーの大地にはなかった地形である。

　芝生はしばらく続いてから、金きん属ぞく製せいと思われる、高い柵さくでさえぎられていた。

　柵は左右にどこまでも続いており、その向こうに見えるのは──黒い夜空。

　しばし沈ちん黙もくした後に、一同は誰からともなくそちらへと歩み寄より──

「……またわけのわかんねえことに……」

　柵の間から向こうを眺ながめて、シンはうんざりとつぶやいた。

　先の地面がなかった。

　柵のところで、すとんっと地面は切れ落ちて、その先にあるのは夜空と溶とけ合う虚こ空くう。

　底さえ見えぬ──いや、底があるのかどうかもわからぬ世界に、月の光がしらじらと降ふり注いでいる。

　朧おぼろな光に照らされ見えるは、遠近の距きよ離りを置いて立ち並ならぶ無数の円柱。

　柱の高さはまちまちだが、太さは相当なものがあるのだろう。それぞれの上には、あるいは街の灯らしきもの、あるいは湖らしきものが見える。

　闇やみに佇たたずむその数は、ざっと見み渡わたしただけで数十か。あるいはもっとか。

　距離感はいまひとつはっきりとしないが、一番近い柱でも、歩くと少々かかるくらいには離はなれている。──もしも歩ける道があれば、の話だが。

　柱と柱を繫つなげるものは、空間以外に何もない。

「……空中庭園、みてえなもんか？」

「くうちう、ていえん？」

　問うラフラ・リフラに、シンはうなずき、

「ああ。建物の上とかに、土や木を運んで庭をつくるんだ」

「じゃあ、ここ、建物の上？」

「さあ。そこまでは知らねえけどよ……

　何にしてもやっぱりここ……月の中、って感じはしねえな」

「正しく言うと、月の中というよりも、イソークーカンにあるそれぞれのカンリリョーイキ？」

　メイが横からまたまた意味不明の解かい説せつをする。

「言われてもやっぱりわからんから。

　まあ……俺たちのいるここが、『神サマ』ん家ちの中っていうより、玄げん関かん先っつうか前庭っつうか、そんな場所なんだろうな、って想そう像ぞうはつくけどよ。

　たぶん……どうにかするには、別の柱の上に行かなきゃなんねーんだろうけどよ……」

　シンが。メイが。ラフラ・リフラが。無言でギソウルに視し線せんを送る。

　道がない。先には何かある。誰だれかの背せ中なかに翼つばさがある。

　ならば答えは一つである。

　しばしの沈黙が落ちて──

「待て。まあ待て」

　ギソウルはうっすらと汗あせすら浮うかべて呻うめく。

「まさかあそこまで、三人を抱かかえて飛べ、などとは言わんよな」

　ギソウルは以前、メイを抱えて飛んだことがあった。だがそれが、決して楽な作業ではなかっただろうということは、翼を持たぬシンにも容よう易いに想像はつく。

　人間ヒユームでたとえるならば、人を背負って道をゆくようなものだろうか。

　ギソウルが嫌いやな顔をするのも当然といえば当然だが──

「言わない言わないそんな無む茶ちや」

　メイはぱたぱた陽気に手を振ふり、

「一回に一人ずつでいいし」

「いや。待て」

　ギソウルは言ってしばし沈黙し──

　やがて視線をはね上げると、

「──そうだ。

　考えてもみろ。ここに送られて来るリワーダーの戦士たちが、全員翼を持っているわけではないのだろう？　いや、むしろ飛ぶことのできない者の方が多いはずだ。

　ならばどこかに、正しい場所へと続く道があると考える方が妥だ当とうだ。

　短たん絡らく的に空を飛んで移い動どうしようとして、何かの罠わなでもあったら目も当てられん」

「けど道っつっても──」

　この広い場所を捜そう索さくするには、どれほどの時間と労力がかかるのか。シンはそれを考えて、うんざりとつぶやき、森の方をふり向いて──

「……そっちのことは、あとで考えるしかねえみてぇだぞ」

　声が含ふくんだ緊きん張ちようの色に、全員が森の方を見る。

　シンたちと森との間に、四つの白い人がいた。

　白い人──そうとしか言いようがあるまい。顔があり胴どうがあり手が脚があり。だがその顔には髪かみの毛どころか、目鼻耳口一いつ切さいの凹おう凸とつがなく、ただ、白い。まるで子こ供どもが作りかけで放ほうり出した粘ねん土ど細工の人形のように。

　のっぺりとしているのは顔だけではない。その全身も、骨ほねも関節もないかのように、どこかぐんにゃりとしている。

「……まあ、思ってはいたんだ……」

　シンは言う。

「ここが前庭みてぇなもんで、『神サマ』とやらがどんだけ大ざっぱか知らねえけど、門を開けっ放しで歓かん迎げいもなし、ってのは、いくらなんでも不用心すぎるだろ、ってな」

　対する白い人形はただ無言。もっとも──言葉をしゃべることができるのかどうかもわからないが。

　どうにも得え体たいが知れない相手である。殺気はもとより、何の気配も感かん情じようも──呼こ吸きゆうすらも読みとれない。

「どうする？」

　ギソウルの自問だか相談だかに──

「戦って勝つしかないし」

　答えたのはメイだった。

「あれ、『ドア』だから」

「なんだそりゃ？」

　意味不明である。

「ここに誰か来ると勝手に出てきて、倒たおすとドアに」

　やっぱりよくわからないが──

「とにかく、戦えということだな」

　言って動いたのはギソウルだった。先手必勝とばかりに羽ばたき、人の手が届とどかぬ高さにまで舞まって、

　るるぉぉぉぉぉぉっ！

　喉のどからほとばしる唸うなりは、攻こう撃げき型がた律崩術クランブルを発動させるためのものだったのだろう。が。

　森が揺ゆれた。

　大地が空気が小さく小さく揺れて、目に見えるか見えぬかの小さく儚はかない光の粒りゆう子しを無数に生み出し漂ただよわせ──

　ギソウルの呪声こえに、目に見えるほどの濃のう度どで光の呪環が現あらわれ──

　歪ゆがむ。

「──っ！」

　息を吞のんだ彼女が驚おどろきの声を漏もらすより早く。

　パァンッ！

　風船の割われるような音とともに光が暴ぼう発はつした。

　空中でギソウルは跳はねとばされ、何度か羽ばたき姿し勢せいを立て直す。

　そこにメイが、

「えっと、ここ、攻撃型の律崩術クランブルは、なんか使えないはずだから」

「先に言え！」

　さすがにギソウルが声を上げて──

　白い人形の一人が首をかしげる。ギソウルの方を見上げるように。両手をだらしなくひろげて──

　飛んだ。

　思った次の瞬しゆん間かんには、人形はギソウルの目前にいた。

　彼女が驚きよう愕がくに目を開くよりも早く──

　どんっ！

　人形の蹴けりがギソウルの体を吹ふっ飛ばす！

　──なっ……!?

　のどもとまでせり上がっていた驚きの呻うめきをおさえ込こみ、シンは視し線せんを地上へと引きずり下ろす。

　目の前に──予想通り、人形がいた。

　一体が飛んだその直後に、残りが一気に突つっ込んで来たのだ！

　──ちっ！

　シンが身をひねったのと、人形が右の拳こぶしを突き出したのとは同時だった。ひねり引いた左の横よこっ腹ぱらに拳がめり込む。

　同時にシンは、右をフック気味にふり回し、人形の伸のびた右みぎ腕うでに叩たたきつける。

　ゴムか何かを打つような手て応ごたえ。骨ほねに当たる感かん触しよくはない。どうやら関節技わざは効きかなさそうだ。

　腹に受けた衝しよう撃げきを、やせがまん気味に無視して退さがる。──いや、退がらざるを得ない。

　背せ中なかにつめたい金きん属ぞくの感触。

　柵さくがあることを、シンは今さらながらに思い出していた。

　次の打撃。次の次の打撃が来る。シンはそれらをガードし、かわす。

　腰こしの後ろにはダガーがあるが、それを抜ぬく暇ひまがない。

　頭に血が昇のぼりそうだ。戦いの中で逆ぎやく上じようするのはまずいとわかってはいるのだが。

　シンの血を熱くさせるのは一撃を食くらったから、だけではない。何より一番腹が立つのは相手の姿すがた。

　まるで子こ供どものこねた粘ねん土ど人形。そんなふざけた外見の相手に圧おされているのかと考えただけで、無む性しように腹が立ってくる。

　──落ち着け相手の動きをよく見ろ──

　シンは自分にそう言い聞かせ──気がついた。

　目の前にいる人形から、少し離はなれた先。

　地面に倒れている、小こ柄がらな赤い姿を。

　──メイ──!?

　考えてみれば。メイがこんな相手の動きについていけるわけはない。たぶん瞬殺されたのだろうが──無事なのか？

　動どう揺ようが生まれ、隙すきが生まれた。

　脇わき腹ばらに衝撃。

　体が折れ曲がり、そこにまた人形の──

　どんっ！

　派は手でな衝撃音とともに、目の前の人形が吹っ飛んだ！

「……っ……？」

　シンはなんとか視線を動かす。

　人形はたたらを踏ふんでバランスを崩くずし、そこに影かげが追いすがる！

　──ラフラ・リフラ──？

　シンは一瞬そう思った。

　影は、犬を想おもわせる半はん獣じゆう人じんの姿をしていたのだ。

　が──違ちがう。

　ラフラ・リフラが半獣化した黄金の犬ならば、月光のもとでもその毛け並なみには金色のかがやきが見て取れる。

　だが現あらわれたその影は、黒っぽい──判はん然ぜんとはしないが濃こい色の体毛で覆おおわれていた。

　影の、腰の入った強きよう烈れつな打撃が人形にめり込んだ。

　今度はしかし、人形は、吹っ飛ぶどころか、動きさえしなかった。

　衝撃もバランスも無視して空間の中でひたりと停止し──

　ほぐれた。

　そうとしか言いようがない。

　変へん化かは刹せつ那な。人形は一いつ旦たん無数の細い紐ひものように散りほぐれると、再ふたたびより集まって、今度は全く異ことなる姿になった。

　虚こ空くうにはりつく呪じゆ紋もんの環わに。

　その奥おくから光がほとばしる。

　環が結ぶ楕だ円えんの向こうに見えるのは、先にある森ではなく、何かの建物の中とおぼしき別の景色。

　大柄な人間ヒユームが普ふ通つうに通り抜けられるほどの大きさがある。それはまさに、ここと、別のどこかを繫つなぐ、ドアとしか言いようのないものだった。

　倒たおすとドアに。メイが言っていたのはこういうことだったのだと、ようやくシンは理り解かいした。

「聞くけどよ」

　人形を倒した影──見知らぬ犬のリワーダーは、シンを見やって声をかけた。

　まだ若わかい──いくぶん軽い調子の男の声で。

「抵てい抗こうはしないよな。

　言っておくけど、こっちに錠守りロツクキーパーより弱い奴やつはいないからな」

　あらためて見れば、あたりには見知らぬ半獣人の影六つ。

　人形はもはや一つも残ってはいない。すべてリワーダーたちに倒されたのか、あちこちに四つの『ドア』が見えるだけ。

　半獣人たちは、一人が気を失ったメイをかつぎ上げ、残る五人でシンたちの動きを牽けん制せいしている。

　まともに戦って勝てる相手でないことは、シンにもわかった。

　ラフラ・リフラに聞いたことがある。リワーダーの各氏族では定期的に強い戦士を選び出し、その戦士を神のもとに送るのだ、と。

　最初はそれを、生け贄にえの儀ぎ式しきか何かだと思っていたのだが、何のことはない、言葉そのままの意味だったのだ。

　つまり──今、この場にいる相手はすべて、リワーダーたちの中から選ばれた戦士たちなのだ。

　ラフラ・リフラが六人いるようなものである。おまけにギソウルの攻こう撃げき型がた律崩術クランブルも封ふうじられている。気合いや小こ知ぢ恵えでどうにかできる状じよう況きようではなかった。

　金色の犬へと半獣化したラフラ・リフラが威い嚇かくの唸りを上げてはいるが、相手の力量を悟さとってか、何も仕し掛かけられないでいる。

「……どうする気だ？」

　歯がみするシンには答えず、

「ついて来い」

　メイをかついだ熊くまのリワーダーがきびすを返す。人形が変化した『ドア』の方へと。

　その瞬しゆん間かん──ギソウルが地を蹴けった！

　メイをかついだ熊のリワーダーの方へと突とつ進しんし──その行く手を遮さえぎって、別のリワーダーが割わり込んで来る！　熊のリワーダーもふり向いて──

　だがその瞬間。

　ギソウルは地を蹴り羽ばたき、強ごう引いんに進路をねじ曲げると、『ドア』の一つへと突つっ込んでゆく！

　半獣人の一人が一瞬、追うそぶりを見せて──結局足を止めた。逃にげた者を追うよりも、この場でメイを完全に確かく保ほすることを優ゆう先せんしたのだろう。

　──なるほど。そういうテか──

　シンは納なつ得とくした。

　ギソウルが狙ねらっていたのはメイの奪だつ還かんではなく、逃とう亡ぼうの方だったのだ。

　この場は一旦逃げのびて、あとで捕つかまった皆みなを助ける、という作戦だろう。

　できればシンもその案に、おまけつきで乗りたいところではあるのだが、まわりのリワーダーたちがそれを許ゆるしてくれるかどうか。

　森の中に逃げ込むのは比ひ較かく的てき簡かん単たんそうだが、それは論ろん外がい。

　犬のリワーダーが『ロックキーパー』と呼よんだ人形がまた出て来るという保ほ証しようもないし、出たとしても倒せなければ意味はない。倒せなければ、森の中で死ぬまで徘はい徊かい、というイヤな余よ生せいが待つのみとなる。

　なら、なんとしてでもあの『ドア』をくぐりたいところだが──

　見知らぬ犬のリワーダーは、聞こえよがしにため息をつき、

「あのなあ。こっちとしては、そっちの全員がロックキーパーに倒されたあとに出て来てもよかったんだぞ。

　わざわざ出で迎むかえに来てやったんだ。おとなしくしてくれ」

「……なるほど……」

　シンは片かた手てを腰こしの後ろに回し、ダガーを引き抜ぬく。

　リワーダーたちの間に緊きん張ちようが走り──

　だが彼らが行動を起こすより早く、シンは握にぎっていた手を開く。

　ダガーは、とすんっ、と地に落ちて、リワーダーたちの肩かたから力が抜ける。

　彼らの緊張が解とけたその一瞬に。

「けど、あっちの出迎えはいいのか？」

　シンは言って、あごで森の方を指した。

『──!?』

　リワーダーたちが反はん射しや的にそちらに注意を向けた瞬間──

　シンは地を蹴る！

　牽制役のリワーダーたちの間を抜け、メイをかついだ熊へと突進！

　その動きに熊が気づいた時には、シンはもう間合いのうちに入っていた。

　呼こ気きとともに、シンは右の拳こぶしをくり出す。自分より頭半分高い、熊の顎あご下したを狙って。

　見下ろす熊の瞳ひとみに嘲あざけりの色。

　──まともに戦えば、人間ヒユームは半はん獣じゆう化かしたリワーダーには勝てない。身体能のう力りよくに差がありすぎるのだ。

　たとえシンに幾いく分ぶんリワーダーの血が流れていて、わずかにその差を埋うめてなお、それでも選ばれたリワーダーの戦士たちとの間には、越こえられぬ壁かべがある。

　なおかつ今のシンは素す手で。

　それが──

　シンの武ぶ器きだった。

　くり出したシンの拳を、熊は、ハエでも追うように軽くうち払はらい──

「──────っ！」

　息を詰つまらせうずくまる。

　相手は素手の人間。そう思う油ゆ断だんが、熊のリワーダーに忘わすれさせていた。リワーダーだろうと何だろうと、男である限かぎりどうしようもない弱点がついていることを。

　シンは拳で熊の注意を引きつけて、膝ひざをそこにたたき込こんだのだ。同じ男として心の中で謝あやまりながらも。

　全種族共通対男だん性せい用必殺技わざ、即すなわち金的蹴り。

　無言の絶ぜつ叫きようを上げて腰を引き身をかがめる熊の肩から、シンは強引にメイの体をもぎ取った！

　腕うでに抜けるような痛いたみが走る。なにしろ人一人を強引にもぎ取ったのだ。だが痛みに呻うめいているヒマはない。無む視ししてシンは地を駆かける。

　ゆく手に見える『ドア』に向かって。

　メイを抱かかえているせいで、悲しいほどに速度が出ない。まわりの状じよう況きようを確たしかめている余よ裕ゆうもない。

　今にも伸のびてきた腕に捕まるかもしれない。誰だれかの一いち撃げきが自分の背を打つかもしれない。ちりつくような緊張と不安を奥おく歯ばで嚙かみ殺し、次の一歩を、その次の一歩を踏ふみ出してゆく。視界の中で『ドア』はどんどんとその大きさを増ましてゆき──

　長く短い刹せつ那なの後に、シンの体は『ドア』を──

　くぐった。

　光で視界が白く染そまる。

　ふわりと体が浮うくような感覚。次の一歩を踏み出した時には、足の裏うらには床ゆかの固かたい感かん触しよくがあった。

　そのままのいきおいでいくらか駆けて、闇やみから光に目が慣なれて、

「────」

　シンは足を止めた。

　がらんとした白い部屋。天てん井じようのあちこちが乾かわいた光を放ち、それが照明になっている。

　ちょっとした運動ができるくらいの広さがあり、シンがいる向かいの壁に白いドア。

　そんな空間に──

　十人ほどの半獣化したリワーダーたちがいて、うち二人がギソウルを押おさえつけていた。

「……そういうことか……」

　シンはうんざりとつぶやくと、右腕一本で抱えていたメイをその場に下ろす。

　ギソウルもシンも、リワーダーたちの手をかいくぐったわけではない。

『ドア』の先がここにつながっていると──逃にげるのは無理とわかっていて、リワーダーたちは追わなかったのだ。

　ことに、翼つばさを持たないタイプのリワーダーたちが翼あるディーヴァを捕とらえるには、先ほどの場所よりも、相手の頭上を飛び越えるほどの高さがないこの場所の方が適てきしているだろう。

　もとより、逃げられる状況ではなかったのだ。

「そういうことだ」

　後ろからの声にふり向けば、背はい後ごに開いた『ドア』のそばに、佇たたずむ赤い犬の半獣人。その手には、シンが落としたダガーがあった。

　続いて他のリワーダーたちや、半獣化したままのラフラ・リフラの姿すがた。

　黒い熊くまのリワーダーも現あらわれて、血走ったまなざしをシンへと向ける。

　やがて最後のリワーダーが『ドア』をくぐり、まわりの呪環をぐるりと手でかき混まぜると、実体を持たぬ呪環は何度か明めい滅めつをくり返し、やがて──消えた。

　同時に、その向こうに見えていた夜の森は、ただの白い壁になる。

　道は、閉とざされた。

「……なかなかやってくれるな人間ヒユーム」

　黒熊のリワーダーが、シンを見やって言い放つ。口の端はしを凶きよう悪あくにつり上げて。

　シンは引きつった笑えみを浮かべて、

「あー、いや、その、同じ男として本っ当悪わりィ。なにしろ、手しゆ段だん選べる状況じゃなかったんでな」

「いやいや。こっちが油断してたってのが悪いのさ。人間ヒユームにしては、お前の行動力はなかなかたいしたもんだ。

　けどまあとりあえず──」

　と、シンの下か腹ふく部ぶに目をやって、

「あとで一発蹴けらせろや。な。軽くでいいから」

「………………………………」

　この時シンは、本気で死を覚かく悟ごした。




　意い識しきが戻もどったのは揺ゆれのせいだった。

　一いつ瞬しゆん、メイはわからなかった。自分がどんな状じよう態たいにあるのか。

　おなかの具合が変だ。頭の後ろがうずいている。どうにも頭がはっきりしない。

　上から下に茶色い何かが流れ、その前をぴょこぴょこ何かが動いている。

　それが、茶色い床を歩き続ける誰かの足だと──自分が誰かの肩かたにかつがれて運ばれているのだと気がつくのに、しばらくかかった。

「んあ。」

　息を吐はくとともに思い出す。

　自分たちは『道』を通ってリュキュートの領域に入り込み、ロックキーパーたちの歓かん迎げいを受けたのだ。

　まずギソウルが動いて、戦いははじまった。

　メイも一いち応おう身がまえてはみたのだが──とうてい太刀たち打うちできる相手ではなかった。

　動きについていけないどころか、相手の動きを目で捉とらえることさえできず。

　気がつけば相手は目の前にいて、気がつけばメイはくの字に体を折っていて、気が……いや、何が起こったのか気づく間もなく、意識が途と切ぎれた。

　腹はらの奥おくには重い苦しみ。後頭部にはにぶい痛いたみ。

　たぶん、腹を打たれて身を折ったところで、上から後頭部を一いち撃げきされたのだろう。

　そして今は──誰かの肩に、うつぶせにかつがれて運ばれている。

「気がついたか」

　ま近から声が呼よびかける。同時に自分を運ぶ者の歩みが止まった。

　知らない誰かの声。

　それで、ようやくメイは理り解かいした。捕つかまったのだと。

　──ほかのみんなは──？

　反はん射しや的に身を起こそうと動いたとたん、腹と後頭部に重い苦く痛つうが走り抜ぬける。

「にぎぅるっ」

　思わず呻うめいて力を抜く。他の者から見れば、単に身をよじっただけのようにしか見えなかっただろうが。

　ロックキーパーから食らったダメージが、まだ抜けていないようである。

「大だい丈じよう夫ぶかオイ？」

　今度の声は部下三──シンのものだった。声の響ひびきからすると、どうやら心配してくれているようである。

「……うー……」

　あらためてゆっくりと顔を上げる。気をつけさえすれば頭の痛みはたいしたことないが、腹の奥には重いものがわだかまっている。

「……きぼちわるい……」

「おいおい！　ここでもどしてくれるなよ！」

　自分をかついだ男のあわてた声に、ゆるりゆるりと目をやれば、黒い熊くまの顔があった。

　たぶん、リュキュートに仕えるリワーダーだろう。

　そのままあたりを見回して──

　……はぁぁぁぁぁぁぁぁ……

　深い、深いため息をつく。

　メイは、熊のリワーダーに荷物のようにかつがれていた。頭を前の方に向けて。

　その視し界かいにおさまるのは、長い長い通路の途中。ウッドブラウンの床ゆかにアイボリーの壁かべ。天てん井じようにはありきたりな蛍けい光こう照明。

　もちろん『ありきたり』というのは、『領りよう域いき』内での話だが。

　いや、照明や場所はどうでもいい。

　列を成し、その場に足を止めてこちらに視線を送っているのは、十人以上のリワーダーたち。全員が半はん獣じゆう化かしたまま──つまりは、いつ何があっても戦せん闘とう状態に突とつ入にゆう可か能のう、というわけである。

　いずれも知らない顔である。見た目も服ふく装そうもまちまちだが、共通するのはただ一つ、全員が両の手首に、紋もん様ようの入った赤いリストバンドをつけている。

　ポータルローダーと呼ばれるそれが、この管理領域をエリア移い動どうするためのドアでもありカギでもあることをメイは知っていた。

　いるのはリワーダーたちばかりではない。

　彼らにはさまれるように、シンが、半獣化したままのラフラ・リフラが、そしてギソウルがいる。

　しいていつもとの違ちがいをあげるなら、三人が全員、金きん属ぞく製せいの拘こう束そく環かんで、両の手首を後ろで縛いましめられていることくらいだろうか。

　つまりは──

「……みんなつかまってるし……」

「お前もだ」

　と、シンのツッコミが入る。

　いつもと変わらぬその調子に、メイはなぜか少しだけ、ほっとした。

　──この地にやって来てから、彼女はわずかな違い和わ感を覚えていた。

　いや、正せい確かくに言うならむしろ逆ぎやくかもしれない。

　今までずっとつきまとって離はなれなかった違和感が、少しずつ薄うすくなっているような。そんな気分。

　ロックキーパーが何であるのかを知っていた。蛍光照明がここでは一いつ般ぱん的なものだと知っていた。リワーダーたちが手首につけているものの名前と性せい質しつを知っていた。

　思い出した──というのとは少し違う。知らなかったはずのものを、当たり前に知っていた。そんな、妙みような感覚。

　あるいは、『彼ら』によってかけられた封ふう印いんが、何かの理由で薄れつつあるのかもしれない。

　だが──そんなことはもう、どうでもよかった。

　どうやら、自分の旅もここまでのようだから。

　全員捕まったということは、助けはアテにはできない。

　おおよそのことは聞き知っていた。封印が解とけた時の自分がシンに事じ情じようを話し、それをまた、封印状じよう態たいの自分が聞かされる、という、かなり妙な形での理解だったが。

　そういった話を聞いていれば、だいたいわかった。

　自分はこのあと、リュキュートのもとに連れて行かれて──

　殺されるのだろう、と。

　幾いく度どか封印から解き放たれ、『領域』にまで戻もどって来た自分を、さすがに『彼ら』が許ゆるすはずもない。

　死を考えると──怖こわくなる。

　覚えている限かぎりでも、メイは二度、死にかけたことがある。

　あの感覚をどう表ひよう現げんすればいいのか。

　はじめにあるのは、苦く痛つう。

　苦痛はやがて消えてゆき、そのあとは、少しだけ、眠ねむりに似にている。

　だが、それが眠りと決定的に違うのは──終わる、感覚。

　遠のく意い識しきのその中で、世界と自分とを隔かく絶ぜつする重い扉とびらが閉とざされる、音無き軋きしみを聞くような──そんな感じ。

　きっと扉が完全に閉しまるとき、重い無音を聞くのだろう。聞いてしまったら──もう、戻っては来られない。

　あの時は帰って来ることができた。

　だが、今度は──

　嫌いやだった。

　考えただけで体が震ふるえそうだった。

　だが。震えてはいけない。助けを求める言葉を紡つむいではいけない。

　助けを求めれば、シンが、ラフラ・リフラが、また無む茶ちやなことをするだろう。

　また無茶をし、傷きずつき──ひょっとしたら死ぬかもしれない。

　それはもっと嫌だった。

　だから自分は、助けを求めてはならない。軽口憎にくまれ口を叩たたいて、涼すずしい顔をしていなければならない。

　だから──

「けどほら、あたしがつかまるのは仕方ないし。ヒロイン的ポジション？」

　自然と顔が下を向き、相手に見えない──そんな体たい勢せいにほんの少し感かん謝しやしながらメイは言った。

　声はすこしかすれていたが、それが不自然な体勢のせいか、それとも無む視ししきれなかった恐きよう怖ふのためなのか……どちらなのかは当のメイにもわからない。

「開き直られてもなぁ」

　シンがつぶやき、

「メイ、安心する！　ラフラ・リフラがなんとかする！……いつか！」

　ラフラ・リフラの、ちょっぴり気弱な激げき励れい。

「今じゃないんだ。」

「ところで、気がついたのなら聞きたいんだが」

　と、会話に割わり込こんできたのは黒くろ熊くまのリワーダー。メイに目をやり、

「自分で歩けるか？」

「いやムリ。」

「元気に即そく答とうするなぁ……」

　熊は疑うたがいのまなざしを向けてくるが──これは、メイの正直なところの話だった。腹はらの中にわだかまる鈍にぶい重みの感じからして、たぶん普ふ通つうには歩けまい。

　というか──

「おんぶがいい。かつがれてると、おなか、苦しいし」

「あのなぁ」

　熊はうんざりとつぶやいて──

「いいじゃねえか。おぶってやれって」

　知らない声は後ろから聞こえた。

　メイの今の体勢では、熊の体がジャマになって、そちらを見ることはできないが、どうやらそこにもリワーダーがいるようである。

　声は続ける。

「後ろからついて行ってると、スカートの中身がちらちらして、こっちもどうにも落ち着かねえし」

「──!?」

　メイはあわてて身をよじり、スカートの後ろをおさえようとして──腹に走った苦しみに、結局、身をよじっただけに終わった。

「仕方ないな」

　嘆たん息そく混まじりにつぶやくと、熊はメイを肩かたからずり下ろすようにして背せ負おいなおす。

　メイが両手を熊の首に回し、肩かた越ごしにふり向くと、そこには赤い犬のリワーダーが一人だけ。つまりはこいつが、スカートの中がどうこうと言っていた奴やつということになる。

　恥はずかしさで顔が火ほ照てるのを感じつつ、その犬に向かって、

「まさかロリコンとか」

「なっ……！　ば……バッカ！　オレはガキには興きよう味みねえって！　いやホント！　オレはどっちかっつうともっとこう、大人の女っつうかそういうのが好みで！」

「一つ忠ちゆう告こくしておくが」

　あわてて言いつくろう犬に、熊はふり向きもせずに、うんざりと、

「子こ供どもにからかわれた程てい度どで慌あわてていると、図星くさく聞こえるぞ」

「だっ！　誰だれが慌てるかよっ！　テキトーなこと言うな失礼な！」

　さらにあわてる赤い犬。

　熊は再ふたたび嘆息し、

「とにかく、行くぞ」

「お、おう」

　犬が答えて、列が動きはじめる。

　どこに行くのか──メイはそう聞く気にはならなかった。

　答えはわかりきっていた。

　その前にひょっとしたら、牢ろう屋やに放り込まれる、とかいったワンクッションがあるかもしれないが、やがて行くのは、メイの父と母とを封ふうじた者の一人──

　ヴァータの月を司つかさどる、リュキュートの前。




　虚こ空くうに森が浮うかんでいる。

　地上クロスカデイアの大だい裂れつ溝こう帯たいと、虚空の『月』を繫つなぐ場所。

　シンたちがここに現あらわれ、去ってから、かなりの時間が経たっている。

　だが、いまだ暗いままの偽にせの空には、見せかけの月が変わらず輝かがやいていた。

　いつまでも変わらぬはずの世界に変化が起きた。

　森の端はに、佇たたずむ黒い影かげ二つ。

「さて」

　一方はつぶやいて歩きはじめる。森を載のせた円の端、柵さくの方に向かって。

　あとの一方はもとの場所に足を止めたままである。

　下草を踏ふむ足音がしばらく続き、歩む片かた方ほうがある場所までたどり着いた──その時。

　森が震ふるえた。

　風もなく木の葉がざわついて──

「ブルジオラス様」

「わかっておる」

　森の端に佇む刺青いれずみのディーヴァ、グィツの呼よびかけを待つまでもなく、歩む影──ディーヴァ外がい務む卿きようブルジオラスは歩みを止めてきびすを返す。

　彼とグィツとの間にひろがる、何もなかった場所。その間に割わり込むかのように、白い姿すがたが出しゆつ現げんしていた。

　ロックキーパー。リワーダーはそれのことを、確たしかそう呼んでいたようだが。

「やはり、か」

　観察者のまなざしを白い人形へと向けて、ブルジオラスはつぶやいた。

　彼ら二人は森の端に身を隠かくしたまま、しばらく前の、ターゲットたちと半はん獣じゆう人じんたちとのやりとりを見聞きしていたのだ。

　空を飛んで別の柱に向かう、というのも考えたのだが、柱の数は多すぎる。あてずっぽうに回ってゆけばきりはない。

　それに、空と見えるものが本当に空だという保ほ証しようもなかった。

　メイたちのあとを追うには、人形を倒たおして道を拓ひらくのが一番確かく実じつだった。

　もしも何も知らぬまま、この人形と出会っていれば、ブルジオラスたちとて勝ち目はわずかだっただろう。

　だが、ここで見たことと、地上でリワーダーたちから聞いた話などと考え合わせると、いろいろなことが推すい測そくできる。

「侵しん入にゆう者しやが外周からの一定距きよ離りに近づけば、自動的に同数のこれが生み出される。そんなところだろうな」

　グィツに説明するようにブルジオラスは言う。

　それを確かめるために、まずは一人で外周に向かったのだ。

　彼は一歩を踏み出す。ロックキーパーに向かって。

　途と端たん──人形が動いた。

　地を蹴けり、ひと息でブルジオラスとの間合いを詰つめて──

「──速い──」

　人形が腕うでを振ふるったその時には、しかしブルジオラスは羽ばたき地を蹴り身をひるがえし、その場を跳とび離はなれている。

「──が、絶ぜつ望ぼう的というほどでもない」

　続く人形の追つい撃げきも、やはり足捌さばきと羽ばたきでかわしながら言葉を続ける。

「おそらくこれは、警けい備び員いん兼けん試験装そう置ち。そんなところだな。

　身体能のう力りよくだけならば、普ふ通つうのリワーダーたちより少々上といった程てい度ど。

　リワーダーたちは一定の期間ごとに、選び抜ぬかれた戦士をこの地に送るらしい。そんな戦士たちならば、これを倒すのは造ぞう作さない」

　羽ばたけば空に逃のがれることもできるのだが、ブルジオラスは地上にとどまったまま、

「逆ぎやくに侵入者が選ばれた戦士でなかった場合、攻こう撃げき型がた律崩術クランブルが使えぬこの場所で、これを倒すのは難むずかしい」

　人形の攻撃をのらりくらりとかわし続け、

「何も知らなければ──の話だがな」

　少しずつ、森の方へと近づいてゆく。

「だが、わかってしまえばやりようはある」

　何度目かもわからぬ人形の攻撃からブルジオラスは身をかわす。人形は一いつ瞬しゆん追撃をかける姿し勢せいを見せて──足を止めた。

「行動範はん囲いが決まっているか」

　ブルジオラスはつぶやいてから、宣せん言げんする。

「ならば。

　仕し掛かけるぞ。グィツ」

「はっ」

　応こたえて刺青いれずみディーヴァが駆かける！

　同時にブルジオラスも前に出た。今度は自分の方から距離を縮ちぢめる。

　人形が迎むかえ撃うつ。

　互たがいの間合いに入る直前。

　ぅおぅっ！

　ブルジオラスは声を上げ、地を蹴り横手にまわり込む。人形はすぐさま身をねじろうとして──つんのめるようにバランスを崩くずす。

　足もとの地面に穴あなが出現していたのだ。さして深くも大きくもないが、人形が足取りを乱すには十分なものだった。

　ブルジオラスがたった今、律崩術クランブルで生み出したものである。

　バランスを崩した人形の反対側にグィツがまわり込こみ──

　どっ！

　強きよう烈れつな掌しよう底ていを人形の胴どうにたたき込む！　間を置かず──

　どっ！

　反対がわからブルジオラスの拳こぶし。そして。

　どんっ！

　二人同時の次の打撃が、人形の胴を挟きよう撃げきした！

　人形は一瞬、完全に静止すると、ほぐれほどけてまた縒より集まり、呪環のドアを形成した。

　道は──開いた。

　攻撃型律崩術クランブルが封ふうじられていること、イコール律崩術クランブルが一いつ切さい使えない、という意味ではない。

　そもそもこの『ドア』自体が呪環になっている。つまりはこれも、律崩術クランブルの産物なのである。

　ならば使える律崩術クランブルもあるはずだ。ブルジオラスたちはそう考えて、事前にいろいろな律崩術クランブルを使えるかどうか試ためしておいて、こういう戦法を取ったのだ。

「ゆくぞ」

　ブルジオラスの呼よびかけに、グィツは無言でうなずいて──

　二人のディーヴァは『ドア』をくぐった。




　状じよう況きようは、シンたちにとってほとんど絶望的だった。

　プラスの面を無理にでも上げるとすれば……結局シンは、熊くまに蹴けられずに済すみそうだということくらいだろうか。

　赤い犬が熊に向かって、お前が蹴ると死んじゃうから、と、とりなしてくれたのだ。

　それで一いち応おうとりあえず、熊は納なつ得とくしてくれたようだった。……あいかわらず、シンに向けるまなざしはコワかったが。

　ともあれ一行は、どことも知れぬ場所を進む。

　通路をゆき、普通のドアや普通でない『ドア』を何度かくぐり、また通路を進んでまたドアをくぐり。

　やがて、おかしな──いや、シンの目から見ればおかしな場所へとたどり着いていた。

　一見、爽さわやかな平原。

　緑色の大地がどこまでもどこまでもひろがり、空は青い。

　だが。

　あたりは十分に明るいのだが、見み渡わたせど、空のどこにも太陽はない。いや、ひょっとするとそもそもそれは空ではなく、そんなふうに見える天てん井じようなのかもしれない。

　足もとの地面も芝しば生ふではないだろう。踏ふんだ感かん触しよくからすると、むしろ絨じゆう毯たんに近い。

　普ふ通つうの平原と決定的に違ちがうのは──あちこちに浮うかぶ無数の白い球。

　大きさはそれぞれひとかかえほどだろうか。ひたりと空中にとどまっているもの、ゆっくり動いているもの、地面に沈しずんで消えてゆくものもある。

　ここもやはり、『森』で見た、空中庭園のうち一つなのだろうか。それともこう見えて屋内なのか。

　そんな場所の一いち隅ぐうで、リワーダーたちは足を止めた。

「控ひかえろ」

　リワーダーたちはシンたち四人に命じて、その場に腰こしを下ろさせる。

　黒い熊と赤い犬のリワーダー二人が前に出て、距きよ離りを置いて向かい合わせに膝ひざをついて控える。王を出迎える従じゆう者しやのように。

　他のリワーダーたちはシンたちのまわりで膝をつき──

　だが。

　その先に、謁えつ見けんの玉ぎよく座ざがあるわけでもなく、肝かん心じんの主役が現あらわれる様子もない。シンはあたりにざっと視し線せんを走らせるが、緑の地平のどこにも、自分たち以外の人ひと影かげはなく。

　なのに──

　気がつけば、『それ』はいた。

　熊と犬とが控える間。その向こうで、大きな呪環が二つ輝かがやきながら、不ふ規き則そくに回り続けている。

　その呪環の中に佇たたずむのは──

　何枚まいものローブを重ね合わせたような、ゆったりとした赤い服には、無数の白い紋もんが縫ぬい取られている。

　顔と、袖そでから覗のぞく手のひらは、大理石のように白い。髪かみと、手の甲こうを覆おおう獣じゆう毛もうは燃もえる炎ほのおと同じ色。

　どこかドラグノやディーヴァと似にた印象を受けるのは、その背せに翼つばさがあるせいか。色こそ真し白ろだが、ディーヴァのそれと形は近い。

　紅あかと白との色しき彩さいの中、そこだけ黒い両の瞳ひとみがシンたちの方に向けられていた。

　これが──

　リュキュート。

　ヴァータの月に座ざするもの。呪環を纏まとう異い形ぎようの『神』。

　……やっぱり光ってるじゃねえか……

　メイとラフラ・リフラにそう言ってやりたいところだったが、口に出せる雰ふん囲い気きではない。

　だが──

「一体……どこから……？」

　動どう揺ようの声を漏もらしたのは、シンではなくギソウルだった。どうやら彼女にも、『それ』が出しゆつ現げんする瞬しゆん間かんがわからなかったようである。

　そのつぶやきを無視して、リュキュートは視線をメイに向けると。

「ここまで……来たのか。メイルファード」

　声は、若わかい男のように聞こえた。

「──なにっ──！」

　その言葉を耳にして、シンは思わずメイの方に目をやって、

「お前っ……！　そんな立りつ派ぱそうな名前だったんか!?」

「そんなところでおどろかれても。いや、メイ、としかおぼえてないけど」
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「──ふむ──」

　リュキュートは、そんなメイを興きよう味み深げに眺ながめると、

「記き憶おく封ふう印いんがおかしなふうに作用したか。面おも白しろいな。

　面白いと言えば──」

　リュキュートの視線が動き──

　シンと目が合う。

「シンドレッド＝カイラム……だったか？」

「え？　俺おれ？」

　さすがに彼は面めん食くらう。自分のことなど、メイの取り巻まきその一、といったふうにしか見られていないと思っていたのだが。

　いや、そもそも自じ己こ紹しよう介かいなどしたおぼえさえないのだが。それがなぜ自分の名前が知られている？

　ひょっとして──

　自分たちのことは逐ちく一いち見られていたのか。どこかから。ずっと。

　なにしろ相手は『神』である。それくらいのことはアリなのかもしれない。

「なぜメイルファードを──メイを助けた？

　お前に、わずかながらリワーダーの血が流れていることはわかっている。それが『私たち』の血を引くメイに助力する理由の一つだろうとも想そう像ぞうはつく。

　だが、それだけが理由ではないはずだ。

　故こ郷きようから遠く離はなれ、無む茶ちやとしか呼よべぬことを繰くり返し、自らの命をも危き険けんに晒さらし。

　なぜ、そこまでする？」

「………………………………」

　問われてシンは、眉まゆをひそめて首をかしげる。

　なんだかこのテの質しつ問もんは、誰だれかに何度かされたような気がするが……まさかこんなところまで来て、神サマにまで聞かれるとは思ってもいなかった。

　なんで皆みな様さまそろいもそろって自分の行動に興味津しん々しんか？

　囚とらわれた珍ちん獣じゆうの気分を理り解かいしつつ、頭を搔か──こうとして、両手が縛いましめられていることを思い出す。

「なんでそんなことを知りたい？」

　とりあえずそう聞いてみる。

　知るか、と言いたいところだが、それでは話にもならない。

　まともにケンカを売ってどうにかできる状じよう況きようでない以上、話をして、なんとか少しでも有利な交こう渉しようができるとっかかりを探さがすしかない。

「単に不思議だったから、なのだが。

　語りにくいことでも？」

「そういうわけじゃねえんだが……

　正直俺も、時々自分でも思うことがあるんだ。なんでこんなことにつき合ってるんだろう、ってな。

　だから、うまく説明できるかどうか全然自信ねえんだけど……

　ところで、説明に要いるんで聞きたいんだが、そっちは──あ。そっちのことはどう呼べばいい？　神、か？　やっぱ」

　シンの問いに、『彼』は、なぜかやや沈しずんだ声で、

「……好きに呼んでくれていい。

　それぞれの名はあっても、『私たち』全員を指す呼び名はない。もちろん、リュキュート、と、私の名を呼んでくれてもいい」

「ふむ……」

　シンはしばし考えて、

「じゃあ『あんたたち』は、家族、って感じ、わかるか」

『神々』に向かっての『あんたたち』呼ばわりに、まわりのリワーダーたちが険けわしい視し線せんをシンに向けるが、シンも、そしてリュキュートも気にした様子すらない。

　正直なところ、シン自身も不思議ではあった。こんなにも普ふ通つうにしゃべれることが。

　神、と聞いていたから、てっきりもっとこう……まぶしくて目も向けられなかったり、圧あつ倒とう的なプレッシャーを感じたりするものなのかと思っていたのだが。

　……口にすると、またメイやラフラ・リフラに、イメージが貧ひん困こんだとからかわれそうだったが。

　他ほかのみんなはどうなのだろう、と目をやれば、ギソウルは敵てき意いのこもったまなざしをリュキュートに送り、メイとラフラ・リフラは完全にちぢこまっている。

　メイにしてみれば、両親と自分を封じた相手の一人。ラフラ・リフラにしてみれば、リワーダーが仕えるべき『神』の一人。萎い縮しゆくするのも無理はないかもしれない。

　が、ギソウルは──？

　考えてみれば、彼女は自分の目的を、いまだシンたちには話していない。水を向けてみたこともあったが、やはり語る気はないようだった。

　──もちろん大体の見当はつくが。

　だが彼女の目的がどうあろうと、今この場の主しゆ導どう権けんは、リュキュートにある。

「──家族、か」

　リュキュートの声に困こん惑わくの響ひびき。

「言葉としてなら無む論ろん知っているが、感覚としてはわからんな。『私たち』はずっと、このままの姿すがたでここにいる。家族を持った経けい験けんはない。

　ただ一人──ルファードリオンを除のぞけば」

　言ってちらりとメイに目をやる。

「なら、仲間とか、友達って感じは？」

「想像はできなくもない。『私たち』同士も、この世界でたった五人の仲間、と言えば仲間……だったからな」

　過か去こ形けいで語る彼の口調が沈んだ。

「なら──」

　対するシンは淡たん々たんと、

「その仲間が、納なつ得とくできない理由でピンチになってたとしたら、助けようと思うだろ」

「……思うのだろうな……」

「それが理由の一つ、だな。

　たぶん俺はメイのことを、仲間か、家族みてえに思っちまってたんだろうな」

　その言葉に、ぴくんっ、とメイが小さく動く。

　正直──シンとしても、こういうこっ恥ぱずかしいことを口に出すのは、できれば遠えん慮りよしたいところなのだが……

　あるのだ。

　そういうことを語らなければならない時というものが。

　こっ恥ずかしいとか青くさいとかいう理由で沈ちん黙もくしていては、伝わらないものもある。

　そう自分に言い聞かせて──シンは続けた。

「あとは──見み捨すてるのは寝ね覚ざめが悪い、ってところか。

　たとえば、あとは自分でがんばれ、ってメイを放り出して──それで忘わすれることができちまうのなら、俺はそうしたかもしれねえな。

　けど、そいつはどうにもできそうにねえ。

　……子供ガキの頃ころ、猫ねこ飼かっててな。そいつがある日、ふらりとどっかへ出て行って──それっきり帰って来なかった、なんてことがあってな。

　どこかできっと元気で生きているに違ちがいない、って思おうとしてて……けど、やっぱ、わかるんだよな。自分をだまそうとしてんのが。

　わかるんだ。

　たぶん、もう、生きちゃあいないだろうな、って。

　──いやまあひょっとしたら、生きてる、って可か能のう性せいも確たしかになくはないんだけどな。

　ともかくそれで、どうにもできなかった自分がスゲェ悔くやしいのな。

　今でもさ。時々あんだよ。

　猫の声聞いたような気がして目が覚める、ってのが。

　そうなりゃあ一日最悪だ。

　メイの奴やつを見捨てたら、あの時以上にスゲェ悔しい。たぶんずっと、メイの声を聞いたような気がして目が覚める朝を迎むかえる。

　そんなのはまっぴらだったからな。

　だから──とりあえず、つき合えるところまでとことんつき合ってみよう、って思ってやってたら……」

　と、肩かたをすくめておどけた調子で、

「こんなところにまでつき合っちまった。

　ただ、それだけの話さ」

「……別べつ離りの重さはわかっているつもりだ……」

　リュキュートはつぶやく。

「『私たち』は老いない。

　だが、そばにいてくれたリワーダーたちは、ヒュームに比くらべればゆっくりとではあるものの、やがて年老い……去ってゆく」

「家族や仲間や友人がいなくなるのを歓かん迎げいする奴なんていねえさ。普ふ通つうはな」

「だが──メイルファードは、メイは、お前たちヒュームとは違う。それでも、仲間だと思えるのか？」

「……おいおい。あんただってたった今、仲間のリワーダーと別れるのは重い、って言ったじゃねえか」

「────」

　リュキュートが無言でわずかに身を引く。

「世の中にゃあ確かに、種族やら何やらが違う奴は敵てきだ、なんて考える奴もいるけどよ。

　そうは考えない奴もいる、ってこった。

　何にしろ、種族が違おうがなんだろうが、仲間だ、って思っちまったもんは仕方ねえだろ？

　そういうもんさ。

『あんたら』も俺らも、心ってもんがあるんだからよ。

　で、だ。

　それがわかる、ってぇなら頼たのみてえことがある」

　シンはリュキュートをまっ正面から見て、

「メイの奴を両親に会わせてやってくれ」

『………………』

　ほとんど全員が、あきれた顔でシンを見やる。

　正気かこいつは？　一体何様のつもりなのやら。自分の置かれた立場がわかっていないのか。そんなまなざしをシンへと向けて。リワーダーたちのみならず、メイやラフラ・リフラ、ギソウルまでが。

　ただ──リュキュートを除のぞいて。

　答えはしばしの逡しゆん巡じゆんの後。

「……即そく答とうはしかねるな」

『………………!?』

　今度は全員でリュキュートを見る。

　普通なら、バカにするなと怒ど鳴なるか鼻で笑うか、何にしても即答で否ひ決けつである。これのどこにどう検けん討とうの余よ地ちがあるというのか？

　誰にもわからない。リュキュートと──そしておそらくシンを除いては。

「どういうつもりだ？」

　リュキュートに向かって言い放ったのは、ギソウルだった。挑いどむようなまなざしを『神』へと向けて、

「何を企たくらんでいる？」

「企む？」

「ああ。

　なにしろそちらは、都つ合ごうの悪い連中は平気で城しろごと吹ふき飛ばすような真似まねをしてくれる『神様』だ。

　まさか今いま更さらメイに対する慈じ悲ひの心が湧わいてきた、などとは言わないだろう？」

「……五十年前の話か……」

　リュキュートの声が重くなる。

「──五十年前──」

　ギソウルは、睨ねめつける瞳ひとみの奥おくに憎ぞう悪おをたたえ、

「あの戦争があった時。

『お前たち』は天から光を降ふらせ、我われらディーヴァの王おう城じようを、文字通り消しよう滅めつさせた。あの時城に何百何千のディーヴァがいたのか。はっきりとした数はいまだにわからない」

　はたで聞きながらシンは思い出す。レゼルドが、確たしかそんなことを言っていたと。

　対するリュキュートは、どこか疲つかれた表ひよう情じようで、

「……あれは我らの総そう意いではない……」

「総意ではない、だと？」

　一方ギソウルは揶や揄ゆするように、

「我々の調ちよう査さによれば、テラーの月の力が使われていた、ということだが。まさかあれだけのこと、テラーの月のマーレイア一人の力で為なしたわけではあるまい？」

　リュキュートは──

「総意では、ない」

　同じ言葉をくり返す。

「……マーレイアの独どく断だんと言い張はるか」

　ギソウルの問いを、彼は肯こう定ていせず──かわりに否定もしない。ただ沈ちん黙もくし、ギソウルに目を向けるのみ。

　その目をギソウルは見返して、

「──もしそうだったとしても──

　お前たちはその独断を止めなかった。止められなかった。ならば同じだ。

　そんな連中が、今さらメイに温情を与あたえる気になった、などとは考えられん。

　ならこう考えるしかないだろう？

　何かを企んでいる、と」

「……好きに想そう像ぞうするがいい」

　言い放ち、リュキュートは視線をギソウルから外し、全員を見み渡わたす。

　ラフラ・リフラとメイは目を伏ふせたまま。

「メイルファード。何か言いたいことは？」

　名前を呼よばれたそのとたん、メイは、ぴくんっ、と小さくふるえ、かすかに口もとを動かして──結局何も言わぬまま、力なく左右に首を振ふる。

「そうか──ともあれ処しよ遇ぐうが決まるまで、しばらくおとなしくしていてもらおう」

　リュキュートの言葉が会話の終わりを告げた。

　リワーダーたちに促うながされ、シンたちはその場に立ち上がり。

　気がつけば、リュキュートの姿すがたはもはや、どこにもなかった。




　悲鳴が白い廊ろう下かに響ひびく。

　シンはベッドから飛び起きて、悲鳴の主へと呼びかける。

「メイ！　どうしたメイ!?」

「何、あった!?」

　別の場所からはラフラ・リフラの声。

　シンのいる場所から少女の様子は見えない。鉄の格こう子しに顔を押おしつけても、見えるのはただ、正面の白い廊下だけ。

　彼らが今いるのは、牢ろうの中だった。

『神』がいるような所にも牢こんなものはあるのだと、シンはそんなことに驚おどろいていた。

　今までにも、『道』を通って侵しん入にゆうして来た者がいたのか。あるいはメイたちのために即そく席せきで牢を作ったのか。仮かりに後者であったとしても、シンはそれほど驚かない。

　なにしろ相手は『神』なのだから。

　しかしここは、牢と呼んでしまうには、やや快かい適てきすぎる場所だったが。

　白をベースとした内ない装そう。ベッドは大きいとはいえないが、部屋の奥には間仕切りがあり、トイレと、なんとシャワースペースまであった。

　一方が鉄格子でなければ、ミニホテルとして使えそうである。

　長い長い白い廊下の片かた側がわのみに、そんな部屋がずらりと連なっている。

　リュキュートとの話を終えたあと、連れてこられたのがここだった。

　同時に運ばれてきた簡かん単たんな食事をがっつくと、今度は部屋のベッドから目が離はなせなくなった。

　考えてみれば、地上で『道』に入ってからリュキュートに出会った時まで、シンたちは仮か眠みんすら取っていなかった。たまらずベッドに倒たおれ込こみ──

　睡すい魔まを意い識しきする暇いとまさえなく眠ねむりについて、今、メイの悲鳴に起こされたのだ。

　彼女がいるのは確か、シンの隣となりのはずだが……

「おい！　メイ！」

「……ん……あぁ……」

　何度か呼びかけるうちに、吐と息いきと安あん堵どの混まじった呻うめき。

「……あー……夢ゆめ見た……」

「そんなオチかよオイ」

　肩かたからがっくり力が抜ぬける。鉄格子から身を離し、そばの壁かべに背せ中なかを預あずける。

　胸むねをなで下ろし──ふと思う。今は一体いつごろなのだろうと。

　こちらに来てからは、昼も夜もわからないような場所をただ移い動どうし続けていた。この牢にも廊下にも窓まどはなく、あるのは人工の明かりのみ。陽ひが出ているのかどうかもわからない。いや、そもそもこの領りよう域いきとやらに、昼や夜があるのかすらも不明なのだ。

　たぶん、牢に放り込まれたのが明け方くらいで、今は昼前くらいではないかという気はするのだが。体の疲つかれはある程てい度ど抜けているが、眠気は多少残っている。

「……悲鳴上げるような夢だったのか……」

　問うと、メイはわずかに沈ちん黙もくしてから、息を切らせてかすれた声で、

「夢の中で……部下その三が……あたしのイチゴショートケーキをむりやり……」

「それは、叫さけぶ」

　と沈ちん痛つうにラフラ・リフラ。

「叫ぶんだ」

「くだらん」

　ギソウルの声もする。

　どうやら今ので、全員の目が覚めたようである。

　今の悲鳴が、ケーキがどうのという夢のせいとはシンには思えなかったのだが、メイ自身がそうだと言っているのだ。そういうことにしておこう。

「しかし……今の声にもリワーダーが様子を見に来る気配もないな。まさかとは思うが、見み張はりの一人もいないのか？」

　ギソウルの指し摘てきに、シンも今さらながらに気づく。寝ねた子を起こす悲鳴にも、誰だれ一人ひとりとして姿すがたを現あらわさないことに。

　再び鉄てつ格子ごうしに近づいて、廊ろう下かの様子をうかがうが、足音一つ聞こえるふうもなく。

「どうせ抜け出せっこねえ……って思われてるか、でなきゃあ、実は人手不足か、だな。

　少なくとも、リワーダーがここに『選ばれた戦士』を送ってるペースからして、何百何千って数がいるとは思えねえからな」

　シンは言う。皆みなの顔が見えないせいか、つい大きな声になってしまうが。

「舐なめられたものだ」

　ギソウルの口ぶりに、一いち抹まつの自信が混じっていることにシンは気づいた。鉄格子を握にぎるその手に、知らずと力を込めて、

「ひょっとして、何かここを出るテがあるのか!?」

「いや。無い」

「おぉい。」

　脱だつ力りよくし、格子を握った手がずるりと滑すべる。

　まあ、そうそう簡単に抜け出せるとは思っていなかったが。

　いかにも牢ろう屋や、といった感のある鉄格子である。太い格子が、なんとか腕うでを通せるほどの間を置いて並ならんでおり、所々に横よこ棒ぼうの補ほ強きよう。

　格子の一部がドアになっているのだが、普ふ通つうの牢と違ちがうのは、一見してカギらしきものがないということ。なのにドアは開かない。

　一体どういうしくみになっているのか──

「我われ々われがここに放り込まれて……リワーダーたちが立ち去り、お前のいる方から寝息が聞こえてきたあとも、しばらくいろいろ試ためしてはみたのだがな」

　シンの落らく胆たんにギソウルは、言葉にトゲを含ふくませ返す。

「……悪かったなとっとと寝て」

「気にするな。お前が起きていて何かをしたところで、どうこうできる話ではない。無む駄だに起きているより眠って体力を回かい復ふくした方がまだましだ」

　役立たず呼よばわりに、言い返そうとして、結局やめた。

　そんなことを言い合っている場合ではないし──なによりへたなことを言っても、さらにイタい言葉のトゲが返ってきそうな気がしたのだ。

「……で、どうだった？」

　とりあえず、シンはベッドに腰こしかけて、ギソウルに話の先を促うながしてみる。

「どうもこの中は律崩術クランブルが封ふうじられているらしい。攻こう撃げき型がた律崩術クランブルはもとより、格こう子しを直ちよく接せつ物ぶつ質しつ干かん渉しようして破は壊かいしようとしたり、壁かべや床ゆかを切せつ削さくしようとしたりもしてみたが、律崩術クランブルそのものが発動しない」

「……そうか……」

　あいづちをうちながらも、シンは何か引っかかるものを感じていた。

　律崩術クランブルでだめなら──

「ラフラ・リフラ！　ダメもとで聞いてみるんだが、お前の力でこの鉄格子──」

「無理。決まってる」

　憮ぶ然ぜんと即そく答とう。

「……だよなぁ……」

　当たり前といえば当たり前の答えなのだが。

「打つ手なし、か……」

「うわ。なんであたしには何も聞かずに」

　つぶやくシンに、メイの抗こう議ぎの声。仕方なく、

「メイ、お前は何も手はないよな」

「うん。……けどその聞き方腹はら立たつ」

「気にすんな。そのへんはお互たがい様──」

　言いかけて。

「……おいメイ、お前、この牢に入れられてから、何か変わったことってねえか？」

「え？……うーん……こっちへ来てから、ちょっとだけ頭がすっきりしたような気はするけど……」

「いや、牢に入れられてからの話だ」

　メイの声はしばし沈ちん黙もくしてから、

「別に」

「……そうか……そうか。そうかそうか！」

　シンは座すわっていたベッドから立ち上がり、さして広くもない床をうろうろと歩き回りはじめる。

「おい、どうした？」

　いぶかしむギソウルの問いかけに、

「ギソウル！　あとついでにメイ！」

「ついでって」

「ラフラ・リフラ、抜ぬき？」

　茶々は無む視しして、

「聞いてくれ。この中でも、ある種の律崩術クランブルは使えるはずなんだ！」

「……何を根こん拠きよに……」

　期待薄うすげに問うギソウルに、シンはきっぱりと、

「メイにかけられた封印が解とけてねえ」

　あ、と、誰かの小さな呻うめき。

「メイは『神サマ』たちから、律崩術クランブルで記き憶おくと力に封印をかけられてる。とはいっても、完全な封印ってわけじゃねえ。現げんに今までも、いろんなきっかけで一時的に封印が解ける時があった。

　いいか。ここでのポイントは、一時的に解ける、ってことだ。

　つまりメイの封印はかけっぱなし、ってタイプじゃねえ。もしそうなら、一いつ旦たん解けたら解けっぱなしになるはずだ。

　そうじゃないなら、何かの形でずっとメイに干かん渉しようし続けて封印状じよう態たいを保たもってる、ってことだ。

　で、ここでその封印が活いきてる、ってことは……

　ある種の律崩術クランブルは使える、ってことじゃねえのか？」

「なるほどな。いろいろな律崩術クランブルを試ためしてみる価か値ちはあるということか」

「そういうこった。

　前にメイが、カギ開ける律崩術クランブルでうちに入ってきたことあったろ？　同じ要よう領りようで……ってわけにはいかねえだろうが、なんとかならねえか？」

「をを」

「なら早さつ速そく──」

　メイとギソウルは言って、ぶつぶつとつぶやきはじめる。いろいろな律崩術クランブルを試してみているのだろう。

　シンとラフラ・リフラには、ただ結果を待つことしかできないが。

　どれくらい、そのまま時が流れただろうか。

「……あ……」

　メイの漏もらした声は、なぜかわずかにかすれていた。

「どうした？」

　待つのに飽あきていたシンがなんとなく問うと、

「ごめん。今ちょっと集中したくて」

　返ってきたのは、いつになく真しん剣けんなメイの声。

「……わかった」

　やや面めん食くらいながらも答えてベッドに腰こしかける。

　口をつぐんで座っていると、さまざまなことが頭の中を駆かけめぐる。

　今までのこと。これからのこと。考えなければならないこと。考えてもどうにもできないこと。

　何かが頭の隅すみに引っかかっている。

　だがその何かが何なのかわからない。

　あと一歩で、何かが摑つかめそうな気がするのだが、あるいはそれはまるっきりの気のせいなのかもしれなくて。

　気になるのは、自分たちに対するリュキュートの反はん応のう。

「おーい部下その三」

　あれではまるで──

「シンドレッド」

　長いような短いような思考を断たち切り名を呼よばれ、はっ、とシンは顔を上げる。

　廊ろう下かに面した鉄てつ格子ごうし。

　そのすぐ外には、メイとラフラ・リフラ、二人がいた。

「出られたのか!?」

　シンは声を上げて立ち上がる。

「こんなかんじで」

　メイは右手の人差し指を立て、ゆっくりと振ふりながら──唄うたう。

　シンには意味のわからぬ言葉を。聞いたことのないメロディに乗せて。さながら異い国こくの指し揮き者しやのように。

　知らないはずの──なのに、なぜかどこかなつかしい曲。

　かちりっ、と小さな金きん属ぞく音おんが、短い演えん奏そうの終わりを告げた。

　カギらしきものさえ見あたらぬ格子のドアが、きしみも立てずにゆるりっ、と開く。

「……おー」

「ちょっとじまん」

　シンが漏らした感かん嘆たんの声に、メイは胸むねを張はる。

「なら、こっちも頼たのむ」

「おっけー」

　ギソウルの呼びかけにメイはそちらの方へと歩み行き──

　シンが開いたドアをくぐった時には、そちらの開かい錠じようも終わっていた。

「助かった。しかし、よくこれだけの短時間で開錠の方法を見つけたな」

「ふふーん」

　ドアをくぐりつつ言うギソウルに、またもやメイは鼻高々。

　だが──なぜだろう。メイのそんな姿すがたに、シンが一いち抹まつの違い和わ感を覚えてしまうのは。

　……ひょっとして、メイが役に立っているということが珍めずらしいだけかもしれないが。

　ともあれ今は、まず行動。

「長なが居いは無用だ。急ぐぞ」

　ギソウルに促うながされ、四人は駆かけ進みはじめる。連れて来られた道を逆ぎやくにたどり、無人の廊下を塞ふさぐ鉄てつ格子ごうしのカギは、やはりメイが開錠し──

「出るはいいけど、そのあとどうするんだよ」

　白い廊下を行きながら、シンは誰にともなく言う。

「出てから考えればいい」

　先頭を行くギソウルは、ふり向きもせずに言い放つ。

　どこまでも続く白い廊下に白い壁かべ。しかし──連れてこられた時、ここの廊下はこんなに長かったか？

「ほら、ここのリワーダーが赤いリストバンドしてたわけで」

　シンの後ろからメイの声。

「あれがあると、いろんなところに行けるし」

「そういうことがわかるのかメイ？」

「うん」

　と、説明なしの短い答え。根こん拠きよはわからないが、ともあれメイの言葉を信じるとするならば──

「つまり、そのリストバンドを手に入れなきゃあならねえ、ってことか」

「ラフラ・リフラに任まかせる！」

　しんがりのラフラ・リフラが気安く請うけ合い──

「あ、ここでストップ」

　唐とう突とつなメイの制せい止しに全員が立ち止まった。

　それまでと変わらぬ廊下の途と中ちゆう。両側には変わらぬ白い壁があるばかり。

　だがその壁に、メイが知らない歌を綴つづると、ぽっかりと四角い穴あなが穿うがたれた。

「隠かくしドアか」

　つぶやいて、まずギソウルがそこをくぐる。

「そんな感じ。反対側から見ると普ふ通つうのドアに見えるけど」

　メイの解説を背せ中なかに聞いて、シンはドアをくぐりつつ、

「けどよ、リワーダーのつけてるブレスレットだかリストバンドだかを取るって、どうやって？」

「もちろん──！」

　メイに続いて最後にドアをくぐったラフラ・リフラは、威い勢せい良く声を上げて──

　そこで沈ちん黙もくする。

　どうやら思い出したようである。相手は、リワーダーの中から選ばれた戦士たちなのだということを。

　ついでに言うなら、今こちらには武ぶ器きもない。ギソウルが持っていたダガーや、呪じゆ紋もんを刻きざんだメイのブレスレットは捕つかまった時に取り上げられたし、シンが手放した方の一ふりも没ぼつ収しゆうされたままである。

「いや。やりようはあるはずだ」

　と、あたりを見回してギソウルは言う。

　隠しドアを抜ぬけた先はまた通路。しかし先ほどとは明らかに様子が変わっていた。

　茶色の床ゆかにアイボリーの壁。長い通路ではあるものの、あちらこちらにドアらしきものが見える。

　後ろの隠しドアを無む視しすれば、通路は正面と左右にのびていた。

　そのいずれにも、誰だれかのいる気配はない。

「我われ々われが逃にげたとわかれば、必ず追っ手はかかるはずだ。しかしこちらの居場所がわからなければ人手は分散する。

　攻こう撃げき型がた律崩術クランブルの使える場所で、二人がかりで一人を相手にすれば、勝算は十分以上にあるはずだ」

　ギソウルは言った。二人、と。

　つまり彼女とラフラ・リフラのことである。シンは員数外として扱あつかわれたわけだが──仕方あるまい。

　ギソウルには律崩術クランブルという武器があり、ラフラ・リフラには半はん獣じゆう化かの能のう力りよくもある。

　しかし得え物ものを持たぬシンには、ここにいるリワーダーたちへの対たい抗こう策さくがない。

　まさか、現あらわれるリワーダーたちことごとくを、金的蹴げりで沈しずめることなどできるはずもないだろうし。

「ならその作戦でいくとして、だ。

　さしあたって、どっちに行く？」

　とりあえず、シンは誰にともなく聞いてみる。

「確たしか、来たの、正面から」

　ラフラ・リフラの言葉にギソウルが続けて、

「なら、別の道がいいだろう。こっちの動きに気づいてやって来た追っ手と鉢はち合あわせ、などという事じ態たいは避さけたいからな」

「ならこっちへ」

　言って右手の道を指したのはメイだった。

「わかるのか!?」

「いや。カンだけど」

　答えにシンは脱だつ力りよくするが、案内板のようなものがあるわけでもなし。ならばメイのカンとやらに頼たよってみるのもいいだろう。

　結局のところ一同は、右の道へと進みはじめた。




　無む限げんに続く青空の下、どことも知れぬそんな場所に、リュキュートは一人佇たたずんでいた。

　光は『神』の影かげをくっきりと大地に刻んでいるが、天を仰あおげど陽ひはもとより、光こう源げんらしきものさえ何もない。

　赤い『神』のそばに、あるいは浮うかび、あるいは宙ちゆうを流れゆくは、無数の白い光の球。

　リュキュートはそのうち一つを指でさし、そのまま指を横に滑すべらせる。

　従したがうように光は大気の中を滑って、別の光球とぶつかり、溶とけ混まじる。

　聞こえぬ音を響ひびかせて、世界の一部が書き替かわる。




「メイ、どうした」

　聞こえたラフラ・リフラの声に、シンは足を止め、ふり向いた。

　彼の後ろを行くメイは、何もない通路の途と中ちゆうで足を止め、何もない壁かべの方に視し線せんを向けていた。

　さながら、聞こえぬ音でも聞いたかのように。

「隠かくし扉とびらでもあんのか？」

「あ。いや。何でも」

　シンの問いに彼女はあいまいに答える。

「………………」

　シンはわずかに眉まゆをひそめるが、ゆっくり話を聞いていられる場合ではない。

　一行は再ふたたび進み行き──やがて通路の行き着く先にあったのは、壁と同じ色のドア一枚まい。

　ギソウルは慎しん重ちようにドアを開けて──

　光が。

　全員の目を射いる。

　ドアをくぐったそこは外だった。

　明るい陽ざし。緑の芝しば生ふ。石いし畳だたみの道。木々が集まった、小さな小さな林。勝手に生えたのか植えられたのか、ところどころに小さな黄色い花が、吹ふく風に揺ゆれている。

　手入れされた庭か何かのようではあるが──緑がしばらく続いた先には、背せの高い白いフェンス。その向こうに見えるのはただ青い空のみ。

「……ここもやっぱり、空中庭園の一つ、ってことか」

　シンはつぶやいた。

　もしあのフェンスのそばに佇み、見み渡わたせば、青空が天から地へと繫つながっているのが見えるのだろう。底すら見えぬ青い無限に柱が立ち並ならんでいるのだろう。

　ならばこの草も木も風のかおりも、空にかがやく太陽も、果たして本物なのかどうか。

　考えてみれば──

　これだけ緑があるというのに羽虫の一匹ぴきも飛んではいない。

　たとえ何かがどれだけ本物のように見えたとしても、ここでは、ほとんどのものが偽にせ物ものなのだ。そんな思いが頭をよぎり、シンはなんとなく寒気を覚えた。

　気分をまぎらわせるようにふり返り、自分たちが出てきた所を見てみると、そこにはゆるい弧こを描えがいた、どこまでも続く白い壁。高さはちょうど平屋の家くらいだろうか。牢ろうの外そと塀べいにしては低すぎるような気がするが──

　ここが一体どういう場所なのか、正直言って見当がつかない。

「とりあえず、出るには出たようだな」

　つぶやいてギソウルは歩きはじめる。小さな林の方に向かって。

　十分に身を隠せるような場所でもないのだが、何もないひらけた場所で立ち話をするよりはマシだろう。全員で林の中へと移い動どうして、あらためてあたりを見回し──

「……ここって……」

　シンはつぶやいた。

　たった今出てきた白い壁。下にいると見えなかったが、少し離はなれれば、その上に、いくつもの白い家があるのがわかる。

　建物の様式は、人間ヒユームのものに近いだろう。デザインは洗せん練れんされたものではあったが、逆ぎやくに言えば温あたたかみに欠ける。

「街か……！」

「まさか、『神』がうじゃうじゃ住んでいる、などということはないだろうな」

　笑えない冗じよう談だんを言うギソウル。

　どうやら自分たちが閉とじこめられていた牢は、街の地下というか基き礎その部分に作られていたようである。

　今いるのはその外周部。

「とりあえずあたりを偵てい察さつしてくる。お前たちはここにいろ」

「あ。待った」

　言って翼つばさをひろげるギソウルを、メイはおしとどめ、

「えっと。あんまし高く飛んだり柵さくっていうかフェンスの外に出たりしないよーに。あれ、空に見えるけど壁だから」

「壁だと？」

　いぶかるギソウルに、メイはこくりとうなずいて、

「さわれないけど、飛んでも飛んでも前に進まないようにできてる」

「……わかった。注意する」

　本当にわかったのか、はたまた調子を合わせただけか。とりあえずギソウルはうなずいて羽ばたき、宙ちゆうに舞まう。

　それを見送って──

「……おい。メイ」

　シンは彼女に問いかける。

「お前──何か思い出してるだろ？」

　リワーダーの大地から『道』を通って森の空中庭園に出た時。メイはギソウルに、柵の外に行くなとは言わなかった。

　いや、飛んで自分たちを運べ、といった意味のことまで言っている。

　それが今は──壁があるから注意しろ、である。

　つまり彼女は、あれから今までの間に、何かを知るか、思い出すかしたのだ。

　シンの問いにメイは──ただ、無言で微笑ほほえんだ。

「──？」

　いつもとは全く違ちがうその笑えみに、シンの心しん臓ぞうがはね上がる。

　覚えたのは──甘あまい思い、などではない。

　そんなものとは似にても似つかぬ、いわれの知れぬ暗い予感。

　これは一体……何なのだ？

　これと同じような笑みを、前にも見たような気がする。

　だが一体、いつ、どこで？

　理由なく湧わいた不安を隠かくし、シンは正面からメイの瞳ひとみをのぞき込こむと、
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「いや、できればちゃんと説明してくれ。ここまで来て、今さら隠し事はナシだぞ」

「別に隠してるわけじゃないし。

　思い出したとかじゃなくて、なんというか……」

　メイの言葉を遮さえぎり、風が鳴る。

　出しゆつ現げんした気配に目をやれば、そばには、さきほど飛び立ったはずのギソウルの姿すがた。

「ん？　サイフでも忘わすれたか？」

　冗談めかして問うシンに、彼女は苦い表ひよう情じようで、

「早速で悪いが──

　見つかった。逃にげるぞ」

『な──!?』

　一同揃そろって声を上げる。

　考えてみれば──虫どころか鳥さえいないこんな場所。飛べば確たしかに視し界かいもひろがるが、逆に目立つことにもなる。

　だがシンたちが逃げ出すより先に。白い壁のその上に、姿を見せる三つの人ひと影かげ。

　見知らぬ男が三人ばかり。今は全員人の姿で、両の手首にはリストバンド。大人数ではないものの、相手が何者かを考えれば、まともに戦うのは得とく策さくとは言い難がたい。

　シンたちがいるのは木立の間。とはいえ、相手から隠れ通せるほど草木が生おい茂しげっているわけでもなく。

　壁の上に現あらわれた男たちは、すぐさまシンたちに目をとめて、

「てめえら！　どうやって逃げやがった!?」

　うち一人、金きん髪ぱつの青年が上げた声と調子に、シンは聞き覚えがあった。思わず木々の間から踏ふみ出して、

「あ！　お前ひょっとしてあの、赤い犬か！」

「[image: ]っ……!?」

　シンの呼よびかけに青年はのけぞり──他の二人が失しつ笑しようする。

　青年は怒いかりに顔を染そめながら、

「だっ！　誰だれが犬だボケ馬ば鹿かにしやがって！　狼おおかみだ狼！」

『あ。』

　シンとメイとギソウルが、思わず同時に声を漏もらした。

　ラフラ・リフラとつき合っていたせいで、ついあの姿を見て、犬だと思い込んでしまったのだが──

　──そーだよな。ふつーは狼だよな──

　赤犬……もとい。赤せき狼ろうはシンにとって、熊くまに蹴けられそうなところをとりなしてもらった恩おん人じんである。とりあえず、素す直なおに謝あやまることにする。

「いや、すまん！　マジで間ま違ちがえた！　別にからかったわけじゃないんだ！」

　シンの謝しや罪ざいに、相手はさらに顔を赤くして、

「余よ計けい悪いわぁぁぁぁぁぁっ！」

　……考えてみれば確かにそうである。

「いーだろう！　その挑ちよう発はつ、乗ってやらあ！」

「あ！　いや！　そういう意味じゃあなくてだな！」

　シンの弁べん解かいを聞こうともせず、青年は半はん獣じゆう化かをはじめた！

　金色の髪かみは徐じよ々じよに色を濃こくして、燃もえるような赤になり──

「何をやっている！　逃げるぞ！」

　ギソウルの声で我われに返ると、メイたちはすでに、右手の方に駆かけ出している。あわててシンもそちらに走りゆく。

　駆けながら、ラフラ・リフラも半獣化を開始した。

　闘とう志しが、感情のたかぶりが、全身に刺青いれずみのような朱あかい紋もん様ようを浮うかび上がらせる。その紋様──小さな呪じゆ紋もんの集合体は、自身の意志に反はん応のうし、肉体を急速につくり変えてゆく。

　その時リワーダーたちが味わうものは、無む限げんの苦く痛つうか無限の歓かん喜きか。

　やがてラフラ・リフラは金色の半獣と化し──

　ほとんど同時に、背はい後ごに気配。ふり返る必要もなくわかる。街から現れた男たちが半獣化を終えて追撃を開始したのだ。壁かべの高さは屋根程てい度ど。飛び降おりるのはリワーダーならずとも造ぞう作さない。

　シンや、ましてメイの足では逃げ切れまい。

「ちっ！」

　ギソウルは舌したを打つと──

　くるぉぉぉぉぉぉぉぉぉぅっ！

　右手を後ろにかざして吠ほえたその途と端たん、いくつもの光のつぶてが虚こ空くうに生まれ、後ろに向かって解とき放たれる！

　後ろで無数の小さな爆ばく発はつ音おん。それに混まじって、追い来るリワーダーたちの悲鳴。

　どうやらここでは、攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルが使えるようである。

　とはいえ、戦える状じよう況きようではない。たとえばメイに近づかれれば、ギソウルの武ぶ器きである飛行能のう力りよくも律崩術クランブルも封ふうじられることになる。

「ここで足を止める！　お前たちは先に！」

　吠ほえてギソウルはふり向き、羽ばたく。

　確たしかにこの場はむしろ、彼女一人の方がやりやすいだろう。翼つばさある身なら、しばし追っ手たちの足を止め、先行した一同に追いつくことも難むずかしくはないだろう。

「すまんっ！」

　シンが応こたえて、三人はギソウルにその場を任まかせて駆けてゆく。

　後ろで攻撃型律崩術クランブルの炸さく裂れつする音を聞きながら。




　足音がいくつか近づき、遠ざかる。

　主あるじのいない家の中、シンたち四人は、じっと息をひそめていた。

　とりあえず、追っ手をまくのは成功したようである。

　ギソウルがリワーダーの足止めをしていた間に、シンたちは、追っ手から見えない場所で壁の上へと上がった。シンやメイにとってはハシゴもなしに上れるような高さではなかったが、ラフラ・リフラにちょっと押おし上げてもらえばこと足りた。

　空き家とおぼしき一軒けんのカギをメイが開け、シンが指ゆび笛ぶえでギソウルに合図を送り、ともに隠かくれたのだ。

　ギソウルが合流する時に、一いつ旦たん見当違いの方に飛んでみせてから、低空飛行でここに向かってくれたおかげか、追っ手たちはこちらを捜さがしあぐねているようだった。

　追っ手たちの足音は、やがて遠ざかり、消えてゆく。

「……それにしても……」

　安あん堵どの吐と息いきとともに、シンは声をひそめてつぶやく。

「何なんだ。ここは……」

　どうにもおかしな場所だった。

　壁の下から見上げた時、シンは、ここをリワーダーたちの住む街だと思っていた。

　だが、それが間違いだったことはすぐにわかった。

　街に並ならんでいたのは、すべて同じデザインの二階建て。

　外から見た感じもそうだったが、内ない装そうの印象も、人間ヒユームの家に近い。

　それに、リワーダーたちの家にしては、数が多すぎる。

　入った時に調べたのだが、一通り家具は揃そろっているものの、生活用品が一いつ切さいない。窓まどにはレースのカーテンがあり、テーブルやイス、寝しん室しつにはベッドがあるのだが、棚たなの中身はどれもからっぽ。衣類や食べ物さえもなし。

　武器になるものでもないかと探したが、キッチンナイフの一本さえも見当たらず。

　生活感は皆かい無むなのに、床ゆかには埃ほこりも落ちていない。

　誰もここに住んではいない。そのことだけは確かだった。

　まるで、主の入にゆう居きよを待ちわびたまま、忘わすれ去られたかのような──

　そんな家のダイニング・ルームに四人で陣じん取どり、レースのカーテン越ごしに外を見やれば、ここと同じ外見の家々がずらりと連なっている。

　無む機き質しつな家が整然と並ならぶそのさまは、連なる墓ぼ標ひようを想おもわせて。

　たぶんこの街中のどの家も、同じつくりで同じ家具が同じに配置されていて──誰も住んではいないのだろう。

　そんな根こん拠きよのない確かく信しんが、シンの脳のう裏りにはりついていた。

　通りの植木も、縦じゆう横おうに走る道路も手入れは行き届とどいているのだが、あたりに動くものといえば、時おり姿すがたを見せる追っ手のリワーダーたちくらいのもの。

　まるで手入れの行き届いたゴーストタウン。

「わからん」

　シンのつぶやきを耳にしてか、ギソウルが言う。

「私を見つけたリワーダーたちも、ここに住んでいるというより、街の中をパトロールしているような様子だった」

「誰かの住んでるにおい、しない」

　と、ラフラ・リフラ。半はん獣じゆう化かしたままなのは、いつ戦いがはじまってもいいように、だろう。

　ギソウルは面おも白しろくもなさそうに、

「リワーダーが住んでいるわけでもないというのなら──

　一体何のためにあるんだ？　この街は？」

「さあな。──メイ、お前は何か知らねえか？」

　シンに問われて、メイは左右にふるふる首を振ふり、

「さあ。

　あ。けど、一つ意見が。

　どうせだし今のうちに腹はらごしらえするとか」

　言われて──一同は、はじめて空くう腹ふくに気がついた。

　考えてみれば、牢ろうに放り込こまれた時に食事をしたきり、何も口にしていない。

「それはいいけどよ……食いもんってあるのか？」

　あたりを見回し、シンは言う。

　誰も住んでいなさそうなこんな所に、食べ物があるとも思えない。ざっと家の中を見て回った時にも、それらしきものは見当たらなかった。

　となるとこの中の誰かが、食料を持っているかどうか、なのだが……

　ここ──リュキュートの領りよう域いきに来る前は、全員が携けい帯たい食料を準じゆん備びしていた。

　だがシンは、『道』を通る前のディーヴァとの戦いで、それを入れた荷物を放ほうり出している。

　他の三人に関しても、捕つかまった時に、武ぶ器きともどもに荷物も取り上げられていた。

　ラフラ・リフラとギソウルは困こまった顔で視し線せんを交かわし──

「あたし持ってる！」

　意外にも、メイが自じ慢まんげにそう言うと、自分のシャツの中に手を突つっ込んで、しばらくごそごそやってから、

「ほーしーにーくー」

　取り出した数すう枚まいの干ほし肉を右手にかざす。

「うわお前そんな所から……」

　さすがにちょっと引くシンに、対するメイは、きょとんっ、として、当然のように、

「だってほら。大事なものは肌はだ身み離はなさず。

　あ。ちゃんとみんなにもあげるし」

「メイ、心、広い」

「なら遠えん慮りよなくもらうぞ」

　言って干し肉をさし出すメイから、ラフラ・リフラとギソウルは一枚ずつ受け取って、早速口へと運ぶ。

　──いーのかお前ら。本当にそれでいーのか──

　その光景に、シンの頰ほおに汗あせがにじむ。

　忠ちゆう犬けんラフラ・リフラが、メイから渡わたされた食べ物に文もん句くをつけるはずもない。ギソウルはもともと食べ物にはこだわらないタイプ。

　だがシンは、いたって普ふ通つうなのである。女の子の人肌で温あたためられた食べ物大だい歓かん迎げい、という特とく殊しゆなシュミがあるわけでもなく。

　体温で温められた人肌干し肉。理り性せいでは、干し肉そのものに罪つみはないとわかってはいるのだが、なんだかイヤな感じである。

「さあ部下その三も」

　ステキな笑え顔がおで干し肉さし出され──一いつ瞬しゆん、これも何かのいやがらせなのではないか、と疑うたがいさえしてしまう。

　しかし、ギソウルではないが、食事にはエネルギー補ほ給きゆうという面も大きい。楽しんで食べることも大切だが、ちょっとヤだ、という理由で食事を拒こばみ、いざという時に腹が減へって力が出ない、などということになっても困こまりもの。

「お……おう。すまん」

　とりあえず仕方なく。シンはとびっきりの作り笑顔で干し肉をひと切れ受け取ると、しばしまじまじと眺ながめてから──思い切ってかじりつく。

　味は普通の干し肉だった。当たり前といえば当たり前だが。

　焼きたて肉のとろけるようなうまさはないが、嚙かめば嚙むほど味がでる。これはこれで悪くない。できれば、これに合う飲み物でもあればいいのだが。

　しかし──一体なぜだろう。

　がらんとした部屋の中に座すわり込み、四人で黙もく々もくと干し肉をかじっていると、一体自分の人生って何なんだろう、などという思いがふつふつと湧わいてくるのは。

　肉をかじっている間に、またいくつかの足音が近づき──全員が思わず口の動きを止める中、音はすぐ、どこかへと離れてゆく。

　よく嚙んで食べ終えた時には、空腹もいくぶんおさまっていた。もちろん十分な食事ではないが、この状じよう況きようでは贅ぜい沢たくも言えまい。

　ラフラ・リフラとギソウルもすでに食べ終え、メイだけが、まだもぐもぐとやっている。

　シンはそんな彼女に目をやって、

「けど、考えてみりゃあ珍めずらしいよな。お前が食いもんをみんなに分けてくれるなんて」

　メイの性せい格かくからすれば、一人でこっそり食べたりしそうなものだが。

　問われてメイは、干し肉に嚙みついたまま、ただ、無言で微笑ほほえむだけ。

　……ざわりっ……

　その笑みに、シンの心が波打った。

　まただ。

　林の中でメイが見せたのと同じ、あの笑み。

　その時感じたのと同じ予感。

　むしろ優やさしいとすら言える笑みに、なぜ心がざわつくのか。

　もちろんそんなこと、誰だれかに聞くわけにもいかず──落ち着かぬ気分をまぎらわせようと、窓まどの方へと視し線せんを移うつす。

　レースのカーテンを透すかして見えるは、昼の陽ひに照らされた無人の白い街。

　よく見れば、地に落ちた影かげの長さが変わっているような気がする。してみると、偽にせ物ものか本物かもわからぬあの太陽も、動いているということか。

　また足音が聞こえて、少し離れた通りの先に、駆かけゆくリワーダー二人が見えた。

　あたりの家には目もくれず、どこかの家の陰へと消える。

　追っ手たちがもしもこちらに目をやったとしても、見つけられるおそれはまずあるまい。

　外は明るく室内は暗い。窓のガラスとカーテンに間を仕切られていれば、中から外を見ることはできても、逆ぎやくは不ふ可か能のうである。

　それはいいのだが……

「けどよ、どうする？」

　メイが干し肉を食べ終えるのを待ち、シンは言う。

「相手がバラけたところで仕し掛かけてリストバンドを取る、ってのはいいとして、どうも連中、二人一組で動いてるみてえだし……」

「確たしかにこのままでは埒らちが明かんが、強ごう引いんに仕掛けられる状況でもないだろう」

　と、ギソウル。

　相手が複ふく数すういるならば、たとえ不意をついたとしても、リストバンドを奪うばって逃にげるより先に、仲間を呼よばれてしまうだろう。

「私が出て行って、空から律崩術クランブルで連中を倒たおす、という手もあるが……」

「いや待て」

　物ぶつ騒そうな提てい案あんに、シンはあわてて待ったをかける。

「あまりおおごとにするのは……その……」

　シンとしては正直、いくら敵てき対たいする身とはいえ、リワーダーたちを片かたっ端ぱしから殺すような真似まねはしたくないのだが──

　しかしそんなことを言ったところで、ギソウルを説せつ得とくできるはずもなく。

　思って言葉を濁にごしていると──

「同感だ」

　意外にもギソウルはうなずいて、

「これまでなんとかなったのは、相手がこちらを甘あまく見て、付け入るスキを見せてくれていたからだ。

　しかし、あまり派は手でなことをやれば、向こうも本気になるだろう。ことによると、『神』が直ちよく接せつ干かん渉しようをして来るかもしれん。

　できればそういう事じ態たいは避さけたい。

　それに正直に言うと、広こう範はん囲い攻こう撃げき型がたの律崩術クランブルは得え手てではなくてな。敵を倒したはいいが目的のリストバンドまで壊こわれて入手できず、おまけに『神』が本気になって……などということになっては目も当てられん。

　とりあえず、もう少し待って様子を見るのがいいだろう」

　まるで、ギソウルがそう言い終えるのを見計らっていたかのように。

「──待たせたな。とりあえず囲んでみたんだが、出て来てくれるよな？」

　赤せき狼ろうのリワーダーの声は、家の外から朗ろう々ろうと響ひびいた。

『──!?』

　目をやれば窓の外、通りのあちらこちらから、半はん獣じゆう化かしたリワーダーたちが、次から次へと姿すがたを現あらわした。

　あてずっぽうのカマかけではないようだ。彼らが見ているのは、シンたちが潜ひそむ家の方。

「見つかった!?」

「なんで……」

　ラフラ・リフラとメイが呻うめいて──

「……ミスったな……そういや忘わすれてた……」

「どういうことだ？」

　シンのつぶやきに、ギソウルが問いかける。

「においだ」

　あ、と、誰かが声を漏もらす。

「考えてみりゃあ向こうには、赤狼がいる」

　メイたちのにおいを追ってここを見つけるのは、そう難むずかしくはなかっただろう。

　時折聞こえた足音は、こちらをあてもなく捜さがし回っていたのではない。そう思わせて、少しずつ少しずつ、あたりに人員を配置したのだろう。

　もしもここで捕つかまれば、今度こそ、決して逃げられぬ場所へと囚とらわれるか、でなければすぐさま処しよ断だんされるだろう。

「……強行突とつ破ぱあるのみ、か」

　ギソウルがつぶやいて──

「なら、こういうのはどうだ？」

　シンは、一つの案を示しめした。




　もう逃げられるはずもない。

　追っ手のリワーダーたちにはその確かく信しんがあった。

　包囲したあと、すぐには突入せず、まずは呼びかけたのは、その確信ゆえというところが大きかった。

　しかし──呼びかけからしばし待てども、誰も出てくる様子はない。

「……本当にここにいるのか？」

「間ま違ちがいねえ。においもここに続いてるし、気配もある」

　仲間の一人に問いかけられて、赤狼は言う。

「つまり出てくる気はねえってことか……」

　赤狼は短い吐と息いきをつくと顔を上げ──

　轟ごうッ！

　雄叫おたけびが無人の街に響く！

　それを合図に、家を囲んでいたリワーダーたちが突入をはじめる！

　赤狼はその場にとどまり、他の三人が緑の芝しば生ふを踏ふみ分けて、レースのカーテンが揺ゆれるサッシ窓まどへと駆かけ寄よって──

　家にたどり着くその直前。

　ガしゃどんっ！

　レースのカーテン巻まきちぎり、ガラスを破やぶって飛び出した何かが、駆け寄るリワーダーの一人を直撃した！

「──っぐ!?」

　一人がそれで後ろに倒たおれ、残る二人がたたらを踏む。

　家の中から飛び出して来たのは、何かの家具の引き出しだった。

　そうと理り解かいするや否いなやのうちに、クローゼットの戸が、イスが、次々と投げつけられて来る。

　おそらくあの、女のリワーダーがやっているのだろう。子こ供どものダダのような攻こう撃げきだが、リワーダーの腕わん力りよくを考えれば、決して笑える攻撃ではない。

　しかし──それもしょせんは悪あがき。

　赤狼たちのいる場所からは見えないが、家の玄げん関かんの方から、扉とびらをぶん殴なぐる音。続いて派は手でな破は砕さい音おん。

　仲間がそちらからも突とつ入にゆうをはじめたのだ。

　突入組は他にもいる。数ではこちらの方がずっと上。ディーヴァの律崩術クランブルにさえ注意すれば、あとはなんとでもなるだろう。

　家具の迎げい撃げきに、一度はひるんだこの場の突入組三人も、気を取り直して再ふたたび突つっ込こんでゆく！

　またまた家の中からイスが──果てはテーブルまでぶっ飛んで来るが、さすがに今度は三人全員身をかわし、家の中へと突入した。

　飛び出したテーブルは横倒しのまましばらく芝生の上を滑すべって──

　その陰かげから二つの影が駆け出した！

　黒くろ髪かみのヒュームと、半はん獣じゆう化かした女リワーダー。

　こちらの意表を突いたつもりなのかもしれないが──こんな時のために赤狼は動かなかったのだ。

「一人手を貸かせ！」

　赤狼は仲間に向かって叫さけび、きびすを返して二人を追う。

　ヒュームなど相手ではない。まずはそちらを一撃で昏こん倒とうさせ、女リワーダーに当たる。もしも二人が別れて逃にげたら、ヒュームを仲間に任まかせて自分はリワーダーの方を。

　頭の中で戦いのイメージを瞬しゆん時じに組み立て地を駆ける。もうすぐヒュームの背せ中なかに手が届とど──

　瞬間。

　ヒュームの姿すがたがかき消えて、赤狼の視し界かいはぐるりと反転した。




　ちり、とした空気を背はい後ごに感じた刹せつ那な。

　シンはその場にしゃがみ込んでいた。

　どんっ！　と背中に衝しよう撃げき。追い来た赤狼が自分につまずいたのだ。シンにとっては、蹴けりを入れられたような形になる。

　転がり込みかけたその瞬間、視界の端はしに、影が映うつる。

　赤狼ではない、別のリワーダーがすぐ横をすり抜ぬけようとしている。おそらくラフラ・リフラの方に向かうつもりなのだろうが……

　──させるかっ！

　その意い識しきだけが、シンの脳のう裏りにあった。とっさに体がどう動いたのか、自覚さえできなかった。

　だがともかく──

　自分の力に赤狼に蹴られた勢いきおいをくわえて──シンはもう片かた方ほうのリワーダーの脚にタックルをかけていた！

『ぐぅわっ!?』

　混まじり合う三つの呻うめき。

　赤狼はしゃがんだシンに脚をとられて倒れ込み、シンともう一人のリワーダーも二人もつれて転がった。

「……っくっ……！」

　まず赤狼が身を起こして──

　その時。

　ドンッ！

　破は壊かいの音は家の方から。もつれ転んだままのシンとリワーダーが、そして赤狼がそちらに目をやる。

　家の屋根から土つち煙けむりが上がっている。

　そしてほどなく──黒い翼つばさが宙ちゆうに舞まう！

　律崩術クランブルで屋根をぶち破やぶり、飛び出たギソウルの腕うでは、メイの体をしっかりと抱かかえていた。

　それを眺ながめて──シンは地面の上で笑った。

「……なるほどね」

　赤狼は、そんなシンに目をやり、

「足止めして仲間を逃がした、ってわけか」

「今ごろ気づいてもおせーよ」

　と、シン。

　いっしょに転んだリワーダーが起き上がり、彼を押さえつけるが──まあいい。とりあえずこの場から、三人を逃がすのには成功したのだから。

　ラフラ・リフラの姿はもう、家や並なみの向こうに見えなくなっている。

　自分が戦力にならないならば、せめてリワーダーたちの足止め役となり、他の三人を逃がすだけ。

　それは、シン自身が言い出したことだった。

　ギソウルの目的がいまだはっきりしないのが不安だったが、ラフラ・リフラがそばにいれば、メイのことを守ってはくれるだろう。

　どうやら自分がつき合えるのもここまでのようだが……それも仕方ない。

　──メイの奴やつ……おふくろさんとおやじさんに会えるといいが……頼たのんだぜ。ラフラ・リフラ、ギソウル──

　胸きよう中ちゆうで祈いのる彼に、赤狼は苦く笑しようして、

「ヒュームにしてはなかなかよくやったよ。

　ところで……そういえば、まだ名前も聞いちゃなかったな」

「『神サマ』は俺おれの名前知ってたぞ？」

「本人の口から聞きたい、ってことさ。

　……と、そういやこっちもまだ名乗ってなかったか。

　ヒュゾ・ルウラ。赤シヤク月ゲツのヒュゾ・ルウラだ」

「……シン。シンドレッド＝カイラム」

　視し線せんを交かわし──ヒュゾ・ルウラが浮うかべたのは勝利の笑えみ。

「なるほど。

　──ところでシンドレッド＝カイラム。

　覚えてるか？　こっちは、『囲んだ』って言ったんだぜ？」




　……シン……

　風に混じってメイのかすかなつぶやきが聞こえる。

　ギソウルは嘆たん息そくを隠かくして宙を舞う。

　シンドレッドが提てい案あんしたのは合理的な策さくだった。戦力にならない者が足止め役を引き受け、戦力になる者がメイを護まもって目的遂すい行こうを目ざす。

　だが、メイとラフラ・リフラは、その案に反対の声こそ上げぬものの、ためらいを見せていた。

　ギソウルとて、味方の頭数が減へるのを歓かん迎げいする気はないし、シンが自ら足止め役を買って出たことに敬けい意いは払はらう。

　だが、別れた者に思いを馳はせるのは今ではない。当面の目的を遂行した──つまり、リワーダーたちのリストバンドを奪うばい、このリュキュートの領りよう域いきとやらから離はなれたそのあとである。

　ここでメイやラフラ・リフラが迷まよいを見せて、それで結局追っ手たちに捕つかまったりしようものなら、それこそシンに対して失礼だと思うのだが。

　ともあれどうやら、ラフラ・リフラも無事に囲みを突とつ破ぱしたようである。どこかで彼女と合流して──

「来たっ！」

　風を裂さき、メイの小さな悲鳴が響ひびく。

　あたりに視線を巡めぐらせれば、右手からこちらに近づく翼が二つ。

　どこに配置していたのか、鳥タイプのリワーダー。

　さすがに追っ手たちも、ギソウルの飛行能のう力りよくへの対たい抗こう手しゆ段だんは考えていたようである。

　こちらはメイという荷物を抱えている。逃にげるにしろ戦うにしろ、不利になるのは否いなめない。

　だが彼女には、律崩術クランブルという利点もまたある。

　ギソウルは、右手から来る鳥のリワーダーたちを十分に引きつけてから──

　くるぉぉぉぉぉぉぉぉぉぅっ！

　吠ほえて放つは光のつぶて！　いくつものそれは散さん弾だんとなって鳥たちに向かう！

　街の外周で、リワーダーたちを牽けん制せいするのに使ったのと同じものである。一撃必殺の威い力りよくはないが、相手の翼つばさを焼き破やぶる程てい度どのことはできる。こと空中戦において、それが致ち命めい打だになりうることは言うまでもない。

　鳥のリワーダーたちも、さすがにそれはわかっているらしく、翼を操あやつり光のつぶてを回かい避ひして──それでもなおギソウルとの距きよ離りを詰つめて来る。

　接せつ近きんされるのはまずい。彼女は以前、東の大陸イースタンガイアで鳥のリワーダーと戦ったことがあるのだが、空中での機動力においては、あきらかに相手の方が上だった。

　ましてや今回、相手は、『選ばれた戦士』たち二人。こちらがメイを抱かかえた状じよう態たいでふところに入られれば、瞬殺されるおそれすらある。

　ならば一いつ旦たん引き離すのみ。

　ぅオンッ！

　ギソウルの咆ほう吼こうが青空に響ひびき、発動した補ほ助じよ型がたの律崩術クランブルが、飛行の速度を数倍にもはね上げる！

　これならば、いかに身体能のう力りよくに優すぐれたリワーダーといえど追いつけまい。

　その気になればこのまま逃げることもできようが──ここでラフラ・リフラまで置いて行くのは、戦力的に見てもまずすぎる。

　ならばこの場は、なんとか相手を倒たおして切り抜ぬける！

　上を取り、太陽を背せにして仕掛ける。そう戦いのイメージを組み立て、ギソウルは空へ、空へ。風を切り上り続け──

「だめだって！　壁かべが！」

　腕うでの中でメイが上げた声は、風に流されながらもギソウルの耳に届とどいた。

　一体何の話だ？　壁？

　彼女は足の方を見て──驚きよう愕がくに目をみはった。

　ギソウルの翼は風を裂き、かきわけて、かなりの速度で前進を続けている。全身からだで感じる風の速さからもそれは確たしかだった。

　だというのに──

　追い来るリワーダーたちは、一旦開いたはずの距離を一気に詰めて来ている！

　──馬ば鹿かな！　律崩術クランブルの補助もなしにあんな速度で飛べるはずがない！

　ギソウルは混こん乱らんし──

「だから！　壁にぶつかってるって！」

　メイが悲鳴を上げて──思い出す。彼女が言っていたことを。

　──空に見えるけど壁だから。さわれないけど、飛んでも飛んでも前に進まないようにできてる──

　これのことか!?

　そう理り解かいした時には。

　リワーダー二人がかりの打だ撃げきがギソウルを襲おそった。




　風の中ににおいを嗅ぐ。

　自分を狙ねらうもののにおい。

　かまわずに、ラフラ・リフラは地を蹴けった。

　だがそれで見み逃のがしてくれるほど、相手は甘あまくないようだった。

　咆吼とともに建物の陰かげから飛び出して来たのは、黒い影かげ。

　腕の一撃を腕で受け、そのいきおいをも利用し、跳とんで距離を取る。

　相手は黒い豹ひようのリワーダー。つまり追っ手は、家を囲んでいた者たちだけではなかったということか。

　しかし──なんとしてでもここは突破する。メイのためにも、自ら足止め役を買って出たシンドレッドのためにも。

　吠えて相手に向かって突とつ進しんし、攻こう撃げき、と見せかけて相手のそばを抜け、駆かける。

　このまま一気に引き離はなせればいいのだが──やはりそれは都つ合ごうのいい期待でしかなかった。

　追いすがる足音は、すぐに背はい後ごに近づいた。

　足の速さでは分ぶがないならば──戦って倒すのみ！

　背後に迫せまる足音を十分に引きつけて──ラフラ・リフラは身をひるがえす！

　ふり向きざまの回し蹴りを読んでいたのか反はん応のうしたのか、黒豹は脚あしでその一撃をガードする。双そう方ほうはじかれて離れ、黒豹の方から踏ふみ込こみ──

　攻こう防ぼうがはじまった。

　リワーダーの肉にく弾だん戦せんは、人間ヒユーム同士のそれとは違ちがう。手を脚を肘ひじを膝ひざを尾おを爪つめを牙きばを。己おのれの肉体に備そなわっている器官すべてを武ぶ器きとして、相手を倒すことのみに全力を注ぐ。爪や牙を武器とするその戦いぶりは、人間ヒユームの目にはあるいは野や蛮ばんと映うつるやもしれぬ。

　だがそれは、リワーダーたちにとっては当たり前の攻防。

　打たれては打ち返し、肌はだを裂さかれては肌を裂く。

　ラフラ・リフラとて、翠月スイゲツの道が凍こおらなければ──ルファードリオンが封ふう印いんされることがなければ、選ばれた戦士の一人として神のもとへと送られていたはずの身である。相手が赤シヤク月ゲツの選ばれた戦士だとて、後おくれは取らぬ自負があった。速度ではわずかに黒豹に劣おとるものの、力では確かに相手を上回っていた。

　しかし。

　幾いく度どかの攻防をくり返した後、一撃を入れるのはほとんどが黒豹の方。致ち命めい的なものではないが、少しずつ確かく実じつにダメージが重なってゆく。

　ラフラ・リフラの金毛はあちらこちらが血にまみれ──対する黒豹はほとんど無む傷きずのように見える。

　実じつ際さいは黒豹も傷ついているはずなのだが、体毛色のせいで傷が目立たないのだ。

　傷つきながら戦ったことなど、ラフラ・リフラには幾度となくあった。だが、たった一人のリワーダーをこうも攻せめあぐねるのははじめてだった。

　繰くり出す攻撃の半分以上が先読みされている気がする。

　経けい験けんが違う。そんな感覚。

　ラフラ・リフラとて、あまたの戦いを重ね重ねて経験を積んでいる。だが黒豹はそれ以上に場数を踏んでいるようだった。

　黒豹の爪がラフラ・リフラの腕を浅く裂さき──

　大きく跳び離れ、息をついたのは黒豹の方からだった。

　一跳びでは詰つめられぬ距離を取ると、ラフラ・リフラに向けていた敵てき意いのまなざしを穏おだやかなものに変え、荒あらい息を整えながらも一方を目で指し、

「……そちらの事じ情じようは聞かされていないが……

　仲間すべてを捕とらえられてなお、戦いを続ける理由があるのか？」

「──!?」

　ラフラ・リフラは黒豹の動きに注意しつつも、その視線の先へと目をやって──

　二つの翼つばさが空にある。

　どちらも鳥のリワーダー。その姿すがたはさながら、獲え物ものを運ぶ猛もう禽きんのごとく。片かた方ほうは、ぐったりとなったギソウルをその足で捕らえており、もう一方の翼が運ぶのは──メイ。

　鳥のリワーダーたちが向かうのは、ラフラ・リフラたちが逃にげてきた方。

「そういうことだ。おとなしくあきらめて──」

　黒豹の言葉を最後まで待たず、ラフラ・リフラはきびすを返して駆け出した。

　翼が向かう、もと来た方へと向かって。

　黒豹はその背せを追わなかった。

　必要はない。そこには、十人以上の戦士たちがいるのだから。




　……結局やっぱりこうなんのかよ……

　変わらず地面に押さえつけられたまま、シンは胸むねの中で苦くつぶやいた。

　今しがた、鳥のリワーダー二人が、メイと、気を失ったままのギソウルを連れて来た。

　そして今──道の先からゆっくりと、こちらに向かって歩み来るのは傷ついたラフラ・リフラ。

　瞳ひとみに闘とう志しをたたえたままで。

　この状じよう況きようで戦うことがいかに無む謀ぼうかは当人にもわかっているはずだ。それでもラフラ・リフラはむき出しの敵意を隠かくそうともせず、一歩また一歩と歩みを進める。

「──オイ！　ムチャすんなよ！」

　押おさえつけられたまま、シンは声をはり上げる。それでもラフラ・リフラの歩みは変わらない。

　手のあいているリワーダーの戦士たちは、表ひよう情じようを引き締しめ、身み構がまえた。

「──!?」

　メイが小さく息を吞のむ音がシンの耳に届とどく。

　ラフラ・リフラが強く地を蹴けり──




　瞬しゆん間かん。

　光が走った。

　次に生まれたのは、破は壊かいの音。

　光の帯は伸のび折れ曲がり家を大地の下を右に左に貫つらぬき切り裂き粉ふん砕さいし。壁かべが木が地面が切れはじけ。轟ごう音おんと呼よぶのも馬ば鹿からしい轟音が大気を大地を世界を震ふるわせ、混こん乱らんしたリワーダーたちの怒ど号ごうをたやすくかき消してゆく。

　光はつづらに折れて世界を粉砕しその切っ先をメイに向けて──

　止まった。

　メイのかざした手のひらの先で。

　光が粒りゆう子しとなり、散ってゆく。

　風の中に。

　シンの目に映うつったのはそんな光景。

　破壊の余よ韻いんの中にはいくつもの呻うめき声。土つち煙けむりが視界を狭せばめている。

　少し離はなれた場所にはメイ。土煙の奥おくにじっと視線を注いだままで。

　そしてシンはふと気づく。体が自由になっていることに。

　目をやれば──さっきまでシンを押さえつけていたリワーダーがそばに倒たおれていた。飛散した瓦が礫れきで頭でも打ったのだろう。

　その両手には、赤いリストバンド。

「………………………………」

　火事場泥どろ棒ぼうのようで少々気が引けたが、とりあえず背に腹はらは代かえられない。シンはそっと這はい寄よって、これまたそっとリストバンドを外し取る。

　一見ごくごく普ふ通つうのリストバンド。外せないようなしかけもなく、材ざい質しつも普通の布ぬのの見た目と手ざわり。だがメイが、これが必要だと言うのならそうなのだろう。

　それはいいとして──

　今の光は一体？

「ほう」

　吹ふく風に感かん嘆たんの声が混まじる。その声を、シンはどこかで聞いたことがあるような気がした。

「こんな術じゆつすら無む効こう化かするか。話には聞いていたが、実じつ際さいに目まの当たりにすると──」

　風が土煙を運ぶ。

　メイの視し線せんが向かう先、佇たたずむのは何かの影かげ。

「あらためて驚きよう嘆たんを禁きんじ得んな」

　風が吹く。煙が消える。

　半ば瓦が礫れきと化した家の屋根の上、佇む姿すがたの背には黒こく翼よく。

「──ディーヴァ!?」
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　響ひびいたのはラフラ・リフラの声だった。

　どうやら幸い、今の攻こう撃げきにも巻まき込まれなかったようである。

　土煙を裂さいて飛び出し、メイの前に、かばうように立ちふさがると、ディーヴァたちを睨にらみつける。

　シンはそのディーヴァたちに見覚えがあった。

　片かたや儀ぎ礼れい服ふくに身を包み、片やはだけた上半身にびっしりと刺青いれずみを刻きざんだ二人。

　ドラグノの北の大陸ノーザンガイアで。そしてリワーダーの東の大陸イースタンガイアで。執しつ拗ようにシンたち、というかメイをつけ狙ねらっていた連中のうち二人である。

「……こんな所まで……」

　シンはげんなりとつぶやくと身を起こし、メイのそばへと歩み寄る。

　しつこくここまでついて来て、あいさつがわりにいきなり攻撃型律崩術クランブル。はっきり言ってうんざりである。

　が、ディーヴァたちの出しゆつ現げんを歓かん迎げいしなかったのは、何もシンたちだけではない。

「──何だてめえら!?」

　吠ほえたのは赤狼──ヒュゾ・ルウラ。

　今の攻撃で、確たしかに数人のリワーダーたちが倒れている。だが、痛いた手では受けても立っている者や無む傷きずの者の方が多い。

　儀礼服のディーヴァはそんな彼らを睥へい睨げいし、

「気にするな。我われ々われはただ、始末すべき相手を始末しに来ただけだ」

　言ってその目をメイへと向ける。何の感かん情じようもこもらぬ視線を。

「ま……待て……！」

　そこから少し離れた場所で、呻うめいてギソウルが身を起こす。どうやら今の騒さわぎが、かえって気付けになったようである。

　やや足もとはおぼつかぬながらも立ち上がり、

「なぜ……そこまでしてメイをつけ狙う？」

「命令だからだ」

　儀礼服のディーヴァの答えは至いたって単たん純じゆん明めい快かい。

「その命めいは正しいのか!?」

　ギソウルは重ねて問いかける。

「確かに、メイは『神』の血を引く存そん在ざい！　そういう意味では、五十年前、我われらディーヴァの都を瞬しゆん時じに消した『神』マーレイアと同どう質しつと言えるかもしれぬ！　脅きよう威いに感じるのも無理なきこと！

　だがこのような場所まで追い来て殺すことに意味はあるのか!?　今となっては意味のない、そんな命令に盲もう従じゆうしてどうする!?」

　対する儀礼服のディーヴァは泰たい然ぜんと、

「少なくとも、お前に命令の是ぜ非ひを判はん断だんしてもらう必要はない」

「まあなんでもいいや」

　その会話に割わって入ったのは赤狼、ヒュゾ・ルウラ。

「そっちの事情は知らねぇけどな。こっちはそこの四人を『捕つかまえる』ってシゴトがあるんだ。

　勝手に入ってきて勝手に暴あばれて、勝手に殺されちゃあ困こまるんだよ」

「獣けものの事情など知らぬ」

「……と、言うだろうと思ったぜ！」

　その言葉を合図に、リワーダーたちのうち何人かがディーヴァたちの方へと向かう！

　うちの二人はギソウルを捕とらえた鳥のリワーダーだが──

　ゅうううおォぉんッ！

　刺青ディーヴァが咆ほう吼こうした。全身に刻んだ紋もんのいくつかが淡あわい輝かがやきの色を放つ。

　途と端たん、家のまわりに転がる小さな無数の瓦が礫れきがつぶてと化して四方に散る！

　たまらずに退しりぞく鳥のリワーダーたち。地上組もかわしきれずに身を伏ふせる。

　そこに。

　るぅぐあっ！

　もう一つの咆吼が重なった！

　光の矢が二人のディーヴァをとり囲むように、放ほう射しや状じように出しゆつ現げんし、でたらめに、四方に向けて放たれる。矢は大地に壁かべに刺ささるとその場で小さな爆ばく発はつを起こす。

　小さな爆発といっても、人の手足を吹ふき飛ばすには十分な程てい度どの威い力りよくがある。さすがにリワーダーたちも間合いを取り──

　──そんな混こん乱らんの中。

「……おい」

　シンは仲間たちに声をかけ、ちらり、と手の中のリストバンドを見せる。

　全員が小さくひとつうなずくと──

　ディーヴァたちの爆撃にまぎれて、シンたち四人は駆かけ出した。

　その動きに気づき、止めようとしたリワーダーもいたが──気づいたのはリワーダーだけではなかった。

「逃にがさぬ」

　立て続けの爆音の中、儀ぎ礼れい服ふくのディーヴァの声はなぜかはっきりと聞こえた。

　光が降ふり爆発が起きリワーダーがそれに巻まき込こまれメイが手をふりかざして何かを叫さけび向かい来た光のいくつかが消え。

　爆発と土つち煙けむりと混乱の中必死に駆けて駆けて駆けて。

　気がつけばいつの間にか、四人は戦いの環わの外にいた。

　爆音は依い然ぜん離はなれて聞こえる。リワーダーたちとディーヴァたちはいまだ戦いを続けているのだろう。

「みんな！　こっち！」

　メイが急に声を上げ、進路を変える。理由もわからず三人はそれについてゆく。

　やがてメイが足を止めたのは通りの一角──道と道とが交差する十字路でだった。

　無人の家。無人の道。とはいえ戦いの場からそう遠く離れたわけではない。ゆっくりとしていられる状じよう況きようではないが──

　メイは息を整えながら、十字路にある街灯のうち一本に歩み寄よる。街灯は上の方が横にせり出していて、そこに一枚まいのプレートがぶら下がっていた。

　矢印やら地名が書いてあれば案内板と呼よべようが、揺ゆれるその板はまっ白な無地。

「リストバンド貸かして」

　手を伸のばすメイに、とりあえずシンは何も聞かずリストバンドを手て渡わたした。彼女はそれを自分の両手首に巻いて──

　…………？

　その光景に、シンはふと眉まゆをひそめた。違い和わ感というか、何かひっかかるものがある。だが違和感の理由が何なのかわからない。

　メイは、右手で無む造ぞう作さに街灯の柱に触ふれるとやさしく撫なで下ろす。

　途端。

　街灯が裂さけた。

　真ん中から縦たてに裂けて大きな楕だ円えんの環を描えがく。そう、ちょうど、ロックキーパーたちを倒たおした時に出現した『ドア』のように。

　その向こうに見えるのは、無人の街まち並なみではない。どことも知れぬ、建物の中のような場所。『森』からリュキュートの御み座くらに行くまでに通った通路にも似にていた。

　メイは迷まよわず『ドア』をくぐり、三人が続く。その背はい後ごで『ドア』が閉とじた。

　聞こえていた戦いの音がふつりと消える。

「こっち」

　メイは歩み行く。無人の通路を。右に左に。ある時は普ふ通つうのドアをくぐり、ある時は普通とは言えぬ『ドア』をくぐり。

　追っ手がかかる様子はない。リワーダーたちとディーヴァたちとの戦いが一体どうなったのか、もはや知る術すべもなく。

「……メイ……」

　ためらいながらつぶやくシンに、笑えみを返して、

「あ。もうすぐだから」

　言ってさらに道をゆく。

　やがて一同が着いたのは──

　何もない、小さな部屋。

　少女はなんのためらいもなく、奥おくの壁に向かって立つと、その両の手で宙ちゆうを搔かく。見えぬ何かを描えがくように。

　指が印を切るように始終形を変えて──

　小さな口が何かの言葉をこぼす。

　声は確たしかに聞こえて、けれどもその意味はシンにはわからず──

　気がつけば、メイの目の前にドアがあった。自分たちがこの部屋に入って来た時にくぐったのと同じ、さして大きくもない、普通のドア。

　シンは後ろをふり向き──

　しかしそこにはドアなどなく、ただ白い壁があるばかり。

「いらっしゃい～」

　客を迎むかえる主あるじのように、おどけてメイはドアを開く。

　その先にあるのは、今しがた通ってきたのと大差ない通路。色合いが少し違ちがうようだが。

「……におい、変わった」

　いまだ半はん獣じゆう化かしたまま、鼻をひくつかせてラフラ・リフラがつぶやく。

「ここは？」

　ドアをくぐってギソウルが問い──メイは答える。

「ルファードリオンの領りよう域いき」

　それで──シンは確かく信しんした。

「なあ、メイ」

　ドアをくぐって少女と向き合い──問いかける。

「お前。実は封印解けてるだろ」

　ラフラ・リフラが、ギソウルが小さく息を吞のむ。

　だがメイは──ゆっくりと左右に首を振ふり、

「解とけてないよ」

　言って浮うかべたその笑みは──

　──ああ──

　シンは気づく。気づいてしまう。

　その笑みに、どこで出会ったような気がしたのか。なぜそれが、彼の心をざわつかせるのか。

　似ていたのだ。ひどく。

　昔。

　シンドレッドの母親が、今いま際わの際きわに浮かべたものと──

　胸むねのざわつきを消せぬまま、シンは悟さとった。

　旅は──もうすぐ終わるのだと──







　　　あとがき暗黒企画会議
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　そこはどこともわからぬ暗黒。

　陽ひざしに芽め吹ぶく青葉も風に散ちる桜の花も見えぬ、闇やみの中。

　無む限げんとも有限とも知れぬその場所に佇たたずむのは、マントとローブに身を包つつんだ黒い姿すがた、その数五つ。

　それぞれの足下には、01から05までの数字が大きく描かれ、淡あわい光を放っていた。

「本日諸しよ君くんらに集まってもらったのは他でもない」

　足下に01の数字を従したがえた男の声は、暗黒に響ひびいて消える。

「実は、クロスカディア五巻の内容が現時点をもっても未み定ていなのだ」

　宣せん言げんに闇がざわつく。

「それはまた……どういうことですかな？」

　02の探るような声に、

「そのままの意味だ」

　01の口調は変わらない。

「主人公をどう活かつ躍やくさせるか。いきおいで出した『神』とやらの外見や能力をどうするか。話全体をどうもっていくか。

　そういった諸もろ々もろ未定な部分があるのだ」

「それでは、ほとんど何も決まっていなあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　口を開いた05の姿が突とつ如じよ、奈な落らくに消える。

　足下に開いた穴あながどこへ続いているのか知る者はなく、01がマントの下で何かの装そう置ちを操そう作さしたのだということは、誰もが知っていた。

「聞きたいのは批ひ判はんではなく提てい案あんだ」

「しかし、いきなり一人減へったのは痛いのではないでしょうか」

　04のつぶやきに、だが03が泰たい然ぜんと、

「案ずるな。神坂05は所しよ詮せん、我われ等ら神坂五人衆のうちでは一番の小者。欠けたとて大たい局きよくに変わりはあるまい」

「くっくっくっ……しかし、あなたともあろうお方が、たかが『神』のビジュアルのことでお悩なやみとは意外ですなぁ」

　嫌いや味みな口調は02のもの。

「ほう。ということはよい案があるのだろうな」

「案、というよりもはや決定事じ項こうですな。今までに書かれてきたことを総そう合ごうすれば、『神』の外見は自おのずと見えてきますよ。

　まず一巻において、ヒロイン、メイの封ふう印いんが部分的に解とけた時、その腕うでが毛に覆おおわれています」

「そうであったな。で？」

「そして三巻において、メイは、主人公のシンの腕を、ハサミとか触しよく手しゆとかのかっこいいものに改かい造ぞうしようとしています。

　ポイントは彼女が、それをかっこいいと思う感かん性せいを持ち合わせている、ということ。

　総合すれば、『神』の外見が見えてくるではありませんか」

「と、いうと」

　問いに02は両手をひろげ、神しん託たくを告げる預よ言げん者しやのように、

「毛ガニ」

　01は無む言ごんのままマントの下でスイッチを押し、02は無言のまま奈な落らくに飲み込まれてゆく。

「……他に？」

　問う01の声は重い。

「主人公の活躍については案があります」

　口を開いたのは04だった。

　額ひたいにわずかに汗あせを浮うかべてはいるものの、瞳ひとみには自信の色がある。

「戦せん闘とう能のう力りよくの強化には限げん界かいがあります。ならばメンタルな部分で全員の支えとなればいいのです」

「具ぐ体たい的てきには？」

　01の問いに04は深くうなずき、

「一同が月へと至いたる道へと行くと、そこには『がんばれあと十万段だん』と書かれたカンバンが立っており、階段がずーっと上に続いています」

「……………………………………」

「即そく座ざにへこむメイは、帰って寝ねようとか言い出します。両親はどうするのかと問うシンに、メイは、『パパとママは今フランス出しゆつ張ちよう中ちゆう』と脳のう内ない妄もう想そうを語りはじめます。

　これを精せい神しん的てきなケアによって立ち直らせるシンの活躍がぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　消えた04の傍かたわらで03が、

「……今の話、ちょっと読んでみたいような気もすぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ!?」

「……読みたいかもしれぬが、書きたくはなかろうものを……」

　03を飲み込んだ穴に目をやり、01はため息混まじりにつぶやいた。

　もはやこの闇に佇むのは01ただ一人。

「結けつ局きよくは自分で考えるしかないか」

　つぶやくと、きびすを返して歩み去る。

　そして、闇だけが残った。

　一体彼らは何のために集まったのか。

　それを知る者は誰もいない。

　当人たちを含ふくめて──








　＊このあとがきは事じ実じつをもとに描かれていますが、人物名等は脚きやく色しよくしてあります。












クロスカディア⑤




月ツキ眠ネムル地チノ反ハン逆ギヤク者シヤタチ








神かん坂ざか　一はじめ





富士見ファンタジア文庫





平成28年1月20日　発行





ver.002





©Hajime Kanzaka, Yoshitaka Taniguchi 2004





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『クロスカディア⑤　月眠ル地ノ反逆者タチ』

平成16年7月25日　初版発行





発行者　山下直久

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		彼方ニ至ル『道』ヲ求メテ



		虚空ノ御座ニ神ト出会イテ



		あとがき暗黒企画会議



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p081.jpg





item/image/p021.jpg
7
74 T

/\\\Y"\\ ) :/






item/image/p065.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p113.jpg





item/image/p211.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p177.jpg





item/image/p011.jpg





item/image/titlepage.jpg
JOXHT 4 T7E

ARV ) FaE & F

iR —

O

TPV PN E
0047






item/image/p004-005.jpg
HOOmaKmin” #TEIHPHIORN ®©0 538
{QHFUHPDANNZAINMZQPIAILLOIPKROH

R <eNK Xy ROR?
yyax<u‘%HWo%mv&»H‘

WO EaReY v 2nd N eH o
RRWOP AN QpuutphHeF
EROEEOEERS AN VX yrannmn . ZnANeR&ROW A H LR
[ ¥EQUEROMKR PRI OQORUBRR SR Kb Y—nheknn®
RRY ([ Ev"38QQR Y —DRNeLEE NINFoaXIveRt-(vveHEsed

XYHEIEI@L” PORNEHbPe®

QANANR

RBLMETEOHERNLOE” MNEBLOPVKRAIVILZRD XY OHRHNESR

)

He” EoPpph s iR egEy hyr—ndhoHNwmiviRs’

voeRMEEHIRZNNNQEBR 3 BENENE- ] Q
AMNHBon® HEIAPOLXQLIVIOREQ p N POQRHBKRY @R

°

HEPPIKIRS N
AV’ TUROORRVOERVERZPeREMORN N BorREX
FYUURR D —K—QHHBOKFTUERO® DV NOKFLEOT
ﬁmmﬁoti@WMMMT\575.U75hE®WMQ§E?6‘i&é&ﬁou
D=X—RPUAEL o0’

WORDAND s DINNQEE” o nwnwX 2238400

[NIEVIE I FNC AU A

B
R

= HE
RENIEMS, P UEBIC

arro

—VTEIL, TSR - B
LVI¥ ) -

=R15 A
CFL TS
%%

>750%EEK
£ DWBER(

DAHELHA TS

HBEEbDBELT
(SAR DK

E S

LRERNY

br.1

SEBEDFE.
&

SRR BB
L2

mr.
SIHEHLNTIS
uz5

ERER
P!
1737l

BIH|
BZLT0

B2 R
yelbgr<:|
. BAPEL
v EE
EEDVR,
* A EEEH
e (T
T3

EHT S
BENIREATEED 15,

Y/

b=l

BB MNIEROKREE T

% 8T |
#* IBEL

E3
bl
onEoT

BEAEN.

HEH51)
EZRZL. U
EHOEFT,
<BbHBLII

R
=

b7

7

L,
HEo
P73l
979 ¢
BB
(AX-Y/N
%
VEIVE
Wz

<

r=

)






item/image/kuchie-001.jpg
Ui
74
r

B X
> & AV ﬂ

£Ri i
D52 m,
. o>
0

% 17 ,

#

-

S SHEEU

" .
TEZATHT )
vk
é:/ AN





item/image/gaiji-idakuten.png
vy





item/image/p245.jpg





item/image/p089.jpg





item/image/p121.jpg





item/image/p127.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
MrUISUIS

AHOTRN YOI [am]

=
L
s}
I
A
i
D
13
>
IZS
&
w
2
5
i
o
]
z

:
74
4 /n
8
,






item/image/p027.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





